
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あぁぁぁぁぁぁおうち帰りたいよぉぉぉぉぉぉ」

　時計の針が深夜零時を回った瞬間、受付嬢アリナ・クローバーは絶叫した。

　そこは深夜のイフール・カウンター。誰もいない事務室である。

　書類の山と栄養剤代わりのポーションに囲まれ、絶賛残業中のアリナは、デスクに突っ伏してぽろぽろと涙を流していた。

「今日の分はあれで終わりだって、終わりだって、思ったのに……！」

　疲労でかすれた声がぶるぶると震える。そう、今日の残務は、先程終わったはずだった。日付を回る前に帰ることを目標に、凄すさまじい集中力を発揮して忌いまわしき受注書の処理を終わらせたはずだったのだ。

　足下に隠れていた、大量の未処理書類を見つけるまでは。

「ああそうだよ……デスクの上に置ききれなくて、一旦下に置いたのは数時間前の私だよ……っ！　でも、でも、なにもこんなタイミングで見つけなくてもいいじゃん……！」

　ぶつぶつ言って椅子に身を預けるアリナは、半固体状の生物のように今にも溶けてしまいそうだった。残業が終わったと思った後に見つける〝追い残業〟の殺傷力は凄すさまじい。心の弱い者であれば精神崩壊すら起こりかねない、非常に攻撃力の高いアクシデントなのである。

「……ふ。……ふふ。ふふふふ」

　やがてアリナの慟どう哭こくは、次第に不穏な笑い声に変わっていく。

　こんな状態がすでに先週からずっと続いていた。あまりに辛つらすぎて一周回って笑いが漏れ出てきたのだ。

　ぬらりと光るアリナの翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは、隣のデスクに放り置かれた新聞紙に向く。

　冒険者ギルドが発行する〝冒険者新聞〟である。冒険者の町とも言われるここ大都市イフールでは、大半の住人が読んでいる最も一般的な情報入手手段。現在攻略中のダンジョン最新情報や、著名な冒険者の活躍、装備や遺レリ物ツクの売り情報など、冒険者に関連するニュースを幅広く取り扱っていた。

　そんな新聞の一面が大々的に告げるのは、今アリナを間接的に最も苦しめているものである。

〝攻略苦戦、巨大迷宮〟──見出しはいたってシンプルだった。

　数週間前に発見されたばかりの新ダンジョンである。

　無能な冒険者共が鼻息荒く挑んだはいいものの、行方不明者続出。帰還できた数だけでも半数以下という、わかりやすく攻略に難航しているダンジョンだ。アリナが今苦しんでいる受注書の山の九割以上が、このダンジョンの受注手続きである。

　さらに新聞の紙面をめくると、見出しはこう続く。

〝メンバー不足の白銀、ついに攻略へ〟

　白銀──冒険者ギルドの精鋭パーティー、《白銀の剣》だ。選えりすぐりの強者で編成されたパーティーだが、ここ最近は重大な負傷が続いていた。さらに長らく前衛役トツプアタツカーを見つけられずにいるパーティーメンバー不足も相まって、積極的な活動を控えているのだ。しかし巨大迷宮攻略難航を受け、どうやらようやく重い腰を上げたらしい。

　──まあ、もう遅すぎるが。

「ふふふふ」

　アリナは空虚な笑いをこぼしながら、ふらふらと更衣室に入っていった。解錠してロッカーのドアを開けると、中に入っているのは少女が着るには似つかわしくない無骨な外がい套とうだ。

「むーのうなーぼうけんしゃーどもー♪」

　辛つらすぎて鼻歌まで出てくる。

「ボス死ねー♪」

　誰もいない更衣室でバサッと外がい套とうを羽織った時、すでにそこに、疲労でふらふらの少女の顔はない。

　あるのは異様にギラギラと光る、ちょっぴりお疲れ気味に血走った、怖い目だった。

「ぶち殺す」
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「こ、これが新ダンジョン……巨大迷宮……」

　開かれたダンジョンの入り口に、幾人もの冒険者が集まり、どよめいていた。

　動揺する彼らが取り囲んでいるのは、つい今しがたダンジョンから生還したばかりの、四人の冒険者だった。

　巨大迷宮を数日さまよい、身も心も疲弊したボロボロのパーティー。誰一人欠けずに脱出できただけでも御の字だろう。彼らの凄惨な姿は、巨大迷宮の恐ろしさをまざまざと物語っていた。

「運良く帰ってこれて、この状態か……」

「じゃあ、こいつらより早く入って、まだ出てこない奴やつらって……」

　ごくり、と誰かが生唾を飲み込んだ。転移装置クリスタル・ゲートでダンジョンへと飛んでくる前までは、何が巨大迷宮だ、何が攻略難航だと息巻いていた者が大勢いたが、今や冒険者たちは死人のように静かである。

　その時──カツン！　と高らかな足音をたて、一つのパーティーが転移装置クリスタル・ゲートから姿を現した。

　また一人、恐れを知らない冒険者がやってきたのかと振り向いた冒険者たちは、しかし現れた彼らを見て再び驚きよう愕がくする。

「は……《白銀の剣》！」

　いや、何よりも冒険者をどよめかせたのは、満まん身しん創そう痍いでほぼ休止中と言っていい白銀が登場したことではない。彼らの後ろにひっそりと控える、一人の冒険者の姿である。

　フード付きの外がい套とうで全身を覆い隠し、武器も防具も装備していない丸腰の冒険者──

「「処刑人!?」」

　数人の驚きよう愕がくの声が重なる。処刑人。攻略が難航している四人一組パーテイー必須のダンジョンにふらりと現れ、単ソ独ロでボスを討伐し、瞬またたく間まに完全攻略してしまう謎の冒険者である。

　ただの作り話と思われていた処刑人は、しかし最近、《白銀の剣》の前衛役トツプアタツカーとして度々姿を現すようになっていた。その彼が、今堂々と巨大迷宮に挑み始めたのだ。

「おい、本物か?!」

「噓うそだろ、初めて見た……意外と小柄なんだな」

　冒険者の畏怖と困惑の視線を浴びながら、処刑人──に扮ふんしたアリナは、ふう、と一つ息を吐く。残業続きで寝不足と栄養不足のダブルパンチを食くらう体に鞭むち打うって、アリナは虚こ空くうへ手をかざした。

「スキル発動、〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉」

　詠唱に応え、アリナの足下に白い魔法陣が浮かび上がった。かざした手の平に光が収束し、ダンジョンの薄闇を蹴散らすようにひときわ強く輝いたそこから、巨大な銀の大鎚ウオーハンマーが出現する。

「……で、でた！　あれが、処刑人しか持ち得ないと言われる神域デイアスキル……！」

　どの冒険者も攻略のことなど忘れ、処刑人の一挙一動を見守っていた。ちなみに多くの冒険者が集まり注目されることは想定済みだったので、アリナはフードの奥にさらに仮面をつけて、厳重に顔を隠している。

　大鎚ウオーハンマーを軽々肩に担かついだアリナは、パーティーの先頭に立つ盾役タンク、ジェイド・スクレイドに小さく問う。

「ジェイド。ボス部屋はどの方角？」

「ほ、〝方角〟か？　現時点で判明してる攻略ルートとかじゃなくて？　……まあ、そうだな」

　質問内容からして嫌な予感しかしない、とでも言いたげにジェイドは冷や汗をたらしつつ、スキルを発動させた。

「スキル発動〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉」

　超シグ域ルススキルから迸ほとばしる赤い光を目に纏まとわせ、強化された五感でじっと巨大迷宮を観察する。

「東西……いやここからまっすぐ東だな。エーテルの濃い気配がする」

「お、おい聞いたか!?」

　ジェイドの言葉を聞いた冒険者が、たちまち色めき立った。

「おう、覚えたぞ、ボス部屋はここから東……！　白銀に先越される前に行くぞ！」

　周囲の冒険者たちも、ようやく自分たちの仕事を思い出したかのように、我先にと巨大迷宮の中へ駆けていく。

　そんな彼らを尻目に、アリナは一言、了解、とだけ言って、示された方角の壁にそっと近寄り、大鎚ウオーハンマーを構えた。

「……なあアリナさん。アリナさんが今からやろうとしていること、なんとなくわかったんだけど……巨大迷宮って、巨大迷宮だから巨大迷宮であってだな」

「うるさい」

　ごにょごにょ口出ししてくるジェイドを一言で切り伏せ、アリナは奥歯を嚙かんで無機質な壁を睨にらみ付つけた。

「巨大迷宮だからって正直に巨大迷宮してやるほど巨大迷宮じゃないのよこっちは……！」

「う……巨大迷宮がゲシュタルト崩壊しそうなのです……」

　後ろで回復役ヒーラーの白魔道士、ルルリ・アシュフォードが頭を抱えている。構わず、アリナは大鎚ウオーハンマーを振り構え、巨大迷宮として立ち塞がる高い壁に立ち向かった。

「ぅるァ!!」

　残業の恨みも一緒に込めて、力一杯、壁を殴りつける。瞬間、ガコドォン！　と盛大な音をたてて、ダンジョンの壁が崩落していった。

　さらにアリナは壁の向こうに進み、また進行方向を塞ぐ壁を殴り壊す。

　ガン！　ドゴン！　と巨大迷宮が揺れた。アリナは問答無用で、ジェイドの示した方角一直線に、壁をぶち壊しながらずんずん進んでいく。

「……………………」

　様子を見ていた他の冒険者たちは、その暴力的すぎる攻略方法に言葉をなくして立ち尽くしてしまった。

「おい……俺たちの力じゃ……壁、壊れなかったよな……」

「あ、ああ俺の遺物武器レリツクアルマじゃかすり傷一つ……」

「いやー横やり悪いね」

　呆ぼう然ぜんとする冒険者の肩に、軽い口調とともにぽんと手が置かれる。真っ赤な髪が印象的な、白銀の後衛役バツクアタツカー、黒魔道士のロウ・ロズブレンダである。

「ボスは俺らが倒しておくから、今のうちに徘はい徊かいしてる魔物、倒して稼いだ方がいいんじゃない？」

　は、と冒険者たちが我に返った。

「そ、それもそうだ……」

「処刑人がいたんじゃボスが瞬殺されちまう！」

「おい急げ！　魔物を狩るぞ！」

　体よく人払いされたことにも気づかず、残っていた冒険者たちも慌てて迷宮の奥へと消えていった。
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「こんな攻略、アリなのか……？」

　後ろからついてくるジェイドの困惑の声を聞きながら、アリナはまた一つ壁をぶち抜いて進んでいった。

「地下迷宮の時は攻略までに五十年かかったって言われてたから、今回も……なんて噂うわさされてたんだけどねぇ……」

　ジェイドに続いてロウも半ば呆あきれ気味の声を出す。

「まさかこのダンジョンつくった先人も、壁壊されて一直線にゴールまで行かれるとは思ってないだろうな」

「でも、おかげで出口まで一直線に続く道ができたので、迷っている冒険者さんたちが生還しやすくなったのです。一石二鳥なのです。……まあいろんな仕掛けをしていたはずの先人さんは可哀想かわいそうなのですが」

「うるさいわね」

　アリナは先程から後ろでごにょごにょ言っている三人を睨にらんで黙らせる。すでに巨大迷宮の深部まで到達しており、周囲には冒険者たちの気配がない。アリナは鬱陶しい仮面をとった。

「人をルール違反する奴やつみたいな目で見ないでくれる。ぺらい壁つくる方が悪いんでしょ」

「ぺらくはないんだがな……いやしかし、まさかアリナさんからダンジョン攻略手伝うと言ってきてくれるとは」

「手伝うなんて言ってない」

「え？」

「残業を終わらせるために、可及的速やかにボスをぶち殺したいって言ったの！」

「……」

　何が違うのだろうか、という視線を無視して、アリナはこの方角の向こうにあるはずのボス部屋を睨にらみ付つけた。

　そしてぼそりと、低く小さく吐き捨てる。

「私はね……来週、どうしても〝受付嬢合同研修〟に行かなきゃいけないのよ……！」

「へ？」

「なのに残務は終わらない、ダンジョンは攻略されない、残業は減るどころか増えるばかり……このまま繁忙期が続けば、〝人手が足りないから残って〟とか言われて研修に行かせてもらえなくなるのよ……！」

　ぐ、と大鎚ウオーハンマーの柄を握る手に力を込めて、アリナはまた一つ目の前に立ち塞がる壁を強引にぶち壊した。受付嬢の研修のために攻略されるのか、この立派な迷宮は……とジェイドがなんか言っていたが無視した。
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　かなり乱暴に直進した結果、アリナはこれまでと違う景色に到達した。

　通路ではなく、巨大な空間である。それも、元がどんな様相を呈していたのかわからないほど、そこは巨大な白い蜘く蛛もの巣すが張り巡らされていた。

「来たわね……ボス部屋」

　ダンジョン内に発生するエーテルが、濃く停滞する階層奥の大きな部屋──より強い魔物がボスとして君臨し棲すみ着く、ボス部屋と呼ばれる場所である。

　その蜘く蛛もの糸が冷気を発しているのか、ボス部屋の中は真冬の朝のように冷え切っている。ボス部屋の中を少し進むと、天井からつるした蜘く蛛もの糸に巨大な蜘く蛛もがぶら下がっていた。

　全身を不気味な紫色にさせ、八つある目はぎょろつき、口元には大きな牙。そのおぞましい姿にたまらずルルリが悲鳴を上げた。

「ひいいいいい蜘く蛛も苦手なので」

「死ねァッッ!!!!」

　ルルリの女の子らしい声を無視して、アリナはぶら下がる巨大なボスを殴り飛ばした。

　ノータイムで叩たたき込こまれたアリナの大鎚ウオーハンマーがぶら下がる蜘く蛛もを吹っ飛ばし、べちゃ！　と嫌な音を立てて、蜘く蛛もが壁に叩たたきつけられる。

「ひいいいいいグロいのですううううっ」

　ひっくり返った蜘く蛛もが八本の足をバタつかせもがいていたが、その勢いも徐々に衰えていく。やがて足が動かなくなる頃には、その巨体は端から霧散して消えていった。

「アラクネ……！　巣の中のアラクネは厄介だぞ！　って一応言っておくな。遅かったけど」

　ジェイドが間に合わなかった注意喚起を一応して、抜いていた腰の剣を鞘さやに戻す。遺物武器レリツクアルマの大盾も構えていたが、もはや敵視ヘイトをとる前にボスが死んでしまったので、盾役タンクとしてはできることがもうなかった。

「虫が」

　ケッとアリナが憎ぞう悪おの顔で吐き捨てた──瞬間。

　背後にもう一つ殺気が膨れ上がった。

「！　アリナさん、後ろ──！」

　は、と気づいたジェイドが叫んだ時には、巣の奥に隠れていたもう一匹のアラクネがアリナに飛びかかってきていた。

　キシャァァァァ!!

　気持ち悪い威嚇の声を上げながら、アラクネは牙をのぞかせる口元から白い糸束を吐き出す。それはたちまちアリナの全身を絡からめとり、動きを封じてしまった。

「アリナさんッ！」

　ジェイドが慌てて剣を抜く。アラクネの糸は、一本であの巨大な体たい軀くを支えるほどの強度を持つ鋼鉄の糸だ。糸に絡からめとられたが最後、人間の腕力では到底──

「ふんッ！」

　だが、アリナが気合い一発力を込めると、パァン！　という凄すさまじい破裂音とともに、糸がちぎれとんだ。

「おぅわっ」

　ジェイドはその激しさに思わずたたらを踏み、アラクネもまた、自慢の糸がいたって物理的にちぎられた様にぎょっとして飛び跳ねる。一方で自由を取り戻したアリナは、ちぎれた糸がはらはらと舞うなか、低い声でぼそりとつぶやいた。

「蜘く蛛もはいいわよね……迷宮の奥にこもってせっせと快適な家作ってそこでのんびり過ごせてさぁ……」

　アラクネにとっては理不尽でしかない殺意をまき散らしながら、アリナの振り構えた銀の大鎚ウオーハンマーが物騒にギラリと光る。

「こっちはね……あんたのせいで大好きなおうちにもまともに帰れてないのよ……ッ！」

　瞬間、アリナは地を蹴り、凄すさまじい剣幕とともに猛然とアラクネに迫った。

「その巣ごと、さっさと死ねェェェアアアア────ッッ!!」

　恨みのこもった叫び声がボス部屋に轟とどろいたと同時。アリナの大鎚ウオーハンマーがアラクネを一撃で粉砕したのだった。
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「そういえば今度の受付嬢合同研修、アリナさんも来るのですね！　当日は私たち白銀も講師として出番があるのですよ」

　巨大蜘く蛛もをあっさり倒したアリナは、巨大迷宮を貫く道を戻っていた。道すがら、ふとルルリがそんなことを言う。

　えへんと誇らしげに胸を張ったルルリに、アリナは目を瞬しばたたいた。

「講師？　白銀が、受付嬢に？」

　来週に控えている受付嬢合同研修。これはイフールに複数あるクエスト受付所の新人受付嬢たちが集まる、年に一度の大きな研修だ。

　各カウンターから新人中心に二、三人の受付嬢がギルド本部に集まって、二泊三日みっちり講義を受けるのだ。

「今年から採用された特別講義なんだ」

　アリナの疑問に答えたのはジェイドである。

「受付嬢も冒険者の仕事ぶりを知ろうってのが目的で。まあやることはただのデモバトルなんだけど」

「うわぁ……ジェイドもいるの……」

「アリナさん残業と同じくらい嫌そうな顔するのやめてくれ」

「あんたのことだからどうせ研修中ずっと講義室の後ろに立ってストーカーするんでしょ」

「うぐっ」

　図星を突かれたらしい変態ストーカー野郎は、ぎくりと表情を強こわばらせて肩を跳ね上げた。が、彼の口元はやがてふっと不敵につり上がる。

「確かに今までの俺だったらそうしてただろう……だが！　今回の俺はひと味違う！」

　カッ！　と目を見開き胸の前で力強く拳をつくると、ジェイドは熱苦しく語り始めた。

「俺は気づいた。アリナさんに振り向いてもらうためには、まずこの〝ストーカー〟という不名誉な称号を払ふつ拭しよくし〝一般人〟に昇格する必要があるのだと……！　そこでストーカーまがいの行動を改め、アリナさんからの好感度を高める、名付けて好印象大作戦を決行することにした！」

「じゃあ黙って空気吸って生きてて。それだけで好印象だから」

「……。アリナさん……」

　アリナの辛辣な言葉に、ジェイドの瞳で燃え上がる炎が一瞬で鎮火していった。ちらりと涙を見せつつもしかし次の瞬間、炎は何事もなかったように再燃する。

「いや、俺はめげない。アリナさんが研修でギルド本部に来ている間、俺は〝脱ストーカー〟を貫いてアリナさんから見直されてみせる……！」

「リーダーの場合は〝まずはお友達から〟じゃなくて普通の人間として認めてもらうことからかー。道のり長ぇなぁ」

　どうでもよさそうにロウがつぶやく。隣でルルリが大きく頷うなずいた。

「でも恋愛オンチのジェイドにしてはなかなか的を射ているのです」

「それはそうと、研修、アリナさんも来るんだな」ふとジェイドが首をかしげた。「てっきりイフール・カウンターからは新人のライラだけ来るものと思ってたんだが……勤続年数的には、新人ってわけでもないだろアリナさんは」

「……そ、それは……」

　ジェイドの鋭い指摘に、一転してアリナは口ごもる。

　確かに来週開催される〝受付嬢合同研修〟は、入所したての新人受付嬢に向けたものだ。三年目のアリナが今更受けたところで、あまり意味はない。

　もちろん今回の研修も、当初は入所一年目の新人受付嬢ライラだけが参加する予定だった。しかしアリナが上司であるカウンター長を脅し──もとい〝お願い〟して、参加権を勝ち取ったのである。

　アリナには、どうしてもこの研修に行かねばならない理由があったのだ。

「まあ、いろいろと事情があるのよ。こっちにも」

　そう言うとアリナは両手を組んで天を仰ぎ、キラキラと目を輝かせた。

「それに、研修ははっきり言って天国そのもの……！　講義を聴いていればいいだけの平和な一日、めんどくさい冒険者どもの相手もしなくていい、時間通りに終わる講義、定時帰りは確定……残業なし！　夢のような世界なのよ……！」

「ん、泊まりということは、ギルド本部内の研修棟に泊まるのですか？」

　はたと、何か気づいたようにルルリが顔を強こわばらせた。

「そうだけど、何か問題あるの？」

「い、いえ、その……」

　ごにょごにょと何か言うことをためらっていたルルリは、ちらりとアリナに上目遣いで視線をよこす。

「う……アリナさん、笑わないって誓ってください」

「笑わないわ」

「ぎっ……ギルド本部には……」

　ぎゅ、とちいさな手を握りしめ、ルルリが意を決したように告白した。

「……〝おばけ〟が、でるのです！」

「さ、やることやったしおうちに帰って寝るかな」

「アリナさんんんんん！　聞かなかったことにするのはやめるのですうううううう!!」

　たちまちひっしとローブをつかんでくるルルリに、アリナはまざまざと呆あきれの眼まな差ざしを向けた。

「えぇ……だって、なに、おばけ？」

「ほら言ったろルルリ、おばけがアリナちゃんにビビることはあっても、アリナちゃんがおばけを怖がることなんてないって」

「超絶霊感のないロウは黙っていてください！」

　ぴしゃりと𠮟りつけるルルリの言葉に、は、とアリナは気づいた。

「そっか、ルルリは癒いやしを司つかさどる白魔法の使い手……すなわち幽霊とは対極の存在……見えるのね、幽霊が！」

「全く見えません」

「さ、帰りにケーキでも買って帰ろうかな」

「だから話を聞くのですううううう」

「だって……え？　特になにも見えないんでしょ？」

「そう言っちゃえばそうなのですが、見るという話はよく聞くのです！　ということはつまりいるのです！　見えないだけで！」

「見えないならいいんじゃない」

「いいわけないのですううううう！　どうするのです、その時だけ突然見えるようになって、ベッドの下とかのぞいた時に……誰かと目が合っちゃったら！　毛布からちょっとだけ出ている足を、誰かが摑つかんだら！」

「……」

　ルルリの尋常ではない怯おびえように若干引きつつ、アリナは首をひねった。

「そもそもギルド本部におばけが出るなんて話、聞いたことないけど……」

「正確には、ギルド本部の中にある〝研修棟〟に出るのです」

　ギルド本部には専用の研修棟がある。受付嬢だけでなく、冒険者ギルドに所属する技術班や探索班など、あらゆる職員の新人研修に活用するためつくられたものだ。研修棟には宿舎もあり、まとまった人数で行われる大規模な研修に重宝されている。もちろん今回の研修では、この研修棟の宿舎に泊まるのである。

「アリナさんは聞いたことがないのですか？　毎年受付嬢さんの研修を行うと、必ずと言っていいほど目撃情報が出るのです……夜中に断末魔の叫びが聞こえた、とか、死神を見た、とか……」

　そういえば研修に関する情報をアリナはあまり知らない。そもそもみなあまり研修のことを口にしようとしないのだ。

　アリナがいぶかしんでいると、ルルリが言葉を続けた。

「ギルド本部はその昔、〝灰の城塞〟という名のＳ級ダンジョンだったのです。当時の白銀が攻略するまで、多くの冒険者が命を落とした難関ダンジョンでした」

「それはさすがに知っているけど……」

　かつてＳ級ダンジョンだった〝灰の城塞〟が、完全攻略を経て現在はギルド本部として活用されていることは有名な話だ。

　現ギルドマスター、グレン・ガリアがまだ現役冒険者であり《白銀の剣》のリーダーを務めていた頃、彼が攻略にあたった最後のダンジョンである。当時灰の城塞攻略に挑んだ白銀のメンバーはグレンを残して戦死し、そこがいかに難関ダンジョンだったかを物語っている。命と引き換えに完全攻略を果たした白銀たちの武勇伝は、今でも冒険者の間の語り草になっているのだ。

「実は、灰の城塞はダンジョンだった当時からこんなことが言われていたのです──〝死神が出る〟、と」

「死神？」

「当時、灰の城塞では奇妙な行方不明者が続出していました。ついさっきまで一緒に歩いていたパーティーメンバーが、忽こつ然ぜんといなくなってしまうのです。魔物に襲われた形跡もなく、ダンジョンを探しても見当たらず、結局、十五年経たった今も死体は見つからないままなのです。彼らはきっと、死神に連れさられてしまったのです。……死者の世界へと」

　ルルリは自分で言って自分で顔色を悪くしている。もうこの話やめといた方がいいんじゃないと言おうか言うまいかアリナが迷っているうちに、ルルリはさらに己の首を絞めていく。

「毎年囁ささやかれている幽霊の目撃情報は、決まって受付嬢さんたちが研修するその日だけ……それも受付嬢さんたちが宿泊する〝研修棟〟でだけなのです……！　そんなところに泊まるのですよ!?　怖くないのですか!?」

「まあ仮に本当におばけが出るとしても、こちとら人気のない深夜の職場でたった一人残業してたりするからね。そんなの怖がってたら残業終わらないし」

「説得力がありすぎるのです……！」

「……ところでルルリ、知ってるか？　こういう話をしていると寄ってくるんだぜ、〝それ〟が」

　すっと声色を低くしたロウが、ルルリの恐怖を煽あおるように目を細めた。

「ひっ」

「そしてセオリー的には一番ビビっている奴やつから順に標的にされていく……今日の夜、気をつけた方がいいかもな？　お風ふ呂ろで頭を洗っている時の背後とか、鏡にうつる自分の姿とか、ちょっと開きっぱなしにしちまった扉の向こう側とか……」

「ややややややや」

「おいロウ、ルルリをからかって遊ぶなよ」

　ロウの面白半分の脅しにあっさりと顔を真っ青にさせたルルリが、ガタガタと歯を打ち鳴らす。それを見て、やれやれ、とばかりジェイドが大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「そういうわけでアリナさん、この通りルルリは霊感もないし幽霊への戦闘力は皆無だ。怖い時は俺を頼っていいんだぜ」

「逆にあんたが除霊されればいいんだけどね」

「俺悪あく霊りよう扱いなの!?」

　ジェイドの不満そうな声を聞き流して、アリナは巨大迷宮を抜け出した。





６






　──時は少し遡る。

　アリナが処刑人に扮ふんして巨大迷宮を攻略する数日前、イフール・カウンターでは、月に一度の朝礼を行っていた。

　朝礼といってもカウンター長が軽く話をして、いくつかの事務連絡を改めて共有するだけのもの。大抵書類で回ってくるのですでに知っていることがほとんどである。昔は毎日行われていた習慣だったらしいが次第にマンネリ化し、週に一度、月に一度と頻度を減らしていったものだ。

　ほとんど形骸化していると言っていい朝礼だが、今日の朝礼は違っていた。

「えー、今日はですね、本部から指摘がありまして」

　カウンター長の話は、いつもとは少し違った切り出し方から始まった。

「このイフール・カウンターの残業時間が突出して多いということで、ギルド本部から残業時間を減らすよう忠告を受けちゃいましてね」

　カウンター長が困ったように眉尻を下げる。その言葉に、うぐっとアリナは息を詰まらせた。隣のライラも気まずそうに目を泳がせている。

　数ある受付所のなかでも最大規模を誇るイフール・カウンターでは、他のカウンターに比べて受付嬢たちの業務量が膨大だ。そのため残業が多いのは周知の事実であるが、ここ最近のデマ騒動や隠しダンジョン出現などにより増大したイフール・カウンターの残業時間は、本部も無視できないものとなっているらしい。

　無論、他の先輩受付嬢たちもそれなりの残務を抱えているが、そのなかでもぶっちぎりの残業時間をたたき出しているのはアリナである。最近ではライラの分も増えつつある。

　お前らのせいで本部に怒られたんだと言われたら、反論しようがない。とはいえ、無理に残業を減らせと言われても到底無理な話。どうしたものか。

　カウンター長の次なる言葉にアリナが身構えるなか、彼はとつとつと先を続けた。

「君たちも十分わかっているとは思うんですけどね、ギルド内部では近年〝働き方改革〟が提唱されているわけでね、残業時間はなるべくなくし、適正な労働時間で心身ともに健やかに働こうというのが言われているわけです。残業があることはそもそも異常な事態で、これが当然だと思ってはいけないわけでね」

　──そんなのは理想論だ。

　思わず口から出かかった言葉をアリナはぐっとこらえた。

　業務をほったらかして定時で帰ることはできる。だがそんなことをしたら確実に業務は回らなくなる。アリナが処刑人となってボスを倒し強引に残業をなくしているからまだこの程度で済んでいるものの、イフール・カウンターが抱える潜在的な残業時間は本来もっと多いのである。もはや、一個人でどうにか解消できるようなレベルではないのだ。

　とはいえ、アリナだってできることなら〝適正な労働時間〟で心身ともに健やかに働きたいと心底願っている。それこそがアリナの求める理想の平穏な日々だからだ。

　でも現実は理想とはほど遠い。私だって好きで残業しているんじゃない──アリナが悶もん々もんとするなか、カウンター長の言葉が続く。

「まあウチはね、イフールのなかでも最大規模の受付所ですから。必然的に業務量も多くなるわけです。残業を減らせと言われても一朝一夕でできるわけじゃないってことは、僕も重々承知しているわけです。皆さんにはいつもたくさん働いてもらっていて、ありがたいばかりです」

　おや、とアリナは目を瞬しばたたいた。てっきり、『上から怒られちゃったから残業禁止。だからって業務量を減らしたり人員を増やしたりは特にしないし具体的な改善案も全然ないけど、とにかく就業時間内に終わるようなんとかしてね』などという理不尽極まりない〝時短ハラスメント〟をかまされると思っていたが、どうやらそうではないらしい。話の流れが変わってきた。

「残業を減らすいい策がないか、僕は本部の人事部署と掛け合ってきたわけです。結果、人事部から非常にありがたい〝特別措置〟をいただけることになりましてね」

　人事部？

　意外な言葉が出てきて、アリナは首をかしげた。

　人事部。受付嬢をはじめ冒険者ギルド全職員の所属部署を決定する権利を持つ部署だ。毎年人事異動が間近に迫ると多くの人間が人事部にチラチラと赴き、知り合いの人事部員に冗談交じりに希望部署を言っていくのが恒例の儀式。そして希望と全く違う部署に異動させられてしまうまでがワンセットである。

　そんな人事部へ、全受付所の中で最も大きなイフール・カウンターのカウンター長が直じかに掛け合い、残業改善のための〝特別な措置〟を勝ち取ってきた。それはつまり──

（う……っ！）

　アリナは内心胸の前で両手を組み、涙を流し、神に、いやカウンター長に感謝した。

（受付嬢が増えるのね～～～!!!!）

　職員の所属部署を決定できる人事部の〝特別な措置〟。それはつまり、ついにこの残業地獄のイフール・カウンターに、合法的に受付嬢が増えることに違いないのだ。

（苦節三年……!!　長かった……！　ようやく私の人生に真の平穏が訪れる……）

　これまでの地獄を思い出し、アリナはそっと涙を拭った。

　机から動かざること岩のごとし、何もやらんことで有名なウチのカウンター長だが、たまにはいい仕事をするじゃないか。

「今日の朝礼では人事部からの特別措置についてお知らせしようと思いましてね。受付嬢たるあなたたちに大変深く関わることですから、よく聞いてください」

　感動してしきりに頷うなずくアリナの前で、カウンター長はもったいぶるようにオホンと咳せき払ばらいを一つして、人差し指を突き立てた。

「特別措置、それは──最も有効的な業務改善案を出した者に、特別に〝お誕生日休暇〟を与えるというものです！」

　得意げにろうろうと響き渡ったカウンター長の宣言に、しん、とイフール・カウンター事務室は静まり返った。

「……は？」

　アリナの口から思わず低い声が漏れる。

　呆ぼう然ぜんとするアリナの反応に、カウンター長はふふんと得意げに胸を張った。

「君たちが驚くのも無理はないわけです。冒険者ギルドには元々お誕生日休暇なる制度はないですから。我々公務に携わる者は、定められた通り業務に当たらねばならない──」

「ちょ……」

「だが今回だけ特別に、人事部が了承してくれたわけです。もちろん書類上はお誕生日休暇とは明記されないが、そのへんは人事部がうまくやってくれるようだ」

「……」

　アリナは愕がく然ぜんと目を見開き、言葉を失った。

　もちろんあまりの喜びに言葉が出てこなかったわけではない。

（そうじゃ……そうじゃないんだよな────ッッ!!!!）

　カウンター長がのたまう後半のどうでもいい説明は全く頭に入ってこなかった。得意げに語られた上司の案に、アリナは顔から血の気を引かせた。憎ぞう悪おの感情が顔に出ないよう表情を引きつらせるので精一杯だ。

　わなわなとアリナの手が震える。もっと、もっとこう、受付嬢の数を増やすとか、忙しい時だけ臨時で人を雇うとか、カウンター長おまえと人事部の立場を使えばできることが他にたくさんあっただろう。ていうかまず真っ先にカウンター長たるお前が業務改善案を考えるんだよ。

「……っ」

　頭のなかで怒ど濤とうのごとく湧き出す罵ば詈り雑ぞう言ごんをかろうじて胸の内に秘め、アリナは唇をかんだ。

　いやわかっている。ウチのカウンター長は仕事に関してはちょっと抜けているところがある。だがそのほんわりした人柄のおかげで人間関係は良好で、顔が広く、目には見えない資産、〝人脈〟を持っている。何かをやらかして謝罪しなければいけない時や、人脈を使って根回ししたい時、ハプニングを波風立てず丸く収めたい時、そのスキルにおいて彼の右に出る者はいない。特別な場合においては非常に頼もしい上司だ。

　が、そんなスキル一つでカウンター長まで上り詰めた男であるだけに、それ以外は〝からっきし〟だ。彼に現場を理解しろとか、職場改善に関して何かを期待すること自体間違っている。

　まあ確かに、職員の休暇などについても扱っている人事部ならではの措置であることに違いはないが──

（やはりイフール・カウンターの残業解消には、ギルドマスタークラスの権力を行使しなければいけないようね……）

　数ヶ月前、ギルドマスター、グレン・ガリアと〝ちょっとした〟ことがあり交わした約束がある。それは彼の権限を不相応に使ってでも、イフール・カウンターの受付嬢数を増やすというものだ。

　あの約束が履行されればイフール・カウンターの残業が減ることは間違いない。年に一度行われる大規模な人事異動の日、その日を待ち望みながらアリナは日々残業に明け暮れるのである。

（くっ……それにしてもお誕生日休暇か……ちょっと欲しいな……）

　カウンター長の手法にまんまと乗せられることはわかっていても、その魅力に負けてアリナはちらりと欲望をのぞかせた。

　なぜかいつも誕生日は悲惨な目に遭う。

　ちょうど繁忙期とぶつかるなんて当たり前。残業で死にかけながら、深夜の誰もいない職場で一人、ふとその日が終わる数分前に気づくのだ。そういえば今日お誕生日だったなと……。

　ふらふらになって家に帰って、あり合わせのものでちょこっとだけ豪華なごはんをつくって胃に流し込んで、誰にも祝われることなく、誕生日だと気づかれることもなく、しおしおに枯れ果てて眠る──そんな寂しすぎる誕生日がここ数年続いていた。

　もし、ここでお誕生日休暇を取得できれば、たとえこの世の終わりみたいな繁忙期が来ようが残業地獄まっただ中だろうが、誕生日だからという理由で、確実に休めるのだ。なぜなら誕生日休暇は誕生日に休むものだから。

（有効な業務改善案か……！）

　すでにアリナはお誕生日休暇を獲得するため、頭を働かせていた。

　別に誕生日を誰かに祝ってほしいとか、プレゼントがほしいとか、そんなことはどうでもよくて、ただただ誕生日くらい、自分の好きなように過ごしたいのだ。

（でも、有効な業務改善案か……思いつかないわね）

　ぐぬぬ、とアリナは奥歯を嚙かみしめた。

　そういえば自分の残務を片付けることに必死で、これまで職場全体をどうこうしようなどと考えたことはなかった。

　実際受付嬢は、個人プレイだ。みんなで助け合っているように見えて、その実、互いの業務には触れない、関知しないのが通例となっている。

　なぜなら、おいそれと他人の抱える業務に手を出したが最後、底なしの沼に引きずり込まれることが確定するからだ。

　その覚悟と勇気のある者は基本的にいない。みんな誰だって自分と自分の時間が可愛かわいい。新人受付嬢だろうと最低限のことを教えたら容赦なく千尋の谷に突き落とし、後は自力で頑張れスタイルである。アリナがライラを手伝っているのは、これまでの通例を破る異常な行為なのだ。

（業務改善案……）

　思いつかない。全くもって、思いつかない。

　次第にだらだらと冷や汗すら出てきた。あののんびりしたカウンター長だからそれっぽいことを提案しておけば簡単にクリアできそうだが、それっぽいことすら思いつかないのだ──
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「業務改善案かぁ」

　朝礼の後、なおもアリナが業務改善案について悩んでいると、隣のライラが物もの憂うげに天井を見上げた。歳はアリナより二つ下で、今年入所したての新人受付嬢だ。

「新人の私には全くもって思いつきませんね」

「安心して……三年目の私ですらこのイフール・カウンターの業務量を就業時間内に捌さばくいい方法なんて微み塵じんも思いつかないから……」

「ていうか、カウンター長もそんな回りくどいご褒ほう美びじゃなくて、人を増やすとかしてほしかったですね」

　愚痴めいたことをこぼし、ライラが唇を尖とがらせる。

　まだ入職数ヶ月しか経っていないライラだが、彼女も薄々、カウンター長が使えない人間であることを感じ始めているようだ。カウンター長は人脈がものを言う組織内ではうまく出世できるかもしれないが、現場からしたらあまりにふがいないのである。

（これ、カウンター長をぶん殴って物理的にカウンター長を交代させた方が一番の業務改善になるのでは……）

　ちょっぴり乱暴な思考が脳裏をかすめて、アリナは慌てて首を振った。

（いやいや冷静になれ。新しいカウンター長が今よりいいとは限らないし、そんなことしたら平穏な私の人生が一気に犯罪者に……！）

　殴っていいのはせいぜいダンジョンの奥深くでのうのうと暮らしているボスくらいだ。ギルドマスターのようにうっかり勝負を挑んでこない限り、こちらから一方的に殴るなど許されない。

「業務改善案……」

　難しい顔で唸うなるアリナの視線に、ふと何かの資料が飛び込んできた。ライラのデスクに広げられているものだ。

「ライラ。それ、何の資料？」

「来週の新人研修のものですよ。本当は最低でも各カウンターから二人以上で参加するみたいなんですが、今繁忙期だからって一人で行かされるんです……。先輩も一年目のとき受けましたよね？」

「ああ……私の時は繁忙期とぶつかって、残業が忙しくて結局行かせてもらえなかったわ」

「……」

　ライラの不ふ憫びんそうな視線が突き刺さるのを尻目に、アリナは気になった資料を読み始めた。

「何か気になるものでもありました？」

「うん、ちょっとこれ──」

　それは二泊三日で開催される研修のスケジュール表だった。どんな講義が行われるのか、ざっくりと書き出されているものだ。その中でアリナが指し示した講義は一日目の午前に開催されるもので、記述内容も必要最低限だ。

〝講義：新人受付嬢の心得について〟

〝講師：ロゼッタ・ルーベリー〟

　タイトルと講師だけが書かれた素っ気ないスケジュール表を見て、ライラが首をひねる。

「この講義がどうかしたんですか？」

「講義内容はどうでもいいのよ……問題は講師！」

　アリナはぴんと人差し指を立てた。

「ロゼッタ・ルーベリーと言えば、イフール・カウンターの古い先輩に当たる、超凄すご腕うで──今の受付嬢スタイルをつくりあげた、伝説的受付嬢よ」

「は、そういえばこのお名前、聞いたことがあります！」

　ロゼッタの名前に、ようやく気づいたとばかりライラが目を丸くした。

「『受付嬢になりたければ、豆を食べなさい』を書いてベストセラーになった方じゃないですか！　受付嬢採用試験の面接対策に、結構読み込んだので覚えていますよ～」

　ライラがなにやら自慢げに胸を張る。

「可愛かわいい制服を導入し、〝受付嬢〟を一つのブランドとして確立することで、かつては、〝辛つらい・地味・つまらない〟だった受付嬢の職業イメージを払ふつ拭しよく。今や女子の誰もが憧れる超人気職にまで高めた方……！」

　そう、ロゼッタ・ルーベリーという受付嬢は、受付嬢界かい隈わいを語る上で欠かすことのできない、生きる伝説的存在なのである。

　冒険者を〝お客様〟として捉える考え方を提唱したり、心地よいおもてなしのため美しい所作の修得を上司に提案するなど、現場の一受付嬢でありながら当時としては画期的な方法を次々取り入れていったのだ。

　それにより受付嬢は年々志望者数が増え、昔は一つしかなかったカウンターも支部が展開されて業務が分散。冒険者にとっても、窓口が増えることでクエストが受注しやすくなり、ここ十数年における年間クエスト受注数は右肩上がりなのだ。

　それどころか、美しい受付嬢の姿に冒険者の士気が高まり、当時異様に高かった冒険者の死亡率を抑える効果をもたらした。

　彼女の手法は今日の受付嬢の基盤となっている。が──

「まそのへんはどうでもいいのよ」

「どうッ!?」

「彼女のスゴイところは、一度に三つのダンジョンが同時に発見されて冒険者が殺到した時も一人で捌さばききり、大きなミスなくこなしきった、〝事務の鉄人〟だということ……」

「一人!?」

　ライラがこれでもかというほど目をひんむいて驚きよう愕がくする。

「そりゃ、確かに当時は今ほど冒険者の数も多くなかったとはいうけど、それでもとんでもない事務処理能力なのよ。人じん智ちを超えているわ」

「た、たしかに……！」

「彼女はその高い事務能力を買われ、一受付嬢でありながら異例の本部異動。今は現場を退きギルド本部事務班長にまで上り詰めた、いわばたたき上げの敏腕受付嬢なのよ。そんな彼女なら効率的な事務作業のノウハウを知っているはず……！　イフール・カウンターで常態化している残業を解決する糸口が、見つかるはずなのよ！」

　鼻息荒く力説し、アリナは拳をつくった。

「見えてきたわよ、お誕生日休暇ッッ！」

「アリナ先輩本気でお誕生日休暇を獲とりに行く気ですか……!?」

「当然でしょう……それに、二割くらいは本気でイフール・カウンターの残業どうにかなるかもしれないと思っているわ」

「あれ、でも先輩この前、〝イフール・カウンターにはもうすぐ人事異動により受付嬢の数が増えるだろう……〟って予言者みたいなこと言ってませんでした？　その神人事異動が起きれば、残業なんてあっという間に解消ですよ」

　ふと思い出したようにライラが古い話を持ってくる。

　アリナは顔をしかめ、首を振った。

「そのはずではあるんだけどね。でも、どっちにしろ受付嬢の配属先が決まる大規模な人事異動は年に一度。まだまだ何ヶ月も先なのよ。それまで待ってられるかって話なのよ。〝人事を尽くして天命を待つ〟って言うでしょ……」

「なるほど……よくわかりませんがなんだかかっちょいいです」

「というわけでライラ。私もこの研修行くわ」

「で、でも繁忙期ですしカウンター長が行かせてくれるか……」

「大丈夫よ。繁忙期さえ終わればいいんでしょ」

「え？」

　にこりと晴れやかな笑みをつくり、アリナは席を立った。

　かくして、処刑人に扮ふんしたアリナはむりやり残業を解消させ、晴れて研修への参加を勝ち取ったのだった。
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　時は戻り、朝。アリナの乗った馬車はイフールを離れ、冒険者ギルドに向かっていた。

　今日から三日間の研修が始まるのである。

　馬車の車輪が石を踏むたび硬いイスにお尻をぶつけながら、アリナはぼんやりと窓の外を眺めていた。眺めながら、向かいに座る後輩受付嬢、ライラの話をどうはぐらかそうか考えていた。

「アリナ先輩、また出たらしいですね！　処刑人様が！」

　目をキラキラさせたライラが、興奮のあまりツインテールを激しくゆらしながら新聞紙を握り締める。

「今回もボスを颯さつ爽そうと片付けていったらしいです……！　そればかりか硬い壁を破壊して巨大迷宮を強行突破ですよ!?　何ですかその斜め上すぎる攻略方法！　そんなこともできるなんて、これは処刑人様の妄想にもバリエーションが広がるというもの……！　ダンジョンに迷い込みピンチに陥った私を、間一髪壁を破壊して颯さつ爽そうと助けに来てくれたりとか、崩落する壁に埋もれそうになった私を、その身一つでかばってくれたりとか！　とかとかとか！　はぁぁぁぁかっこいいです～！」

　ハートをそこら中にまき散らしながら、勢いよくこちらに開いてみせた冒険者新聞の紙面には、処刑人と《白銀の剣》が巨大迷宮を史上最速で攻略したとの記事が書かれていた。

　その新聞紙を眺めながら、しかしライラは一転して悩ましいため息をつく。

「処刑人様はついに白銀のパーティーになったのでしょうか……アリナ先輩はどう思います……？　ギルドはそのことに関しては一切ノーコメントだそうですが」

「別に、どっちでもいいでしょ、入ろうが入らなかろうが」

「よくないです！」

　アリナの無関心な返答を、ライラが鼻息荒く否定した。

「少なくとも白銀が処刑人様をつなぎ止めてくれれば、彼が冒険者としてイフールに居続ける理由ができるんですから！」

「？　別に白銀に入らなくたって、どこにもいかないんじゃない、処刑人は」

「それが、そうとも言い切れないんです……！　だって……だって……！」

　言いながら、ライラはなぜか悲しそうに目を潤ませて、アリナに詰め寄った。

「ミステリアスな最強キャラって、セオリー的に結局終盤どこかへ消えちゃうじゃないですか……！　『俺の役目はもう終わった……』とか言って……！」

　よくわからない理屈を吐きながら、ライラは両手で顔を覆っておいおい泣き始める。彼女の深すぎる処刑人への愛に、アリナは口元を引ひき攣つらせた。

「私の憂いを理解していただけましたか、先輩……。〝処刑人様を考察する会〟の集まりでそんな考察を耳に入れてから、私はそればかりが気がかりで……」

「ちょっと待ったなにその──」

「彼がイフールを去ってしまった時の悲しみを想像し、涙で枕をぬらす日々ッ」

　ぐちゃ、と新聞を握り締め、ライラは声を張り上げた。

「だから！　処刑人様が白銀に入るか入らないかは、私にとってもめちゃくちゃ大事なことなんです！」

「……」

　なんだかさらっと恐ろしい組織名を聞いた気がする件については、一旦置いておこう。

「それより、もうすぐギルド本部に着くわよ。その新聞しまいなさい、ほら」

「……も……もう着いちゃうんですか……？」

　むりやり処刑人の話題を終わらせると、たちまちライラは顔を曇らせた。その表情から笑みが消え、先程までの勢いをすっかりなくして背を丸める。

「？　浮かない顔ね」

「それは、だって、だって……」

「なによ。言ってみなさいよ」

「……先輩笑わないでくださいよ」

「笑わないわ」

　頼もしく頷うなずいてみせると、ようやくライラはその気になったようで、ぎゅっと拳を握って声を上げた。

「ギルド本部にはおばけが出るからですよ！！！」

「うーん今日のお昼は何食べよっかな」

「ぜぇんばぁぁぁぁい!!　聞かなかったことにしないでくださいよぉぉぉぉ！！！」

　そういえば最近も同じようなやりとりをしたなと思いつつ、ひっついてくるライラを引き剝がしてアリナは眉をひそめた。

「ライラも研修棟のおばけを怖がってるの？」

「逆に先輩はおばけ、怖くないんですか？　いや怖くなさそうですね」

「人の顔見て自己完結しないでくれる」

　ため息をついてから、アリナはきゅっと神妙な顔になって、腕を組んだ。

「とにかく！　今日の第一目的はロゼッタさんの講義よ。事務の鉄人たる彼女から有効な業務改善案を聞き出し、私は絶対、お誕生日休暇を手に入れてみせる……！」

　頑張ってくださいね……と半ば呆あきれ気味のライラの応援とともに、馬車はギルド本部の鉄門をくぐっていった。
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　朝からギルド本部は慌ただしかった。

　ジェイドは今日の研修で行うデモバトルの最終調整を済ませ、事務室から退室するところだった。イフール中から受付嬢たちが集まる大きな研修というだけあって、事務室の中はギルド本部に所属する事務員たちが準備に走り回っている。

　だが、彼ら事務員が──特に男性職員が──そわそわと落ち着かないのは、何も研修の準備に奔走しているだけのせいではなかった。

　いつもは膨大な事務量に忙殺され覇気の無い顔でいる男たちが、今日ばかりはきびきびと動き、顔に艶を取り戻していた。みな髪型をきっちり整え、洗濯したてのシワの無い制服を着て、身だしなみにも無言の気合いが感じられる。

　彼らは忙しくしながらも、チラチラと窓の外を気にしていた。

「おい、受付嬢たちが来たぞ！」

　やがて、しきりに窓の外を眺めていた事務員の男がそんな声を上げる。たちまちデスクで仕事をしていた職員たちは、手元の書類も放り出して窓まど際ぎわに群がった。

「うわ～受付嬢がいっぱいいるぞ……天使かよ……日頃の仕事の疲れが消えてくなぁ」

　しみじみとそんな声が漏れる。美人揃ぞろいの受付嬢──それも新人という若い娘たちが大挙して押し寄せる今日の日を、彼らは待ちわびていたのだ。

「誰が一番可愛かわいい？」

　当然のように誰かがそう尋ね、たちまち職員たちが盛り上がる。

「あの目が緑で、黒髪の子！」

　即座に誰かがそう答え、事務室を出ようとしていたジェイドはぴくりと足を止めた。

　緑の目に黒髪。アリナのことだ。

「え、俺も俺も」

「可愛かわいいよな……なんかこう、ケバケバしてないというか、清せい楚そというか。必要以上に媚こびを売ってないのもいい。体も華きや奢しやで、守ってあげたくなるわ～恋人いるのかな～」

　清せい楚そ？　華きや奢しや？　守ってあげたくなる……？

　思わず立ち止まって聞き耳をたてていたジェイドは、彼らが膨らませる夢に頰を引きつらせた。

　その〝清せい楚そ〟で〝華きや奢しや〟で〝守ってあげたくなる〟彼女が濃厚な殺意とともに大鎚ウオーハンマーを振り上げる姿を見たら、彼らはなんと言うだろう。

　いや、考えるまでもない。どうせ彼らはイメージと違う彼女を見たら勝手に幻滅していくだろう。アリナがこんな男共を歯し牙がにも掛けない光景だって、ありありと目に浮かぶ。

　だが──なんかむかつくな。

「……」

　メラメラと、ジェイドの胸に言い知れぬ黒い感情が燃え上がった。もちろん受付嬢は人気の高い職業だし、こういう話題に上ることが多い。容姿も込みで選定されるに違いない、と噂うわさされるだけあって受付嬢は美人ばかりだし、冒険者に限らず受付嬢を狙う男が多いのは周知の事実だ。この日を待ちわびた事務員の気持ちもわからなくもないが──

　わかっていても、アリナをそういう目で見られると無性にムカムカする。

（……いや、好印象大作戦だ……！）

　しかしジェイドはぐっとこらえた。ここでジェイドがアリナに関することで余計な口出しをすれば、また彼女にいらぬ注目が集まり、次の瞬間には大鎚ウオーハンマーがとんでくるだろう。目立つことを嫌うアリナの事を考えれば、自分はやはり黙って息でも吸っているくらいがちょうどいいのだ。彼女の姿を見ると反射的に絡みたくなってしまう衝動も、今回は抑えねば。

（……ま、顔だけは覚えておくか）

　感情は押し殺しても、瞳に揺らめく殺意は隠しきれない。ジェイドは両目をかっ開き、アリナを狙っている男共の顔を記憶した。
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「……こ、これが……研修棟……」

　アリナの隣に立つライラが、わずかに声を震わせながら、目の前に現れた建造物を見上げた。

　それはギルド本部敷しき地ち内の片隅に、隠れるようにひっそりと建てられていた。

　崩れそうな古い石造りの壁にはびっしりと蔦つたが這はい、窓ガラスは埃ほこりに汚れたまま。軒先には黒鳥が巣を作り、ばさばさと飛び立っていく。これで背景にどんよりした黒雲を背負い雷の一つでも光れば、研修棟というより魔王城とでも言った方が似合いそうな出いで立たちである。

　この不穏すぎる空気に、さすがにおばけの噂うわさを知ってか知らずか他の受付嬢たちも顔色を青くしている。

「古っ」

「これみた感想それだけですか!?　アリナ先輩!?」

「いやだって……」

「そもそも本部はあんなに綺き麗れいなのにここだけ古いなんておかしくないですか!?」

「まあ、そうね」

　ギルド本部は外観こそ無機質で無骨な灰色だが、中は徹底的に改装され、元ダンジョンだった面影を微み塵じんも残していない。それに比べて、こちらの研修棟は明らかに手付かずだった。

[image: ]

「いかにも中に入ったら突然の嵐に襲われ吊つり橋ばしが落とされ外界との連絡手段が一切絶たれ、密室殺人事件が起きそうな空気じゃないですか……！」

「ここに吊つり橋ばしはないし陸路でつながってるから大丈夫よ。ほら行くわよ。遅れちゃう」

　研修棟は、内部も物々しい空気が漂っていた。

　まず入ってすぐにあるエントランスホールが古めかしかった。そこだけ吹き抜けになっているが、ずっしりした石造りのせいで開放感はなく、どちらかというと天井の高い牢ろう獄ごくのようだった。

　それに──

「ちょちょちょちょ、見てくださいよ先輩……！　ふつう研修棟に怪物の像なんてないんですよ！　普通！」

　エントランスホールの中心には、牙をむき出した怪物の像が建てられていた。人を食らっている瞬間を切り取ったその石像は、悪趣味としか言い様がない。

　それに普段人の出入りがないのだろう。そもそも窓が少ないせいで空気の流れは悪く、外は晴れているというのに中の空気は冷え、じめじめと湿っている。

　廊下には一応絨じゆう毯たんが敷かれているものの使い古されたもので、石畳の廊下の隅は黒い汚れがこびりついていた。

「先輩、あの汚れはきっと昔の冒険者たちが流した血に違いありません……ああ！　あの天井の大きなシミ、なんだか目と口に見えませんか？　笑っているように……」

　先程からライラが自分で自分の首を絞めるかのような発見をしてはアリナに逐一報告してくる。ひっついてくるので歩きにくいといったらない。

「研修棟はダンジョンの時のままなのかもね」

「きっと研修棟の改装をしようとした土木師たちが次々不審な死を遂げていったとかで、改装できなかったんですよ……！　かつてここで散った死者の祟たたり……！　そうに違いありません」

「使用頻度低いから優先順位的に改装の予算が下りないだけだと思うけど」

「超現実的な予想やめてください！」

　ライラの叫びを聞きながら、アリナは指定の講堂へと入っていく。かくて二泊三日の受付嬢合同研修が始まったのだった。
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　研修が始まって最初のカリキュラムは、ギルド本部内の見学だった。

「中心にある大きな建物が、ギルド本部の中枢機能が集まった本棟です。あちらは訓練場。後ほど研修の過程でいきますが、それ以外ではむやみに近づくことのないよう。食堂は渡り廊下を渡った東棟で──」

　ガイド役の職員を先頭に、研修に参加した受付嬢たちでギルド本部内を歩いて回っていた。大所帯でぞろぞろ廊下を歩いているから当然だが、先程から本部所属の職員とすれ違うたび視線を感じる。まるで見世物のパレードをさせられている気分である。

　新人向けの研修内容なので仕方ないこととはいえ、すでに仕事上ギルド本部に何度か出向いているアリナにとっては退屈だ。

「ギルド本部、けっこう大きいんですね……」

　対して隣のライラは、感心したようにきょろきょろとせわしなく視線を動かしていた。

「元ダンジョンだからね。小さな町くらいの広さはあるらしいわよ」

「ほぇ～」

　そもそもダンジョンとは、かつてこのヘルカシア大陸に存在していた〝先人〟たちがつくったもの。高度文明の遺産の一つである。

　彼らは神デイアと呼ばれる存在から強力な力を与えられ、ヘルカシア大陸に豊かな神の国デイアニアを建国した。先人たちが持ち得た力は今とは比べものにならないほど強力で、必然的に彼らの遺産はあらゆる要素において現代のはるか先を行く。人間がつくりあげた建造物など、ダンジョンと比べたら玩具みたいなものだろう。

「一人で来たら迷子になりそうです」

「平気平気。受付嬢がギルド本部に用があるとしたら、本棟の事務室くらいだし……ま、何かしら〝やらかし〟たら嫌でも来ることになるから、そのうち覚えるわよ」

　つ、と目をそらしアリナは遠い目をする。

「……先輩、その顔は、すでに何度かお世話になっている目ですね……？」

「……」

　やがて辿たどり着いたのは、ギルド本部の裏に作られた芝生の庭だった。

「わ、広い庭！」

　一面芝生で覆われただだっ広い空間。その中心に四人の石像が建てられていた。

「こちらは先々代の《白銀の剣》の像。ギルド本部の歴史を語るには、まず彼らの話をせねばなりません。彼らは現ギルドマスター、グレン・ガリアのパーティーメンバーです。この攻略を最後に当時の《白銀の剣》は解散し、グレン・ガリアはギルドマスターに着任しました」

　ガイド役が淡々と説明する。

「当時攻略不可能とまで言われたＳ級ダンジョン〝灰の城塞〟を、命と引き換えに攻略した偉業をたたえ、建てられたのがこの白銀像です」

　研修の初っぱなからされた重い話に、聞いていた受付嬢たちの間に沈痛な空気が漂う。

　かつてＳ級ダンジョン〝灰の城塞〟だったギルド本部には、悲しい物語がいくつか語り継がれている。その一つが、この先々代《白銀の剣》パーティーの壊滅だ。

　これは冒険者の間でも有名な物語で、アリナも実家の酒場にたむろしていた冒険者たちから聞いたことがある。

　白銀による完全攻略がなされたのは今から十五年前。アリナはまだ物心つく前の頃だ。当時攻略不可能と呼ばれたＳ級ダンジョン、〝灰の城塞〟では多くの冒険者が命を落とし、白銀もまた何度も挑んでは帰還を繰り返していた。幾度目かの挑戦で、白銀はついに全階層のボスを倒したのだが……無事帰ってきたのは、前衛役トツプアタツカーのグレンだけだった。

　その偉業と、死を以もつてしても攻略せんとする白銀たちの崇高な意思、そしてなにより仲間を失いながらも雄々しくあり続けたグレンに、当時多くの冒険者が尊敬の念を抱いたという。

　グレンはそのまま冒険者を引退。二十五歳ではあまりに若い引退で、当然彼をパーティーに引き込もうとする冒険者も数多くいた。

　しかし、グレンは全ての誘いを頑かたくなに拒否し、こう言った。

〝あいつらと一緒に、冒険者グレン・ガリアは死んだ〟

「ちょうどいい機会ですので、ギルドの歴史を振り返りましょう」

　ガイドの声に、は、とアリナは我に返った。

（こ……これは……！　〝はいじゃあそこのあなたギルドの歴史について説明してみてください〟って言われて指名さされるやつ……！）

　同じような緊張感が、ぴりりと受付嬢たちの間を走る。

　ギルドの歴史については受付嬢採用試験の時に嫌というほど勉強したが、正直もう忘れた。ソラで完璧に言える自信なんかないのである。

「そもそも現在のように、ダンジョン攻略を目的とした探索行為を〝クエスト〟として管理し始めたのは、初代四聖の提案によるものです」

　だが、そんな身構える受付嬢たちの警戒をよそに、ガイド役が自ら説明し始めた。

「大陸に冒険者が多く移住してきた頃、冒険者の死亡率・行方不明率があまりに高かったため、彼らの管理をすることを目的にクエストシステムが始まりました」

　どうやらさす気はないらしい。ほっとアリナは胸をなで下ろした。

　冒険者ギルドの礎いしずえを築いた四聖。

　まだヘルカシア大陸が魔物の巣そう窟くつとなっていた頃、最初に上陸した四人の冒険者だ。危険地帯であったこの地に人間の生活基盤をつくった、言わば冒険者の祖。その血脈は今も受け継がれ、冒険者ギルドにおいてはギルドマスターをも越える権限を持っている。

　が、実務や政まつりごとに携わることはほとんどなく、今や彼らは、ただこの地の歴史を見守るためだけにいる。一般人にとってはあまりに遠い存在だ。

「徐々に冒険者や発見されるダンジョンの数が増え、比例してクエスト受注数が多くなっていき、組織化していきました。それが現在の冒険者ギルドの先駆けとなったと言われています」

　説明を終え歩き出したガイド役は、ふと立ち止まり付け加える。

「こちらの裏庭は飲食自由になっています。昼休憩は職員が憩いの場としても利用しているので、昼食はこちらでとるといいでしょう。──それでは、これから訓練場に移動しデモバトル見学を行いますが、訓練場では現《白銀の剣》が特別講師を務めます。くれぐれも受付嬢としての品位を忘れたり……色めき立って騒いだりしないよう」

　なにか含みのある注意に、受付嬢たちから懸け念ねんの空気が流れる。それを察して、ガイド役が説明を付け足した。

「現役の冒険者、それも白銀によるデモバトルを受付嬢合同研修に取り入れるのは、初の試みなのです。そのため今日は冒険者新聞の記者たちが取材に来ています。もう一度言いますが……新聞に取り上げられても恥ずかしくないよう、受付嬢として節度を持った態度でデモバトルを見学するように」

　念押しのように再度そう言って──言い換えれば盛大にフラグを立てて──ガイド役は訓練場に向かっていった。
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「《白銀の剣》のリーダーを務める、盾役タンクのジェイド・スクレイドだ。よろしくな」

　訓練場にてジェイドが軽くそう自己紹介した瞬間だった。

「きゃ──────ッッ！　ジェイド様──────ッ！！！」

「本物のジェイド様イケメンすぎてむり死ぬ」

「愛してます!!　最推しです!!!!　一生推します!!!!!!」

「待って待って新聞とかで見るより本物数億倍かっこいいんだけど声も目も身長も鎧よろいも完璧すぎなんだけどジェイド様をつくった神天才なのかしら？？？」

「強い……爽やか……イケメン……眼福……はうっ」

「すみません！　一人倒れました！」

　つい数分前に注意されたことも忘れ、抑えの効かなくなった新人受付嬢たちが総立ちで黄色い声を飛ばした。

　なかには感涙して顔を覆う者、鼻血のカーブを描いて綺き麗れいに卒倒する者まで出て、すでにそこに〝受付嬢の品位〟など欠片かけらも残っていなかった。

　後ろの方では、受付嬢たちの荒ぶる姿にガイド役が呆あきれ、眉間に皺しわを寄せている。

　それもそうだろう。冒険者新聞の記者たちがその様子を映写機で撮影し、事細かに書き留めているのだから。

　撮影者も複数人用意されているかなり本格的な取材だ。

　この入念な準備に、アリナはようやく一つの謎が解けた。たかが新人受付嬢向けのデモバトルであれば、そのへんの冒険者パーティーで事足りるはずなのに、わざわざギルドの精鋭である《白銀の剣》を用意した理由だ。

（広報効果を狙ったってことね……）

　大都市イフールの根幹として作られた冒険者ギルドは、倒産などの恐れがない公的な立場であるからこそのしがらみをいくつか持つ。その一つが、〝我々は日々研けん鑽さんに励みイフールの人々に組織の力を還元するべく努力しています〟という姿勢を定期的に広報することだ。

　まあ要するに、盤石な立場にかこつけてサボったりなんかしてないよというアピールが必要なのである。

　それをして今回の〝デモバトル〟は、広報の良いい機会だ。一流の講師を用意し、受付嬢の育成にも金と力を注いでいることを周知することで、回り回って冒険者たちへより良質な行政サービスを提供するよう努力していますとアピールできる──はずだったのだが。

（……〝一流の講師〟が裏目に出たわね）

　荒ぶる新人受付嬢たちを見ながら、アリナは冷静に状況を分析した。

　冒険者ギルドとしては絵にも話題にもなる《白銀の剣》で広報効果を高めようなどと欲をかいたのかもしれないが、新人受付嬢たちの反応を見てもわかるように、ジェイド・スクレイドには熱狂的な女性ファンが非常に多い。

　ギルド最強の盾役タンクでありながら、神に愛された顔面を持つイケメン冒険者としても名を馳はせているためだ。広報効果は高いかもしれないが、その前に年頃の新人受付嬢たちが、本物を目の前にして理性を抑えられなかったのである。

　まあ中身はゴキブリ並の生命力を持った重度のストーカーなのだが。

「すごい人気ですね、ジェイド様……！　自作のうちわを用意している人もいますよ!?　これは処刑人様推しとして、愛の深さで負けていられません。今度処刑人様が現れた時は私も自作のうちわを……！」

　隣のライラが何やら歯がゆそうにジェイドファンの少女たちを分析している。

　盛り上がる受付嬢のなか、アリナはつとめて無表情で座っていた。この熱狂をさっさと治めてデモバトルもさっさと終わらせてほしい。アリナの本命は伝説的受付嬢ロゼッタ・ルーベリーの講義ひとつだけだ。

「みんな元気があっていいな。これくらいの威勢はないと、冒険者の相手なんて務まらないからな」

　ジェイドが気の利きいた言葉で熱狂する受付嬢たちをフォローする。こういうところだけは絶妙にうまいのがこの男である。

　そんなことを思っていると──ふと、ジェイドの視線がアリナに向いた。

「！」

　一瞬、アリナは身を硬くする。

　まずい、この男も熱狂する受付嬢同様、実は相当狂っている。己の社会的立場を忘れ人目のあるところで親しげにアリナの名を呼ぶことなど日常茶飯事だ。まかり間違って新聞記者の目もあるここで、「アリナさん」などと軽率に呼ばれた日には──

　みるみる顔を青ざめさせるアリナだったが、しかしここで予想外のことが起きた。ジェイドはまるで他人のようにすっと目をそらし、デモバトルの進行に戻っていったのだ。

「……？」

　お互い仕事中なので当然の対応といえばそうだが、ジェイドという男にそんなデリカシーは存在しないはずだ。違和感しかない彼の様子に、アリナは眉をひそめた。

　よそよそしい……いや違う。素っ気ない、という言葉が一番よく合っていた。

　アリナの知るジェイドは、少なくともアリナに対してはそういう態度をとるような男ではないはずだが──

「……」

　胸に覚えた違和感を拭いきれないまま、ジェイドが熱狂する受付嬢をなんとかなだめ、《白銀の剣》によるデモバトルはつつがなく進行していった。
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「ジェイド様、デモバトルかっこよかったです！」

　次の講義室に向かうべくライラとともに廊下を進んでいたアリナの耳に、黄色い声が飛んできた。

　見ると廊下の途中でジェイドが新人受付嬢たちに囲まれている。

　若い受付嬢──いや〝ジェイド・スクレイド親衛隊〟とでも呼ぶべき彼女らが、興奮気味にジェイドを取り囲んでいた。

（まだやってる……）

　先程研修の案内人に冷たく𠮟られても懲りないのか、彼女たちはジェイドと自由に交流できるこの貴重な時間を逃すものかと、黄色い声と笑顔をつくっていた。しかし彼女らの背中からは獣のような一種凄すさまじいオーラが放たれ、いつ隣の女を出し抜いてやろうかという見えない戦いが繰り広げられている。

　荒ぶる彼女たちの姿をみて、しかしアリナが感じたのは嫌けん悪おでも呆あきれでもない。

（……若いな）

　そうとだけ思い、ふ、とアリナは自嘲の笑みをもらした。

　合同研修といった、〝イフール中のカウンターから受付嬢が集められるイベント〟がどういう意味を持つのか、経験浅い彼女たちはまだ実感としてないだろう。

　いつもの職場から離れるからといってつい羽目を外してはしゃいだが最後──やすやすと噂うわさの種にされ、光の速さでイフール中に広まるのである。

　ましてこの場所はイフールのギルド関係者たちが頻繁に訪れるギルド本部。ギルド本部が噂うわさの感染源となり、どこまでも拡散し、恐ろしい速さでイフール中を駆け巡っていくのだ。

　今は目の前のジェイドに夢中の彼女らも、研修終了の数日後に〝あのカウンターの受付嬢が研修でどうちゃらこうちゃら……〟と巡り巡ってきた自分の噂うわさを耳にして、ようやくこの受付嬢界かい隈わいの狭さに青ざめるのである。

　物理的に所属カウンターが離れているからといって、受付嬢ネットワークは侮あなどれないのだ。こうした苦い経験を経て、社会人たちは育っていくのである。

　全てを知った老戦士のような穏やかな目で初うい々ういしい彼女たちを見守っていると、ふと、脈絡なくこちらを振り向いたジェイドと目が合った。

（げっ、また……！）

　たちまちアリナの顔から穏やかな笑みが消え、反射的に顔面が強こわばっていく。

　あいつのことだから、今度こそはデモバトルが終わったからと嬉き々きとして彼女たちを押しのけ、アリナに話しかけてきそうである。新人たちのやっかみを買うのはまあまだ許せるが、受付嬢三年目にもなって噂うわさの種になるのは避けたい。ましてアリナもジェイド・スクレイド親衛隊のような一人だと思われてはたまったものではない。

（来るな来るな来るな来るなッ……！！！）

　アリナは可能な限り目を見開き、両目からありったけの殺意を奴やつに叩たたきつけた。隣でライラが「ひっ」と小さく悲鳴を上げている。

　が、やはりジェイドはデモバトルの時と同様、すぐに素っ気なくアリナから視線をそらすと、新人受付嬢たちをいなすため笑顔の対応に戻っていった。

「……？」

　いつもの殺意が通じたのか。いや、奴やつは声を大にしてわかりやすく毒を吐いても突撃してくる男である。視線程度で撃退できるはずがない。

　その違和感は先程のデモバトルで覚えたものとも同じだった。そこでようやくアリナは巨大迷宮の時に聞いたジェイドの言葉を思い出す。

　曰いわく、ストーカーから一般人に昇格する〝好印象大作戦〟。

（……なるほど、そういうこと）

　要するに今までの馴なれ馴なれしい態度を改め、意識的にアリナから距離を置こうというのだ。それはそれでありがたい話だ。というか、本来であれば節度を持った距離感を保つことは社会人として当然であり、まして一受付嬢とギルドの精鋭冒険者が、必要以上に親しくなることなどありえないのである──

　と思いつつも、なんとなく、ジェイドから素っ気なく視線をそらされたことがアリナの胸をチクリと刺す。

「……」

「アリナ先輩、どうかしました？」

「別に、なんでもない。次の講義行くわよ」

　むすっと口をひん曲げて、アリナはジェイドの脇を通り過ぎていった。
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　──ついにこの時が来た。

　アリナは長机に着席し、そわそわしながら講師の登場を待っていた。

　そこは研修棟三階をぶち抜いてつくられた、巨大な扇形の講堂。中はゆるやかなすり鉢状になっており、教壇はすり鉢の底にある。アリナの席はちょうど窓まど際ぎわで、ギルド本部の庭を見下ろせる場所だった。

「残業を解消する方法、必ず摑つかんでやるわ……！」

　熱い闘志を瞳に燃やし、握り拳をつくる。同時に、壇上に一人の中年女性が現れた。

　体型こそややぽっちゃりとしているものの、上質な仕事着と上品なまとめ髪をし、背筋はよく、教壇に資料をそろえる丁寧な所作には威厳にも似た落ち着きがあった。彼女はふっくらと肉のついた顔をにこりとさせた。

「ごきげんよう。可愛かわいらしい受付嬢さんたち。今日の講義を務めるロゼッタ・ルーベリーよ。よろしくどうぞ」

　来た──！

　ロゼッタの、人当たりのいい朗らかな笑みを受け、ごくりとアリナは喉をならした。

　伝説的受付嬢、ロゼッタ・ルーベリー。

　事務班長というギルド幹部の一人でありながら、威厳を振ふり撒まかず、他を下に見ず、しかしその笑顔には一目見ただけで長年窓口に立ち続けた者の貫かん禄ろくが垣かい間ま見みえる。その圧倒的経験値の気配に、アリナは同じ社畜の気配においを感じ取っていた。彼女は残たた業かいを乗り越えてきた、古強者だ。間違いなく知っている。彼女なら、残業を乗り越える術を──！

「こ、この方が……！」

　隣でライラもロゼッタの静かなる強者の気配を感じ取り、目を見張っている。アリナは一つ息を吸い、さながら戦いに赴く剣士が如ごとく羽根ペンを構えた。

　これはただの講義か？　否。

　戦いだ。

　摑つかんでみせる。必ずやこの講義で、残業解消の糸口を。

「それでは、講義を始めましょう」

　ロゼッタが貫かん禄ろくの笑顔で、戦いの始まりを告げた。
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「──講義は以上になります。それではここからは質疑応答に移りましょう」

　ロゼッタからの初歩的な講義は時間配分通り終わり、彼女はにこやかにそう告げた。

　瞬間、アリナの双そう眸ぼうが光る。その言葉を待っていたのだ。

「はい!!」

　秒速で右手を突き上げたアリナの、元気のいいその姿がロゼッタの目に留まらないはずがなかった。他に挙手する者もおらず、ロゼッタがあらあらと苦笑する。

「そこの元気のいいお嬢さん。質問をどうぞ」

　すっくと立ち上がったアリナは、静かに口を開いた。

「──建前は、なしで聞きます。受付嬢の残業はどうしたらなくなりますか」

　短く、飾り気のない、ストレートな質問だった。

　しかしアリナの言葉に、ぴくりとロゼッタの笑顔が固まる。紅を引いた唇が、ほう、と小さくつぶやいた。その目は鋭く光り、先程までの、純じゆん真しん無む垢くな生まれたての子猫に向けるようなものではなくなっていた。そこに光るは、己と同じ社畜りよういきに到達した者だという確信。

　アリナとロゼッタはしばし視線をぶつけ、息を詰めるような静寂が講堂を包み込んだ。その奇妙な静けさに隣のライラがごくりと生唾を飲む。

　やがて、その沈黙を破ったのはロゼッタの不敵な笑い声だった。

「……あなた……その目、その空気。どうやらただの新人というわけではなさそうね」

「イフール・カウンターから来ました。入所三年目になります」

「そう……では知っているのね。〝現実〟を」

　ふふ、と笑ったロゼッタは、くるりと背を向け、言った。

「……いいでしょう。ならばあなたの気概に応こたえ、私の秘技を教授します」

　はっとして、アリナはすぐさま椅子に座り、一言一句漏らすまいと羽根ペンを構えた。それまで退屈そうに講義を聴いていた他の新人受付嬢たちも、誰からともなく羽根ペンを持つ。多くの受付嬢たちの注目を一身に集め、ロゼッタが振り向いた。もはやその出いで立たちは、かつて血で血を洗う現場の最前線で戦っていた頃の、歴戦の受付嬢の威圧感を取り戻していた。

　そして──彼女はゆっくりと口を開いた。

「まず大前提として、休日出勤はもちろん残業は月百時間ほどやります」

　ぽん、と出てきた言葉に、アリナは一瞬己の耳を疑った。

「……今なんて？」

　しかしロゼッタは、凍りつくアリナなどお構いなしに優しげな笑みで回答を続けた。

「あなたの言いたいことはよくわかっているわ。でもよく考えてみて。そもそも残業はなぜ嫌なのか。それは残業が辛つらいからよ。でもこれを〝辛つらい〟と思わない魔法があるの。それこそが、私を事務の鉄人になしえた秘技──それは『お客様に喜んでもらう姿を想像すること』」

「は？」

　あまりに予想外の答えがとんできて、相づちをうったつもりが思わず心の声が飛び出てしまう。

「次は何をしてあげよう、何をしたら喜んでくれるんだろう。それを考えていたら、無限に力が湧いてくるの。この秘技を会得すると、残業の百時間なんてむしろ足りないくらい」

「は……？」

　理解不能の言葉だった。凍りつくアリナの前で、ロゼッタは次第に口調に熱を帯びながら、さらに理解の追いつかない言葉を発していく。

「確かに、事務手続きは時間ばかりがかかる退屈なもの。私も最初はそう思っていたわ。受注書を単なる文字と記号の羅列と思っていたから。でもね、受注書をただの紙と思わないで、〝対話〟してみて。ああこの方またこのダンジョン受けてる、好きだなぁ、とか、この方はこのダンジョンで詰まっているのね、とか。いろいろと愛いとしい発見がたくさんあるの。そんなことを考えながら処理していくと、苦もなくあっという間に終わっちゃうのよ……！」

　ロゼッタはまるで恋する乙女のように、両手を組んで天を仰ぎ見ていた。いや、その目は完全に恋に落ちていた。

「仕事はすばらしいわ。いえ〝仕事〟を〝仕事〟と思うから、なんだか辛つらいものだと思っちゃうのよ。だから、そうね……〝仕事は恋人〟だと考え方を変えてみるの。寝ても覚めても、仕事のことが、お客様のことが頭から離れない……この境地まで辿たどり着つけば、あなたも労働という概念から解放されるわ」

「……」

「さあ！　これであなたも明日からスーパー受付嬢よ！　辛つらい時は、お客様の笑顔を思い出して。そうすればあなたは、もっともっと頑張れるはずだから」

「………………………………」

　もはやアリナはほとんど白目を剝むいていた。

　呆ぼう然ぜんとする手から羽根ペンがぽろりと落ちたことにも気づかず、半開きの口からは、たぶん魂が半分くらい抜け出ていると思う。

「……あ、りがと、ございました」

　礼儀としてそれだけ言うのが精一杯だった。隣のライラは青ざめ、他の受付嬢も、言葉をなくしている。

　完敗だった。

　生きる伝説。元スーパー受付嬢ロゼッタ。この人──

（……ただの仕事中毒者ワーカーホリツクじゃん……！！！）

　自覚なく百時間働けるという領域までいくと、もうプライベートと仕事の境目なんてあってないようなものだろう。仕事をしていることが仕事の息抜きみたいな化け物なのだ。

　仕事中毒者ワーカーホリツクだからこそできる、いや仕事中毒者ワーカーホリツクじゃなければできない方法。彼女が積み上げたのは事務作業の効率的なノウハウではなく、仕事に対する無限の熱意だけだった──

「ア……アリナ先輩……生きてますか……？」

「……しんでる……」

　打ちのめされたアリナは、ライラの生死確認にかろうじて答えることしかできなかった。
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　昼時になったのを確認し、ジェイドはギルド本部の鉄門に向かっていた。

　昼休憩になると裏庭は職員たちでいっぱいになる。今日なんかは特に気持ちのいい快晴なので、みな芝生に座って昼食をとるだろう。新人受付嬢たちに散々追いかけ回されたジェイドは、裏庭を避けるようにこっそりとギルド本部を出ようとしていた。

（仕方ない。今日は町まで行って食べるか……）

　広報のためのデモバトルをなんとか終わらせたものの、受付嬢たちの騒ぎっぷりに怒り心頭だった研修担当からちくりと、「さすが、受付嬢たちのあしらいかたがとてもお上手なんですね」などと八つ当たりじみた小言を言われる始末である。これ以上彼女たちの視界に入らないのが吉だろう。

「あーっ！　ジェイド様、ちょうどいいところに！」

　しかしこそこそギルド本部から出ていこうとしたジェイドは、知った声に見つかって呼び止められた。

「ライラ？」

　振り向くと、アリナの後輩受付嬢ライラがツインテールを揺らしながら走ってくる。ジェイドを追いかけ回すような受付嬢ではないとわかり安あん堵どしたのもつかの間、ライラが続けた次の言葉に、ジェイドはぞっと血の気を引かせることとなる。

「ジェイド様大変です……！　アリナ先輩が、瀕ひん死しなんです！」

「アリナさんが瀕ひん死し!?」

　どきんと心臓が跳ねた。

　あのアリナに何か危害を加えられるような人間はそうそういないだろう、とは思っているものの、やはりここは多くの目があるギルド本部内。神域デイアスキルを持つアリナは言うなれば大陸最強だが、その力も堂々と使えないのである。

　それに、今日は〝好印象大作戦〟のためにアリナから離れるようにしている。彼女に何か異変があってもジェイドには気づけない。

　スキルが使えない状況下では、アリナはただのか弱い女の子だ。何かがあってもおかしくない。

「はい……！　アリナ先輩が、アリナ先輩が──ッ」

　血相を変えるジェイドに、ライラが沈痛に顔を歪ゆがめ、叫んだ。

「仕事中毒者ワーカーホリツクの攻撃から、立ち直ってくれません……！」

「……仕事中毒者ワーカーホリツク？」

　妙な単語にいぶかしむジェイドは、ふとライラの後ろに目を向けた。木陰の下、ぽつんと設置されたベンチの隅っこに、アリナが膝を抱えて丸まっていたのだ。

「ア……アリナさん……？」

　好印象大作戦も吹き飛んで、ジェイドはおそるおそるアリナに近づく。

　アリナは快晴の天気に不釣り合いなどす黒いオーラをまき散らしていた。そこだけなんだか暗い空気が停滞している。膝に埋めた彼女の顔は確認できないが、ひどく弱っていることは確かだった。

　ジェイドはアリナのこのひどい弱りようを一度見たことがある。処刑人であることがギルドマスターにバレて、馬車に乗せられギルド本部に向かっている時のことだ。受付嬢をクビにされると思い込み、出荷される家畜よろしくこの世のあらゆる事象を呪い、嘆いていた。

[image: ]

　あの時のような、人生終わったくらいの衝撃と同じものを受けたとでもいうのか。

「ほ、本当になにがあったんだ……？」

「それが……」

　ライラがアリナの隣に座り、哀れみの視線を向けてアリナの背中をさする。

「アリナ先輩、さっきの講義で重度の仕事中毒者ワーカーホリツクのお方の発する、狂気的なまでの仕事大好きオーラにあてられちゃって、今死んでるところなんです……」

「わ、仕事中毒者ワーカーホリツクの……狂気……？」

　ジェイドは注意深くアリナに目をやった。よく耳をすましてみると、昼休みの楽しげな喧けん騒そうに混じって「わーかーほりっくこわい……わーかーほりっくこわい……」という小さなつぶやきが聞こえてくる。

「今日は伝説的受付嬢が講師だと聞いていたので、アリナ先輩、残業を解消する方法を聞こうと意気込んでいたんですよ」

　そういえばと、ジェイドは思い出した。

　アリナが処刑人に扮ふんして巨大迷宮の攻略に乗り出したのは、このダンジョン攻略が難航し始めた直後。いつもの彼女ならもう少し踏ん張るところなのに、おかしいと思っていたのだ。それに、なぜだか異様に研修に行くことにこだわっていた。

「……そうか、残業解消……これが理由だったのか……」

「ですが……残業解消の糸口を見つけるどころか『残業が嫌なら仕事を好きになればいいじゃない』みたいな斜め上すぎる回答が返ってきて、よりダメージくらっちゃったんです……」

　確かに、何よりも残業を忌いみ嫌きらうアリナにとって、残業万歳などという理解不能すぎる考え方は、一撃必殺に近い威力だったであろう。

「伝説的受付嬢で重度の仕事中毒者ワーカーホリツク──事務班長のロゼッタさんか」

　思い当たる節があり、ジェイドは顎に指を添えた。

「ご存じなんですね」

「ああ。俺もたまに訓練場を使いたくて夜中にギルド本部に行くんだが、何時に行ってもたいてい事務長室に灯あかりついてるからな……」

　ロゼッタはギルド本部でも〝仕事大好き人間〟として有名だ。普段は優しくて温厚な女性なのだが、いざ仕事の話となると狂気が垣かい間ま見みえる人である。残業大嫌い人間のアリナと仕事大好き人間のロゼッタでは、もとより相性が悪すぎたのだ。

「と、とりあえず何か食った方がいいぞアリナさん。午後も研修だろ」

　軽くアリナの肩をゆすると、ぬぼう、とアリナが顔だけジェイドに向けた。

「……なんだ、ジェイドか……」

　ぼそりと病人のような低い声でつぶやく。

「あんたの顔みたら……ちょっと安心した……はは……」

　一緒に残業がんばったもんね……とぶつぶつ言っていた。いつもだったらジェイドに対し二言目には邪魔だのうざいだのと毒を吐くあのアリナがである。

「こ……これは……」

　重症である。隣でライラが諦めたように首を振っていた。
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　グレン・ガリアはギルド本部の裏庭を歩いていた。

　多忙なスケジュールの合間を縫って、よくこうして散歩をしている。今日はのどかな晴れの日、青々とした芝生の庭を優しい風が抜けていく。そこはまさしく、平和そのものだった。

　──かつてこの場所が凶暴な魔物で溢あふれ、一瞬でも油断すれば命を失う、そんな死のフィールドだった頃を知る者は、もう多くは残っていないだろう。

　グレンは先々代の《白銀の剣》像の前にいた。

　自分の石像だが、なんだか他人のような気がする。いや、他人だ。恐れも悲しみも知らなかった愚かな現役時代。あれはもう、他人だ。他人と言っていい。

　懐なつかしい仲間たちの姿を思い出しながら、ぽつりと、グレンはつぶやいた。

「リン。もう少しだ」

　静かな視線は、四人の石像のなかでも一番華きや奢しやな少女へ向く。《白銀の剣》の回復役ヒーラーを務めた、まだ若い冒険者だ。殉職するにはあまりに早い──彼女はまだ十五歳だった。

「お前のためなら……俺は、どんなことでもする」

　優しく細められていた双眸に、ぎらりと、鋭い光が生まれる。ただでさえ厳いかついと言われる顔がよけい強こわばっていく。長年の戦いの末、分厚く、硬くなった拳をグレンは握り締めた。

　──覚悟はもう決めていた。

　どんな手を使ってでも、彼女を取り戻すと。

「……もうすぐだ。待っていろ、リン……」

　わずかに震えるその声は、誰にも聞かれることなく虚こ空くうに吸い込まれていった。
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　仕事中毒者ワーカーホリツクもといロゼッタ・ルーベリーからの衝撃で撃沈していたアリナに、なんとか昼食をとらせたジェイドは、結局自分の昼食はとれないままギルド本部の敷しき地ち内を歩いていた。

　というのも、アリナたちが研修に戻っていくのを見届けた後、ふとグレンの後ろ姿を見つけてしまったからだ。

「……」

　散歩でもしているのだろうか、ゆったりとした足取りで裏庭に向かっていくその背中を、気づいたらそろりと追いかけていた。

　特に何か、考えがあったわけではない。ただ、ジェイドはグレンに対して気がかりなことが一つあった。

〝黒衣の男〟

　おそらくこれまでの魔神復活に深く関わっているとされる男だ。魔神を蘇よみがえらせるため冒険者を手駒にする危険な存在だが、なかなかその足取りはつかめずにいた。

　ジェイドはその黒衣の男の正体が、グレンである可能性も考えていたのだ。

　以前、百年祭の日に、魔神復活を画策したハイツという冒険者がいた。彼は冒険者ライセンスを剝奪されたにも拘かかわらず許可を得てギルドの地下牢ろうに入り、地下書庫にまで達した。ハイツにそのどちらもさせることが出来るのは──ギルドマスター、グレンだけだ。

　だが、それはグレンが黒衣の男だと断定するほどの根拠にはならない。ほぼ形骸化している決裁システムの隙をついて許可申請を通すことは、ギルド内部の者であればグレン以外にもできるからだ。

　もちろん危険人物であるハイツを地下牢ろうに侵入させたことに関しては、ギルドでも問題としてあげられた。

　しかし誰一人ギルドマスターを疑う者はいない。黒衣の男が何らかの細工を施したにちがいないという安易な見解に落ち着いた。

　それだけグレンは内外から信頼されている。無論、ジェイドも彼を信頼している一人だ。

　かつて最強の冒険者として大剣をふるった白銀の前衛役トツプアタツカーを、冒険者として、同じ白銀として、心から尊敬し信じていた。

（……俺の考えすぎ、ならいいんだけど……）

　グレンは裏庭をつっきり、白銀の石像の前で佇たたずんでいる。

「……マスター」

　わずかな躊ちゆう躇ちよのあと、一歩踏み出してジェイドはグレンに声をかけた。

「おう、ジェイドか。どうした」

　グレンはいつも通り厳いかつい顔に気さくな笑みで振り向いた。浅黒く焼けた肌に長年の皺しわが貫かん禄ろくを生み、そこらの冒険者にも負けない体格を持つ。現役を引退してなお衰えないその姿は、巨大な組織の長たるに相応ふさわしい威厳を放っていた。

「……」

　話しかけたはいいものの、ジェイドはかける言葉が見つからず口ごもった。

　お前が黒衣の男なのかと、本人に聞いたところで意味がない。そう簡単に白状するはずがない。むしろ聞けば無駄に警戒心を煽あおることになる。

　いや、違う。聞きたくない、というのが本音だ。

　自分の勘がよく当たることを、ジェイドは知っているから。

「──この、回復役ヒーラーの娘がいるだろう」

　ジェイドがなかなか口を開かないので、代わりにグレンが別の話を切り出した。

「？　ああ」

「俺の娘に似ててな。つい見に来ちまう。娘は若い時に死んじまったから」

　けろりと言われた事実に、ジェイドはしばらく言葉が出てこなかった。

「……ご愁傷様です」

　ようやくした返事がそれだ。

　ジェイドから目をそらし、グレンはふと空を見上げた。

「娘っていっても養子だし、顔も性格も全然似ていないが……大事なことを教えてもらった。彼女がいなければ俺は、規律に従うだけのつまらない男になっていただろうな」

　独白するようにぽつりとつぶやくと、再びジェイドに視線を戻し、にっと歯を見せて笑った。

「自慢の娘だ」

　ジェイドは彼の屈託のない笑顔から、しばらく目が離せなかった。それは、威厳に満ちたギルドマスターの顔でもなく、歴戦の冒険者の顔でもなかったからだ。嬉うれしそうに子を自慢する父親の顔だった。

　こんな顔をする人が、この地を滅ぼしかねない危険な魔神を呼び覚まそうなどと、本当に考えるだろうか。

「そういえば俺に何か用だったんじゃないか？　ジェイド」

「……いや、何だったかな。思い出せない」

「なんだ、物忘れが増えるにゃお前はまだ若いだろう」

　はっはっはと豪快に笑ったグレンは、ジェイドの肩にぽんと手を置く。重みのあるずっしりした手の感触。

「ジェイド。魔神や嬢ちゃんとの神域デイアスキルの戦いに、超シグ域ルススキルで食いついているお前の強さは本物だ。──お前はいずれ、ギルドマスターになるだろう。今のうちにたくさん学んでおけよ」

　噓うそか真か、そんな言葉を残し、グレンは去っていった。
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　一人になったジェイドは迷っていた。

　白銀像の前で立ち尽くし、足下を睨にらみ付つけながら悶もん々もんと考え込む。

　灰の城塞攻略と同時に命を落とした当時の白銀。生き残ったのはグレンだけで、当時多くの冒険者が哀悼の意を表した。引退したグレンはそのままギルドマスターに着任。辛つらい事件にも負けず雄々しくふるまう彼は多くの支持を受けた。

　受付嬢によるライセンスカードの階級チェックを導入したのもグレンだ。それまで任意とされてきた、階級に見合わない高ランクダンジョンへの挑戦は全面禁止となった。おかげで冒険者たちの無謀な挑戦が減り、死亡率も当時に比べて大きく減った。

　彼はギルドマスターとして多くの冒険者が生き残る方法を考えてきた。冒険者の死を、単なる自己責任で片付ける方針を変えたのだ。

　その彼が、冒険者の命を使って魔神を蘇よみがえらせる……そんな方法を選ぶ姿は想像ができない。

「ジェイド」

　ふと、静かな声に呼ばれジェイドは顔を上げた。

　振り向くと背の高い女性が立っていた。一いつ糸しの乱れもなくきっちりまとめあげた髪に、銀縁眼鏡。形のいい唇はきりりと引き結び、およそ愛あい想そなどという単語からはほど遠い無表情。全身からいかにもお堅そうな緊張感をまき散らしている。

　ギルドマスターの秘書、フィリだった。

「ここにギルドマスター様がいらっしゃいませんでしたか。二十分ほど前に散歩に行くと言ったきり帰ってきません。急ぎで見ていただきたい書類が山ほどあるのですが、すぐにスキルを使って逃げ出すものですから──」

　淡々とした表情は相変わらずだが、その目元にわずかな怒りが見える。目を離すとすぐいなくなる、と言わんばかりである。

　グレンの時を止める超シグ域ルススキル、〈時の観測者シグルス・クロノス〉を使われると行方が追えなくなるのだろう。秘書であり護衛も務めるフィリからしたら、それは怒りも覚えるはずだ。

「さっきまでいたけど、ちょうど入れ違いでいなくなったぞ」

「そうでしたか。ありがとうございます」

　少しだけ眉間に皺しわを寄せ、フィリは早々にきびすを返した。

「なあフィリ」

　ふと、ジェイドは彼女を呼び止めていた。

「なんでしょう」

「最近マスターに変わったことないか？」

「変わったこと？」

　ジェイドの唐突な質問に、フィリが怪け訝げんに眉根を寄せる。まあ当然の反応だろう。

　だが、フィリはギルドマスターの秘書兼護衛として、四六時中彼に付き従っている。もしグレンが黒衣の男だった場合、フィリなら不審な行動を見ている可能性が高かった。

「ああ。コソコソしてたり、言動が矛盾してたり、何でもいいんだ、何かあれば──」

「プライベートなことはお答えしかねます」

　ジェイドの言葉を遮り、フィリは淡々と言い放った。

「私はギルドマスター様のスケジュール管理と身辺警護が主な仕事です。それ以上の過度な干渉は致しません」

「まあ、そうだよな……」

　予想通りの答えを突き返され、ジェイドは頭をかいた。

　フィリは、彼女の性格からしても、その業務の特性からしても、グレンの身の回りに起きたことをペラペラ他人に喋しやべったりしない。

「変なこと聞いて悪かった。早くマスター見つかるといいな」

「……ジェイド」

　軽く謝り、その場から立ち去ろうとしたジェイドの背中に、もう一度フィリの静かな声がとんできた。ジェイドは足を止める。

「ギルドマスター様が黒衣の男ではないかと疑っているのでしょう」

　ジェイドの心臓が跳ねた。

「い、いや……」

　あまりに唐突な指摘に、まともな誤魔化しすらとっさに言えなかった。言いよどむジェイドを、フィリの相変わらず無機質な視線が、まっすぐ突き刺した。

「ギルドマスター様を間近で見てきた私が断言します。あのお方は誰よりも冒険者を想おもい、仕事をされています。魔神を蘇よみがえらせ、この世界を危機に陥おとしいれようなどと望むほど、愚かな人ではありません」

「……ああ、そうだよな。俺もそう、思ってる」

　ようやくそう返して、しまったなと少し後悔する。

　おおっぴらに行動しすぎたかもしれない。すでにフィリが黒衣の男側である可能性だってゼロではないのだ。

　それに、動揺した理由はそれだけではない。誰よりもフィリは、〝そういうこと〟を言いそうにない人間だと思っていたからだ。

　彼女は仕事とプライベートを明確に切り分けるし、他人との距離感にも明らかな一線を引く。作った境界は決して踏み越えず、主張せず、誰にも加担せず、誰も拒否しない。目の前で人が殺されても己に課せられた業務を淡々と遂行するような女性だと思っていた。

　だから、たとえジェイドがグレンのことを疑っていると気づいたとしても、決して咎とがめたりはしないだろう。ましてグレンに代わり弁明をするようなことなど、フィリはしない人間のはずだった。

「ですが」

　フィリの予想外の行動にジェイドが二の句を継げないでいると、フィリが言葉を続けた。

「立派なお方ではありますが、同時に彼はまた、面倒な机仕事が続くとスキルを使って逃げ出すような、人間臭い人でもあります」

「……？」

　フィリがじっとジェイドを見つめた。彼女が何を言おうとしているのか、その真意がわからずジェイドは怪け訝げんに眉をひそめる。

　フィリは上品な懐中時計を取り出して時間を確認すると、短くため息をついた。

「探し回ったところで、ギルドマスター様を見つけられたためしがありません。私も散々ギルド本部を駆け回って少し疲れました。十分ほど話しましょう」

「……ああ」

　ジェイドが承諾するや、フィリは十分な間も空けず、事務連絡のように語り出した。

「ギルドマスター様は、昔、今ほど気さくな方ではありませんでした。むしろ冒険者や同じ仲間である《白銀の剣》メンバーにすら、敬遠されていたと聞いています」

「え？」

　意外な言葉に、ジェイドは目を瞬しばたたく。

「冷たく、頑固で、利己主義。ただ規律に従い、人の心はないとまで言われていたそうです」

　今の彼からは想像もつかない評判に、ジェイドはわずかに目を見張った。

　ジェイドの知るグレン・ガリアという男は、むしろその逆だ。ギルドマスターという地位にありながら、その物腰に高圧的なものはなく、気さくで、誰とでも分け隔てなく接する……そんな人柄がグレンの支持される所以ゆえんの一つだし、ジェイドも組織の長として尊敬していた。

「ギルドマスター様はあることをきっかけに人柄が大きく変わられました」

「あること？」

「最愛の娘ができたことです」

　娘。

　先程グレンから聞いたばかりの情報だった。

　独り身の彼が父親だったということすら初めて聞く事実だというのに、グレンの娘はすでに死んでしまったという。

　だが、彼の性格を考えると、確かに子がいても違和感はなかった。

　グレンのあの誰とでも対等に接する態度と、絶妙な距離感。あれは守るべき家庭を持った男独特の、牙を引っ込め丸くなった感じと、よく似ていた。

「名を、リン・リーチェと言います」

　しかし、フィリから告げられたグレンの娘の名に、ジェイドは言葉を失った。

「リン……リーチェって……《白銀の剣》の回復役ヒーラー……!?」

　それも、グレンがリーダーを務めた時代の白銀メンバー。グレンだけを残し、死んでしまった一人だ。

　ジェイドは目の前の白銀像を見上げた。回復役ヒーラーのまだ若い少女。彼女の足下のプレートには、〝リン・リーチェ〟という名が刻まれていた。

「リン・リーチェは孤児で、ギルドマスター様は養子として引き取ったそうです。世間には伏せられていましたが、二人の間に親子関係があることは事実でした」

「……」

「ただ、リン・リーチェが《白銀の剣》メンバーとして選出された時、特にギルドマスター様をよく思っていなかった一部の冒険者はうるさく騒ぎ立てました。どこからか噂うわさが立ち……〝グレン・ガリアがギルドに金を握らせ自分の娘を白銀に入れた〟と」

「……」

　リン・リーチェの白銀入りが納得できない一部の冒険者が、コネだなんだと騒ぎ立てたということか。

　白銀のメンバー決定の際はよくある話だ。半分以上は嫉妬によるものだが、グレン・ガリアの娘という噂うわさのせいで余計火がついたのだろう。

「当時それだけ騒がれたのなら、今も足下狙う奴やつはいるんじゃないか？」

　ギルドマスターという地位を狙う奴やつが彼の過去にイチャモンをつけ、失脚させようとしてもおかしくない。しかしグレンは、ギルドマスターになってからそういった内部のいやらしい争いに巻き込まれた話も特になく、いたって平和に執政している。

「当然です。噓うそを吹聴するなど、特に悪質に騒いだ者は端から〝封殺〟されていきましたから」

「……」

「リン・リーチェが《白銀の剣》に入った頃はもう、グレン・ガリア様が次期ギルドマスターとなる筋書きが重役たちのなかでつくられていました。もちろんリン・リーチェはその実力を正式に評価されて選定されたので、後ろめたいことはありませんでしたが、大切な時期に余計な噂うわさは立てられたくなかったという判断でしょう」

　結局、組織の前に一個人などか弱い存在である、ということがよくわかる話だ。

　ぞっと肝の冷える思いもしながら、同時にジェイドは、何か違和感も覚えていた。

　いつになくフィリはよく喋しやべっていた。

　彼女は必要最低限のことしか言わない。まして業務中は、口を開けば業務連絡というのが常だ。彼女が主人の過去をここまで明け透けに喋しやべるというのも珍しい。

「ギルドマスター様は、リンという娘を持つことで、ご自身も成長されていきました。ですが、そんな彼女を失ってしまった」

「……」

「私は時折、『まるで心ない人形のようだ』というお褒めの言葉をいただきますが、人の心くらいは理解できるつもりです」

　彼女らしい嫌みたっぷりの言い回しで前置きし、フィリはわずかに目を伏せた。

「グレン・ガリア様は灰の城塞を攻略直後、現役を引退しギルドマスターに着任しました。落ち込む間もなく前に進もうとする彼の姿は、当時多くの冒険者を惹ひきつけましたが──果たして、目の前で娘に死なれた父親が、すぐに立ち直れるものでしょうか」

「……」

「リン・リーチェの存在が、ギルドマスター様にとってどれだけのものか、私には想像もつきませんが」

　一度言葉を切り、フィリは視線をそらし、小さく続けた。

「彼女のためなら、もしかしたらギルドマスター様は……」

〝愚か〟にもなってしまうのかもしれない。

　続く言葉を口にできなかったか、フィリはそれきり黙り込んでしまった。

　その時、ジェイドは初めて、彼女の横顔に思い詰めたような影があることに気づいた。

　フィリの表情が一体何を意味するのか、ジェイドにはわからない。誰より間近にグレンを見てきた彼女だからこそ、最近の彼に何か思うところがあるのか──

　だが、フィリは恐ろしいくらいに真面目な秘書であり、ギルドマスターの優秀な護衛だ。組織の長に付き従い、触れた秘密は墓場まで持っていくことを求められる。業務上得た秘密を彼女の口が語ることは、死んでもないだろう。

「私から話せることは以上です。今日のデモバトルについての報告書、提出しておいてください。記者たちからもいくつか質問が届いているので返答を。では」

　横顔に落ちていた影もすぐに隠され、フィリはいつも通り淡々とそう言って、ジェイドを残し去っていった。
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「そろそろ戻らんとフィリに𠮟られるな……」

　グレンは頭をかきながら、執務室を目指していた。

　散歩と言ってずいぶん長いこと出歩いてしまった。執務室で静かに怒っているフィリが想像できる。

「グレン」

　ふと名を呼ばれ、グレンは足を止めた。振り向いたそこに背筋のいい初老の男が立っていた。

「【剣聖】!?」

　唐突に現れた男に、グレンは慌てて膝をついた。

【剣聖】。冒険者ギルドの創始者であり、ヘルカシア大陸の基盤をもつくりあげた、冒険者の始祖、四聖の血脈を継ぐ一人だ。

　この地の王と言って間違いない彼ら四聖は、直接政まつりごとに関わることはないものの、その権力はギルドマスターの上にある。

　当然、ギルド本部を気まぐれに歩いていいような人物ではないのだ。

「なに、ちょっと君のことが心配になってね」

「私、ですか……？」

「今日はリンの命日だろう」

　す、と優しくも鋭く細められた【剣聖】の目に貫かれ、グレンは押し黙った。

　グレンにとって【剣聖】は、この地の王であると同時に、剣の師でもあった。

　そして、孤児だったリンをグレンに預け、まだあまりに未成熟だったグレンの人間性に、成長するきっかけを与えてくれた人でもある。

　活発で優しいリンと、寡黙で冷たかったグレン……まるで水と油のようにどこまで行っても相あい容いれなかった歪いびつな親子を、【剣聖】だけは辛抱強く見守った。彼はいつもグレンとリンを気にかけ、グレンと親子関係にあるリンの白銀任命も、当初はギルド内部でかなり難色を示されていたところを裏で後押ししてくれたようだ。

「グレン……そろそろ、〝墓参り〟に行ってあげてはどうかな」

　ぽつり、と【剣聖】がつぶやく。その言葉に、はっとグレンは顔を上げた。

「……よろしいのですか」

「よろしいとは、何のことかな。娘を偲しのぶのは、父である君に与えられた当然の権利だろう」

　にこりと優しく微笑ほほえんで、【剣聖】はグレンの肩にぽんと手を置き、去っていった。

　その老いながらもしゃんとのびた背中を、残されたグレンは呆ぼう然ぜんといつまでも見つめていた。ギルド本部の廊下で膝をつき、言葉をなくし──やがて【剣聖】の姿も見えなくなると、グレンは静かに、立ち上がった。

　拳を握り締め、その瞳に、ゆらりと冷たい炎が立ち上る。

「……待っていろ、リン」

　ぼそりとつぶやき、グレンは執務室に戻っていった。脳裏に懐なつかしい記憶を思い出しながら──
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「……捨て子、ですか？」

　リンと出会ったのは、グレンが十八歳の頃だった。

　剣の師と仰いでいた【剣聖】──ジェノンに〝ちょっとお願いがある〟と呼び出され、若かりし頃のグレンが渋々向かうと小さな女の子がそこにいたのだ。

　端的に言ってしまえば、みすぼらしい格好の少女だった。捨て子と言われて納得できてしまうほどには。

「ああ。ちょっと、この子の父親になってくれないかな。グレン」

「……あのですね」

　お使いでも頼むような声で無茶なお願いをしてくるジェノンに、グレンはわずかに眉尻を跳ね上げた。ジェノンの無茶振りは今に始まったことではないが、さすがにその〝お願い〟は許容できない。

「そういう重要なお願いをさらりとするのはやめてください。孤児ならば、孤児院に預ければいいでしょう」

　突き放すようなグレンの冷たい物言いにも、ジェノンは慣れたように軽く肩をすくめるだけだ。

「ふむ、実に〝人間の血が通っていない〟君らしい意見だ」

「……」

「そんなんだからお前は誰ともパーティーが組めない。実力にものを言わせて《白銀の剣》にでも入らなければ、お前は一生単ソ独ロ冒険者だっただろうな」

　師の言う通り、この頃のグレンは徹底した実力主義で、真に仲間と呼べる者は一人もいなかった。

　パーティーの足手まといとわかるや躊ちゆう躇ちよなく切り捨て、戦闘中に助からないと判断したら容赦なく見捨てる。そういう冷徹な男だ。グレンにとって冒険者はあくまで仕事でしかなく、成果につながらないものは全て不必要だったのだ。

　グレン・ガリアに人間の血は通っていない、などと陰で揶や揄ゆされ、グレンと長続きしたパーティーは《白銀の剣》以外に一つもない。白銀もギルドの精鋭という特別な立場があるから続いているに過ぎず、そうでなければとっくに解散していたであろう。

「何が言いたいのです」

「いやいや、今日は君を説教したいんじゃない。この子を預けようにも、どこの孤児院もいっぱいでね。ほら、先の新ダンジョン……あれで多くの冒険者が亡なくなって、その子供たちが路頭に迷っているから」

「……」

　グレンは改めて少女を見やる。長いこと路地生活をしていたのか、髪はぼさぼさで伸び放題、服はあちこち破けて泥だらけで、ワンピースから伸びる手足はガイコツのように瘦せ細っている。

　しかし少女の目だけは、町のどの人間より生き生きとしていた。栗くり色いろの瞳をらんらんと輝かせ、疑うことのない期待と希望の眼まな差ざしでじっとグレンを見つめていた。

　その視線をむりやりふりほどき、グレンは言い放つ。

「なら、元いた場所に返してきてください。今まで一人で生きて来れたなら、これからも生きていけるでしょう。俺が父親になってやる義理はないし、冒険者が孤児を救ってやらなきゃいけない規律もない」

「そう言うと思ったよ。だからこうしようと思ってね──これは修行だ」

「……修行？」

「家族を持つという修行。愛を与え、愛をもらう修行。君はね、ちょっと堅物すぎるからね」

「……」

　始まった。師匠のいつもの説教。他者に厳しすぎるとか、頭が固すぎるとか、もっと仲間への思いやりと慈いつくしみを持てだとか。

　ジェノンから教わる剣技も立ち回りも、冒険者としての知識も、どれも非常に有用で得え難がたいものだ。だがその説教だけは、グレンは聞き入れる気になれなかった。

　仕事に成果を求めてなにが悪いのか。足手まといの三流と仲良しごっこをするほど冒険者は甘くない。未熟な技術と判断力しか持たない奴やつと肩を並べるなど時間の無駄だし、そういう奴やつが成長するまで待ってやる義理もない。弱い奴やつは早々に捨ててしまうのが一番合理的なのだ。

「冒険者をするのに、そんな修行が何の役に立つかわかりません」

「でもほら、この子はもう君の子になる気でいる」

　は、と気づくと少女がてててとこちらに近寄り、グレンの指をひしと握り締めた。らんらんと輝く瞳で近くからじっと見上げられ、さすがのグレンもたじろぐ。

「……」

　人間の血が通っていない、と言われてきたグレンに、こんな目を向けてくるような奴やつはいなかったからだ。

　皆自分を恐れるか、魔物でも見るような目を向ける。そして距離を置き、必要以上近づいてはこない。グレンはその距離感がちょうどよかった。冒険者は仕事だ。仕事に感情は必要ない。己に与えられた役目を淡々とこなしていくことだけが、正しいのだ。

　だから少女のその馴なれ馴なれしい目に、グレンは激しい嫌けん悪おを覚えた。顔をゆがめ、乱雑に少女を払いのける。

「できません」

「だから修行と言っているだろう。君に拒否権はないよ」

「な……！」

「ちなみに、元いた場所に返してくるのもダメ。ちゃんとこの子が一人前になるまで育てなさい。援助金なら私から出します……まあ君は金なら困ってないでしょうけど」

「しかし──！」

　納得できずなおも食い下がろうとした時、

　ぐぎゅうぅぅぅぅ

　誰かの腹の虫が盛大にグレンの反論を遮った。少女がはっと目を丸めてから、いっぱしの羞恥心は育っているのか頰を朱にそめて視線をそらす。

「お……おなか、すいた……」

　そう言って、きゅっと瘦せ細った小さな手でグレンの防具を握った。

「……」

　そうして、グレンはその少女──リンと出会った。

　師匠に押し切られる形で、その日からグレンは父親になってしまったのだ。
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　昼休憩後、午後の講義。

　アリナはぼんやりと単調な講師の声を聞いていた。

　壇上にロゼッタの姿はもうない。午後からは受付業務の実務的な講義に入り、別の講師へと変わっていた。

　アリナは仕事中毒者ワーカーホリツクから繰り出された精神汚染によるダメージからどうにか立ち直り、午後の研修へと臨んでいた。アリナの脳みそは、〝あれ〟を掘り起こしてはならない暗黒の記憶と判断し、封印処理することで正気を取り戻したのだ。

　とはいえ、当然研修には身が入らなかった。そもそも残業解消の糸口を探るという最大目的は欠片かけらも残さず粉みじんに破壊されてしまったので、もう一欠片かけらのやる気も残っていないのである。

（うう……私のお誕生日休暇……）

　内心涙を流す。そもそも誰かの助言に頼ろうとしたことが間違いだったのだろうか。いやそんなはずはない。先達の知恵から新しい学びを得ることは、仕事をする上で基本中の基本であるはずなのだが──

　講義も聴かず、アリナはお誕生日休暇を獲得するための新たな業務改善案を自力で考え始めた。午後からの実務講義は新人向けなのでアリナが改めて聞く必要もないものなのだ。

（業務改善案業務改善案……くううう何も思いつかない……っていうか思いついてたらもうやってるし……！）

　八つ当たりの怒気を迸ほとばしらせるも結局何も思いつかなかった。むしゃくしゃしたアリナは気を紛らわすように窓の外に視線を移した。

（あれ）

　アリナの席からはちょうど白銀像のある裏庭が見える。そこに見知った顔を見つけて、すこしだけ苛いら立だちがどこかへ行く。

　グレンとジェイドだ。白銀像の前で、並んでなにやら話し込んでいる。

（冒険者は自由でいいわね……）

　少しだけ憎らしく思えてきた。そのうちグレンが去っていく。一人残ったジェイドは、考え事をするように歩き出して──

　ふと、顔を上げてアリナを見た。

「……！」

　不意打ちで目が合って、危うく声が出そうになった。ここは三階である。さすがにこの距離で気づかれるなどつゆほども思っていなかった。

　目が合うとジェイドが嬉うれしそうに笑いながら手を振ってくる。

　だが、それだけだった。

「アリナさん！」と大声で叫んだり、周囲を誤解させるような言葉をわざと言ったりもしない。

　それはそれで、鬱陶しくなくて嬉うれしいのだが──

　なんだろう、この、見えない壁のような、距離感は。

「……」

　胸の奥がもやもやする。そうじゃないだろう。何をその辺の無害そうな優男みたいになっているのだ。これじゃあただの受付嬢と、ただの冒険者じゃないか。実際はそんな綺き麗れいなものじゃなくて、もっと雑然としてて、鬱陶しいほど距離が近くて、業務用の笑顔も必要なくて、建前もいらなくて、感情を隠す必要すらなくて──

（って、何考えてるんだ私）

[image: ]

　アリナはたちまち顔を険しくさせて、ジェイドからそっぽを向いた。なんでジェイドなんかのことで悶もん々もんとしなければいけないのだ。
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「はーっ、やっと終わったわ、研修……」

　長い研修初日が終わり、アリナは外のベンチにぐったりと座り込んでいた。空は夕暮れで、就業時間も同時に終わっていたため、帰宅する人たちが正門に向かっている。

「残業なし確定なのはいいけど、研修は研修で疲れるわね……」

「本当、今日はなんだか疲れましたね」

「ライラはずっと寝てたでしょ」

「寝疲れです」

「……」

「むしろ、先輩はよく寝ずにいられますね……」

　ライラは尊敬するような、不思議なものでも見るような目をアリナに向けて、首をひねった。

「巨大迷宮の残業でアリナ先輩も睡眠不足だったと思うのですが」

「コツがあるのよ、コツが」

　ふふんと鼻をならし、アリナは得意げに人差し指を立てた。

「限界だけど仮眠の昼休みもとれない……職場で堂々寝たら人事評定に響く……そんな時は、片目ずつ閉じるのよ！」

「……へ？」

「右目を眠らせたら、次に左目を眠らせる……そうやって交互にちょっとずつ休めていくことで、結果両目を瞑つぶったことになり、押し寄せる睡魔から覚醒するの」

「……私、今ほど先輩のこと不ふ憫びんだと思ったことないかもしれないです……」

「なんでよ!?」

「そ、それより、食堂めちゃ混みでしたね！」

　アリナの三年の勤務経験で得た知恵も、ライラはどこかドン引きしたような顔をして強引に話題を変えた。

　研修が終わって夕飯をとろうと食堂にむかったアリナたちだったが、食堂はすでに人で賑にぎわい、席は全て埋まっていたのだ。その様子を見て完全に出遅れたことを悟ったアリナは、敗北者よろしくすごすごと外のベンチに移動してきたのである。

「まさか夕ご飯の食堂も混むなんて予想外だったわ……どうせ夜の食堂を使うのなんて今日泊まる受付嬢だけだから混まないでしょってちんたら向かっていた私たちは、その時点で敗北していたのよ」

「というかそもそも、就業時間終わったのにまだ食堂使う人が多いというのがなんというか……闇が深いです……みなさん残業する人たちですよね、きっと」

「まあ町から離れてるからギルド本部の周りにご飯屋さんないし、本部事務の残業量は受付所の比じゃないって聞くからね」

「私、おなかペコペコです～早くテーブル空かないかなぁ」

　寝ていただけだが腹は減るらしい。ほろほろと涙を流しながらおなかをさすったライラは、ふいにすっくと立ち上がった。

「アリナ先輩、私ちょっと食堂見てきます。運が良ければ席取れるかも！」

「え？　ちょっ──」

　空腹に耐えかねたのか、言うなりライラは猛然と食堂に向かって突っ走っていた。

「……。無謀な……」

　あっという間に消えていった愚かな後輩の背を見やって、アリナがため息をついた時──

「研修お疲れ様」

　まるで見計らったように、男性の声が頭上からふってきた。

　顔を上げると、見知らぬ男性が立っている。ギルドの制服を着ているので職員だろう。まだ歳としは若く、いやに優しい笑みを浮かべていた。

「……？　お疲れ様です」

　目についた人は片っ端から挨拶するタイプの人だろうかとアリナも挨拶を返したが、目の前の男は去ろうとしなかった。

「君、今日研修で来てる受付嬢だよね」

　にこりと笑いかけた彼は、どうやらただ挨拶をしたわけではないようだ。たちまち面倒そうな気配を感じたが遅かった。男はさらに馴なれ馴なれしく話を続ける。

「ね、どこのカウンターの受付嬢なの？」

「……イフール・カウンターです」

　職員を相手に隠すわけにもいかず、渋々答えると男は知ったように頷うなずいた。

「ああ、一番大きいところかあ。いろいろ大変でしょ」

「何かご用でしょうか」

「いやいや、特にこれと言った用はないんだけどさ、これを機に仲良くなれたらいいなと思って」

　一体何の機があったというのか、男は強引にアリナに近づいてくる。もうこの時点でこいつをぶん殴ってやろうかと思ったが、当然多くの人の目があるギルド本部内で実行するわけにいかない。

「いえ、私はそういう目的で研修に来ているのではありませんので」

　にこりと業務用の笑顔を作って穏便にことを済ませようと思ったが、職員の男はなかなか引き下がらない。

「まあまあ、もう就業時間も終わったんだし、硬いことはナシにしようよ。今日これから研修棟に泊まるんでしょ？　俺も残業だからさぁ息抜きにちょっと散歩がてら、お互いの日々の愚痴とか語り合おう……」

　言いながら男の手がアリナの肩に伸びて──

「いたたたた!!」

　唐突に男が悲鳴を上げた。横合いから、誰かが男の腕を摑つかんで止めたのだ。

「日々の愚痴なら俺が聞こうか」

　少し低い声でそう言ったのは、ジェイドだった。

「ジ……ジェイド・スクレイド様……!?」

「何か悩みがあるなら聞くぞ。事務の仕事もある程度は理解できるつもりだ。それに、そうだ、確かお前……本棟の事務室にいたな」

「じ──」

　さあっと男の顔から血の気が引いていった。ただでさえ幹部クラスのジェイドが相手である上に、もし所属がバレるようなことがあれば、今後どんな評価を下されるかわからない。

「調べれば所属もわかる。所属がわかればお前の〝悩み〟もより詳しく聞いてやれるしな」

「い、いや、お気持ちだけで……！」

　しどろもどろにそう言って、男は足早に去ってしまった。

「……何だったのあれ……」

　アリナが呆あきれてため息をつく。ジェイドは気まずそうにアリナをちらりと見てから、やはり素っ気なく視線をそらす。

「ギルド本部とはいえ、一人でいる時は気をつけろよ。それじゃ──」

　言うだけ言って早々に立ち去ろうとするジェイドを、アリナはとっさに服を摑つかんで止めていた。

「え？」「あ」

　驚くジェイドと、はっと我に返ったアリナの声が重なる。アリナは慌ててジェイドの服から手を離し、視線を泳がせた。

「いやその……助けてくれてありがとう」

　気恥ずかしさで若干棒読みのようになったお礼を言って、アリナは押し黙った。何な故ぜか気まずい沈黙が流れる。ジェイドも立ち去るタイミングを逃し、お互い無言のまま視線も合わせず数秒の時が流れた。

　いや、そもそもこいつが無言というのはどうにもおかしい。

　いつものジェイドだったら気持ち悪い言葉の一つ二つは言い残すはずだ。そしてアリナはそれに罵ば詈り雑ぞう言ごんでお返しして、それでお互いの失礼は清算されるのだ。そういう間柄だったんじゃないのか。

　そんないつもの流れが何もない。ジェイドを罵倒したいわけではないが──

　なんか嫌だ。

　アリナは膝の上で拳をつくり、気づいたらこう言っていた。

「あ……あんたの〝好印象大作戦〟……、逆効果なんですけど!!」

「えっっっっっっ」

　たちまち、ピッシとジェイドが硬直する音が聞こえたような気がした。

「普段以上に鬱陶しいの！　……いつも通りでいいでしょ別に！」

「い……いいのか？」

「よくないけどいいのっ！」

　わがままを言う子供のように、アリナは肩を怒らせて叫んだ。

「あんたがよそよそしいと、調子狂うというか、なんというか……！　いつもはあんなアリナさんアリナさん鬱陶しい奴やつが、いきなり人畜無害な奴やつになったら気持ち悪いっていうか！」

　しかしそんな言葉も、尻つぼみになっていく。

「だ……だから、その」

　やがてアリナはジェイドから目をそらし、不満たっぷりに唇を尖とがらせた。

「……素っ気なくするの、やめてよ」

　小さな声が、ぽつんと響く。

　ジェイドは無言のまま、豆鉄砲をくらった鳥のようにぽかんと口を開けていた。

「と、とにかく！」

　沈黙に耐えきれなくなったアリナは、気恥ずかしさをごまかすように眉を吊つり上げ、そんなジェイドに指を突きつける。

「いつも通り変態クソストーカーに戻ること！　いいわね！」

「わ……わかった」

　呆ぼう然ぜんとしたジェイドの返事を聞いて、アリナはふんと鼻をならした。我ながら何を言っているのかよくわからなかった。

　けど、一つだけ言えるのは、こいつにだけは、よそよそしくされるのが嫌だということだ。どうして嫌なのかは、わからないし考えたくもないが。

「もしかして、」

　は、と何か気づいたように、ジェイドが表情を強こわばらせた。

「俺、アリナさんに嫌な思いをさせてたのか……？」

「そうよ」

「……ごめん」

「わかればいいのよ」

「正直に言ってくれて助かった。俺、こういうこと不器用で……」

　言いながら、ジェイドはばつが悪そうに頭をかく。

「あんたの場合はちょっとじゃなくて常軌を逸して不器用なのよ」

「うぐっ」

「……でも」

　ふんっとそっぽを向いて、ちょっとだけ頰をふくらませながら、アリナは小さくつぶやいた。

「別に、それでもいい」
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「あれ、ジェイド様だ」

　ふと、アリナの耳にライラの声がとんできた。食堂から戻ってきた彼女が、ジェイドの姿を見つけてきょとんと目を丸くしている。

「ライラ。テーブルは空いてたの？」

「それが、ぜんっぜん空く気配がありません……粘りましたが諦めて戻ってきました……」

「ああ、この時間帯の食堂は一番混むからな。昼はみんな外で食うから席も空いてるんだけど、勝手を知ってる奴やつはだいたい軽い夜食を持ち込んでいる」

「く……っ、こういう時、ご飯事情を知らない外部の人間は割を食うのよね……」

「は、そういえばジェイド様に一つ聞こうと思っていたことがありまして」

　思い出したように、ライラが人差し指を立てた。

「なんだ？」

「〝死神〟の噂うわさ、聞いたことがありますか!?」

　研修の時よりよっぽど元気になって、ライラが前のめりになる。

「私たちこれから噂うわさの研修棟で寝なければいけないんです……死神が出るっていうあの……！」

「ああ、噂うわさは聞いたことあるけど、噂うわさだろ」

「ほらね、そう言ってるでしょ」

「ああああもうこれだから恐怖心がバグっている人たちは嫌ですね……！」

　全く共感してもらえず、ライラが頭を抱える。

「ほんとに出たらどうするんですか!?　死神ですよ!?　全身を真っ黒なローブで包み、闇に紛れて──私たちをあの世に連れ去ろうと今にも狙ってるかもしれないんですよ!?」

「……真っ黒なローブ？」

　ぴくりとジェイドの眉尻が跳ね上がる。

「そう言われています。それがどうかしましたか？」

「いや……」

　一転してジェイドは考え込むように押し黙ってしまった。ライラは怪け訝げんに首をひねる。

「よし、じゃあ今日は俺も研修棟の宿舎に泊まろう」

「はああ？」

　アリナは露骨に嫌な顔をした。

「あんたが泊まったところで出るもんは出るでしょ」

「ちょちょちょ恐ろしいこと言わないでくださいよ先輩……!!」

「いや、ちょっと気になることがあってな。俺も今日の夜は訓練場でスキル練習をするつもりだったから、ちょうどいい」

「ジェイド様が研修棟にいてくれるなら心強いですね！　なんと言っても最強の盾役タンクですから──」

　言いながらライラが数歩よろめいた。ライラの肩に誰かがぶつかっていったのだ。「おとと」と転びかけるライラを支えて、謝りもせず一目散に駆けていった冒険者に目をやる。

「？　なんだか慌ただしいわね……」

　いぶかしむアリナの耳に、ふとこんな声が飛び込んで来た。

「──おい、新ダンジョンが見つかったらしいぞ！」

「シヴィ大聖堂、今度は七階層か。超大型ダンジョンだぜ……！」

「急げ！　もう受付所が混み始めてる。さっさとクエスト受注するぞ！」

　ぴしぃ！　とアリナは凍りついた。

　新ダンジョン。超大型ダンジョン。その悪魔のような呪いの言葉を、アリナの脳みそは受け入れることを拒否していた。

　しかし、凝視する眼前の光景は、決して夢などではない。晴れやかな顔をして帰りかけていた事務員たちがたちまちきびすを返し、歴戦の残業戦士の顔となって職場に戻っていくのだ。恐らく食堂で夕飯をとっていたのであろう冒険者たちも、食べかけの食事の皿を持ったままギルド本部の転移装置クリスタル・ゲートに駆け込んでいく。

「「……」」

　死体のように青ざめているのは、隣のライラも同様だった。二人してじっと目の前の虚こ空くうを見つめ、しばし沈黙する。

「……先輩、今の聞きました？」

「……そうね。ばっちりと……」

　言うなり、がくりとアリナはその場にくずおれて、ギルド本部の地面に手をつき項うな垂だれた。

「今ダンジョンが見つかったってことは……研修終わって帰ったらもう修羅場……!?」

「しかも七階層って言ってたな。攻略までどれくらいかかるか……」

　余計なことを言ってくるジェイドをギン！　と睨にらみ付つけて、アリナはなんとか立ち上がった。

「ま、まあでも！　少なくとも研修中の三日間は安全よ。なんてったって研修だからね！　私たちは俗世のことは忘れて研修に集中していればいいわけで──」

「あなたたち」

　静かな声に呼び止められて、アリナは言葉を止めた。振り返ると、アリナたちを呼んだのは昼間ガイド役を務めた研修担当の職員だった。

「イフール・カウンターの受付嬢で間違いないですね」

「？　そうですが……」

「後で本棟の事務室に寄ってください。イフール・カウンターから届け物があります」

「と、届け、物……？」

　アリナはその不穏な響きに頰を引きつらせた。

　数すう日じつ経たてばイフール・カウンターに戻るのに、研修が終わるのを待たずして送ってくるということは相当緊急なのだろう。

　嫌な予感しかしない。

「ち、ちなみに、内容物は……？」

　おそるおそる、アリナは職員に聞いた。彼女はギルド本部を案内していた時と同じように淡々と、想定しうる限り最悪の答えを口にする。

「イフール・カウンターが受注した、未処理の受注書です」

「……」

「イフール・カウンターのカウンター長から言こと伝づても預かっています。〝今いる人数じゃとても処理が間に合わないから、少し負担よろしく〟とのことです。通常、こういった書類紛失や情報漏ろう洩えいにつながるような行動は控えていただくのですが、今回は非常事態ということで許可しました」

　書類の扱いには十分注意するように。そんな研修担当職員の血も涙もない忠告がどこか遠くの方で響いていた。アリナは言葉を失い、白目を剝むく。

「な……なんだそれぇぇぇ────ッッ!?!?」

　研修の講義は絶対定時で終わるし、残業もない──そんな〝研修神話〟が、音を立てて砕け散った瞬間なのであった。
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　夕食後、ジェイドは絶望の影を落とすアリナたちを研修棟宿舎まで送り届けた。ジェイドにできることといえば、無慈悲にもイフール・カウンターから届いた大量の書類を運んでやることくらいだ。

（さすがにアリナさんたちの部屋に夜まで長々居座って、手伝ってやるわけにもいかないからな……）

　いつものイフール・カウンターでの残業とは状況が違う。黒いローブを身に纏まとうという〝死神〟の正体を見るためにジェイドも研修棟には泊まるつもりではあるが、受付嬢の泊まる部屋に入り浸るなど、社会通念上怪しまれるような行動は控えねばならない。

　まあ、イフール・カウンターにもまだ人の心は残っているのか、いつもの残業に比べたら遙はるかに少ない量だったことが、せめてもの救いだろう。ライラと二人であたればすぐ終わるはずだ。

（とはいってもアリナさん、一体どこまで不ふ憫びんなんだ……）

　昼間は仕事中毒者ワーカーホリツクにトラウマ級のダメージを与えられたばかりか、まさか〝定時確定〟の研修に来てまで残業をやるはめになろうとは。悪あく霊りようでも取り憑ついているのではないだろうか。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、遠くから軽快な足音がこちらに近づいてきた。

「いたいた！　私のカワイイ実験台ちゃん！」

　足音とともに、嬉うれしそうな声で物騒な言葉が飛んでくる。

　正直言ってあまり聞きたくないその声にジェイドは反射で逃げ出しかけたが、聴覚がその声を拾った頃には遅かった。逃げる間もなくジェイドの腕が何か柔らかいものでがっしりとつかまれる。

「捕っ獲～！」

　嬉うれしそうな声でジェイドの腕を抱きかかえたのは、ギルド本部研究班の精鋭、シェリーだった。

　ギルド内でも有数の器量よしと噂うわさされる整った顔を満面の笑みにして、彼女の豊満な胸が惜しみなくジェイドの腕を包み込む。が、ジェイドの口から漏れたのは長いため息だけだった。

　その理由は彼女が次に口にした言葉を聞けば明らかだろう。

「ね、ジェイド。ちょっと私の思いつきの仮説を立証するために、軽ーく実験台になってくれない？」

　ぱちん、とウインクまでかまして、とんでもないことを言ってくる。ジェイドはげっそりと顔をやつれさせて、シェリーの腕から逃れた。

「勘弁してくれ。絶対嫌だ」

　シェリーは遺レリ物ツクやスキル研究の第一線で活躍する優秀な研究者の一人だが、隙あらば体の丈夫なジェイドを実験台にしようと画策している、危険人物である。

「あらあらそんなこと言わないで。ちょーっとだけよ。ちょーっとだけね、この──」

　シェリーはごそごそと白衣のポケットをまさぐり、なにやら黒い石を取り出して、ジェイドに突きつけた。

「──この魔神核を体に埋め込んでみてほしいの」

「できるかッ!!」

　ジェイドは末恐ろしいことを笑顔で言ってくる無邪気な研究者から高速で距離をとり、顔を青ざめさせた。

「シェリー、さてはお前俺が人間だと思ってないな!?」

「実験台にしても特に問題はない実験台だと思っているわ」

「いや弁解にもなってないし問題あるからな！」

　ジェイドは体を震えさせシェリーが手の平でころころ転がしている魔神核を指さした。

「ていうかそれ、あんまり持ち歩いて見せびらかすなって言ってるだろ、シェリー」

　魔神の存在については、ギルド内部のごく一部の関係者にしか明かしていないのだ。見た目こそただのつややかな黒石でしかないが、シェリーほどの研究者が大切そうに持ち歩いていればいらぬ注目を集めてしまう。

「あら、こういうのは、へたにコソコソすると逆に目立っちゃうのよ──というのは冗談で、秘密厳守は徹底してるから心配しないで」

　にこり、とシェリーが形のいい笑みをつくった。

「バレたらお守りのパワーストーンって言うつもりよ」

　心配しかないのだが。

　とはいえこれまでの実績を考慮すると、魔神核の解析を任せられるのはシェリーだけだ。それに、彼女の長年の経験と天才的な研究者の嗅覚からくる〝仮説〟は侮あなどれない。実際シェリーは、〝魔神は殺した人間の数だけ神域デイアスキルを得る〟という、今後の戦いにおいて重要ともなる魔神核の謎を一つ解いている。

「……で、今度は何がわかったんだ？　俺はこれから訓練場に行くんだけど」

「あら忙しいの？　それはごめんなさいね。じゃあ今度にしようかしら」

　シェリーは残念そうに頰に手を添えた。

「まあ正直、今回の仮説は仮説というより妄想に近いから、上に報告する前に一回ジェイドで試したかったんだけど……」

「順番が逆なんだよな」

「仕方ないわ。気が変わったらいつでも私の研究室に来てね」

　うふ、と柔らかく微笑ほほえんで、シェリーが去っていく。

　彼女の魔の手から逃れたジェイドは、今後は寝込みを襲われないよう部屋の戸締まりだけはしっかりしようと心に決めつつ、訓練場に向かっていった。
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「うまく逃げられてしまったわね……」

　文句を言いながら、シェリーはギルド本部の研究室に籠もっていた。

　机上のランタンが照らすのは、握り拳大の黒石。魔神シルハが動力源としていた魔神核だ。

　シェリーはここ数ヶ月、魔神核の解析にかかりきりだったが、どうしても腑ふに落ちないことが一つあった。今日はその疑問を、ジェイドを実験台にすることにより解消したかったのだが。

　シェリーはじっと魔神核を見つめる。溢あふれた疑問が、ぽつりと口を突いた。

「どうして魔神核には神デイアの印が刻まれていないのかしら……」

　ここ最近気になっていることだ。

　先人たちが遺のこした遺産の一つである遺レリ物ツク。先人たちの超越的な技術や力によってつくられたもので、彼らを知るために遺レリ物ツクの研究は欠かせない。

　遺レリ物ツクには共通していることがある。そのどれにも必ず、太陽を模倣した八方位の魔法陣──神デイアの印が刻まれていることだ。創作者のサイン代わりのようなものだと思われている。

　白銀たちの証言によるとシルハや双子の魔神の顔には、確かに神デイアの印があったと言う。それはわかる。魔神は先人たちが創作した〝生きた遺レリ物ツク〟だからだ。

　同様に魔神核を先人がつくったのなら、魔神核にだって神デイアの印が刻まれていてしかるべきではないのか。なぜ先人は魔神核にだけ神デイアの印を刻まなかったのか。

「うーん、真っ黒だから見えないのかなぁ」

　シェリーはのんきに首をひねりながら、漆黒の石をじっと見つめた。

　闇を内包したような漆黒の石。光をも吸収してしまいそうなこの黒色は、しかし単なる着色によるものではない。

　よく見ると魔神核の中は大量の〝何か〟が蠢うごめいていた。それらが凝縮し、石を真っ黒に染め上げているのだ。

　魔神核の中でひしめき合うもの。それは、神域デイアスキルの魔法陣。

　まるで大量の羽虫が閉じ込められているかのような、気味の悪い光景だった。シェリーはその魔神核をじっと観察するが、やはり神デイアの印らしきものはどこにもない。

　そもそも、とシェリーは思う。いかな先人たちとはいえ、限りなく人間と同じものをつくることって可能なのだろうか。

　魔神は基本的に人間と変わらない姿形をしていて、自我も感情も持っていた。超越的な力と強い残忍性を持つものの、それ以外は人間とそう大して変わらなかったというのが白銀たちの抱いた感想だ。

　魔神が創作者である先人を自らの手で滅ぼしたことを考えると、魔神の自我と思考能力は独立している。悪く言えば、生みの親である先人たちでさえ、魔神の意思を操作することは不可能だったということだ。

　要するに、彼らは遺レリ物ツクというより、一個人の人間だった。

（そこまで、〝人間らしい〟遺レリ物ツクをつくる必要があったのかしら……？）

　先人たちは力を求めていた。これまでの調査で、彼らは力に対し非常に貪欲だったことがわかっている。

「力を求めて〝限りなく人間に近い遺レリ物ツクづくり〟に邁まい進しんした結果、その自我に介入できず滅ぼされました、なんてちょっとおっちょこちょいすぎない……？」

　それくらいのリスクは想定していそうなものだが。もちろん、想定した上で失敗したのだろうが、それにしたってお粗末すぎる。

　こういう時、シェリーは自分だったらどうするだろうと考える。ただ純粋に力がほしいなら、もっと自我も理性も感情もない忠実な操り人形を作るだろう。

　いや、そもそも、人間に近い何かをつくろうとした時、一から始めようとは思わない。もっとてっとり早い方法がある。

「人間を、遺レリ物ツク化──した方が早いわよね」

　その結果、力を与えることはできたがコントロールできず失敗した。そう考えた方が、筋が通っているような気がする。

　魔神核自体に力はないが、核を取り込んだ存在は絶大な力を持った遺レリ物ツクとなると考えれば、肉体にしか神デイアの印が現れないのも納得できる。

「うーん。もしかしてもしかしなくても、これ、あんまり触らない方がいい？」

　本当に今更すぎる可能性に辿たどり着ついて、あらあらとシェリーが苦笑した、その時だ。

「やあ、調子はどうかな」

　ふと後ろから声をかけられた。上司が進捗でも聞きに来たのかとシェリーは何気なく振り返って──そして言葉を失った。

　そこに立っていたのは、ギルドの研究員でも、職員でもなかった。

　頭からすっぽりと漆黒のローブを被かぶった男が、音もなく佇たたずんでいたのだ。

「な……」

　息が止まるような驚きよう愕がくに、一瞬思考停止した後。シェリーはすぐさま椅子から立ち上がり、置いていた魔神核を手に取った。

　黒いローブの人物は何も言わず、立ち尽くしている。その幽霊のような不気味な存在に、シェリーの心臓が激しく脈打った。

（まさか、黒衣の男……!?）

　気配もなく唐突に現れる、黒いローブを着た男──合致する特徴にシェリーは焦あせった。唯一の出入り口は黒衣の男の後ろにある。窓から飛び降りることもできるが、ここは三階だ。最悪死んでしまう。

　そもそも、多くの人の目があるこのギルド本部の中に、目立つほどの真っ黒な出いで立たちで一体どうやって侵入したというのか。

「……っ」

　シェリーはすばやく視線を走らせ、唐突に訪れたこの危機の打開策を必死に探した。

　ただの研究員であるシェリーは、ジェイドたちのように戦うすべを持たない。大声を上げて助けを求めるくらいしか──

「だ──」

　誰か、そう叫ぼうとした喉は、しかし言葉の代わりに短い空気を吐き出すだけだった。

　いつの間にか至近距離まで黒衣の男が迫っていた。彼の拳が、シェリーの腹部に容赦なく叩たたき込こまれたのだ。

　一拍遅れて鈍い痛みと息苦しさ。そして視界に星が飛んで──次には体が傾き、シェリーは床に倒れ伏した。力の抜けた手からコロコロと転がり落ちたのは、黒い魔神核。

　薄れゆく視界のなか、黒衣の男が魔神核を拾い上げた。シェリーが必死に伸ばした手も彼には届かず、意識は闇にのまれていった。





＊＊＊＊






「……どいつもこいつも、平和ボケしている」

　足下に転がる女をちらりと一いち瞥べつし、黒衣の男は吐き捨てた。

　視線はすぐに、手元の魔神核へと移る──かと思うと、男は魔神核を自らの左手に押しつけた。

「もうすぐだ……」

　ぽつりと、どこか寂しくつぶやいて。

　次の瞬間には、歯を食いしばり、魔神核を力の限り左手に押し込んだ。
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「……あのさ、特訓に付き合えっていうならわかるけどよ」

　ロウの不満そうな声が、夕時の研修棟エントランスにぽつんと響いた。

「なーんで俺らがこのボロい研修棟に泊まらないといけないんだよ……」

　しげしげとかび臭い研修棟を見回し、ロウは眉をひそめる。

「まあそう言うなって」

　ジェイドは苦笑しながら、今夜の寝床として用意してもらった部屋に向かった。

　エントランスからまっすぐ延のびている廊下を進んでいくと、いくつもの個室が連なる場所に出る。それらを自由に使っていいとのことだった。受付嬢たちの宿泊部屋は二階にある。

「な……なかなか雰囲気があるのです……研修棟……」

　後ろをついてくるルルリがごくりと生唾を吞のみ込こむ。

「ルルリ、怖かったら無理しなくていいって言っただろ」

「そういうわけにはいかないのです。何しろこの流れ……一人でイフールの宿舎に残っている方が怖いのです……！」

「まあ群れとはぐれた奴やつから幽霊の標的にされるのはセオリーだよな」

　ニヤニヤとロウがルルリをからかう。その脇腹にルルリの無言の魔杖ロツドがめりこみ、「ごふっ」とロウは黙らされた。

《白銀の剣》をはじめとするギルドの精鋭たちのために、大都市イフールの一等地に立派な専用宿舎が設けられている。ジェイドたちは普段そこを生活の拠点としているのだが、今日は研修棟に泊まってもらうよう二人に頼み込んだのだ。

　もちろん、もし噂うわさされる〝死神〟が黒衣の男だった場合に備えてである。

「しかし、噂うわさの〝死神〟が黒衣の男である可能性ね……そんな都合いい話ってあるか？」

　胡う散さん臭くさそうに眉をひそめるロウに、ジェイドはここ最近ずっと引っかかっていたことを説明した。

「百年祭の時、黒衣の男はハイツたちをギルドの地下牢ろうや地下書庫に侵入させただろ。それも正式な手続きを踏んで、だ。ギルド内部の人間である可能性が高い。となれば、黒衣の男がギルド本部敷しき地ち内を出入りしているかもしれない」

「まあそれは思ったけどよ～、地下書庫に地下牢ろうに、なんて言ったら、ギルド内部でも一部の人間に限られるぜ。それこそギルドマスターとか？　なーんて」

　冗談半分に言ってケラケラ笑ったロウは、しかしジェイドが一向にその言葉を否定せず、押し黙ったままの様子を見て、わずかに笑顔を凍らせた。

「……え、もしかしてリーダー、本気でマスターが黒衣の男だって思ってるのか？」

「可能性は捨てきれない。マスターが……グレン・ガリアが、黒衣の男だったら辻つじ褄つまが合うんだ」

「いやいやいや、さすがにそれは、ないんじゃないの？」

「そ、そうなのですよっ」

　ルルリが青い顔をして口を挟んだ。

「だってマスターは、今まで私たちと一緒に魔神をどうにかしようと必死だったではないですか。もしマスターが黒衣の男で、魔神を蘇よみがえらせようとしているなら、魔神を倒せるアリナさんを放っておく訳がないのです。行動が矛盾しているのです！」

「……」

　その指摘はもっともだ。グレンが黒衣の男だというなら、最初からアリナを魔神に関わらせるはずがない。だからこそ、ジェイドはグレンを疑いきれないでいるのだ。それに、心の底では彼が黒衣の男であることなどありえないと強く思っている。

「俺もルルリと同じ意見だね」

　顔を険しくして押し黙るジェイドを見て、ロウは慎重に言葉を続けた。

「けど、そんな矛盾はリーダーだってとっくに考えてるだろ。それ込みで、マスターの疑いが拭いきれないってことなら……一理はあるかもしれねえ」

「ふ、二人ともひどいのですッ！」

　ルルリはもはや怒気をあらわにして、眉を吊つり上げた。

「マスターは昔、私たち白銀を最後まで信じてくれた人だったじゃないですか……！　忘れてしまったのですか？　そんな人が黒衣の男なわけないのです！」

　昔。

　ルルリの言いたいことは、ジェイドもわかっていた。

　昔といってもわずか数年前の話だが──ジェイドをリーダーに据え、新しい《白銀の剣》が編成された時のことだ。

　今では誰もが一流のパーティーとして認められているジェイドたち《白銀の剣》も、最初から一流だったわけではない。思ったような成果が出ない期間もあった。

　当然、《白銀の剣》は成果を出せなければ解散させられる。

　現場を知らない事務畑の人たちにとってのわかりやすい成果が得られないたび、ギルド本部内では、《白銀の剣》のメンバーの見直し──すなわち総入れ替えが検討された。つまるところ、《白銀の剣》の現メンバーのクビである。

『もう少し待ってやろう』

　だがその胃が痛くなるような会議が開かれるたびに、そう言ってくれたのはグレンだった。

『誰しも最初から完璧にできるわけじゃない。成果がふるわないからってチャンスも与えずクビを切るってのは、長期的な目で見たら悪手だろう』

　グレンのフォローを、しかし当時の幹部たちは一蹴した。

『甘いですよ、ギルドマスター。〝すぐに成果が出せる一流〟だから、彼らは選ばれたのです。見合った成果が出せないのであれば、これは不適切な人選であり、早急に〝真の一流〟でパーティーを組み直すべきでしょう』

『《白銀の剣》にかけている金は決して少額ではありません。組織の長として、組織の金は正しい使い方をすべきです。お言葉ですが、元白銀だからといって少々甘く見すぎているのではないですか』

『経済班長の言う通りです。白銀の代表がいる前でこう言うのは気が引けますがね……今年の白銀は、歴代の白銀と比べてずいぶんと品質が悪いんじゃないですかね？』

　ちらりとジェイドを見て、そう言い放った幹部の顔。人間を値踏みするような、冷たい目だった。そういう目をしている人たちが、当時のギルド本部にはたくさんいた。

『俺はこれが正しい使い方だと思っている』

　厳しい意見が多いなか、グレンが力強くそう言い放ったのを、ジェイドは今でも覚えている。

『一流ってのは、最初から強い奴やつのことでもなければ、絶対失敗しない奴やつのことでもねえだろう。状況に応じ自分を調整できて、臨機応変に適応できる奴やつを一流と言うんだ。その点において、今の白銀メンバーが劣っているとは思えない』

『……』

『ただ強いだけの奴やつなんていくらでもいる。班長たちの言うことももっともだが……育てる覚悟もなく、都合良く即戦力だけを求めるのは、傲慢すぎやしないかね』

　グレンは常に《白銀の剣》を信じてくれていた。これだけは、確かに言えることだった。

　ジェイドはしばらく押し黙り、目を伏せた。

　グレンが黒衣の男である──その可能性を一番否定したいのはジェイドだった。

　彼がいなければ、あるいは違う誰かがギルドマスターだったら、ジェイドたちはとっくに白銀を解散させられ、今はなかっただろうからだ。

　だが、百年祭の日にちらりとかすめた不安は、昼間のフィリの表情を見て一層強まっていた。

「まあ、今の時点では根拠のないただの可能性だ。黒衣の男を捕まえれば全てわかる」

　ジェイドの吐き捨てるような言葉に、ルルリもロウも口を閉ざした。

　胸くそ悪い。

　そういう感情が、自分でも珍しく抑えきれなかった。少なくともここにいる三人はグレンを仲間だと思っている。グレンがあの時白銀を信じてくれたように、白銀もグレンを信じたいのに──

　胸を渦巻く嫌な予感は、どうやっても消えてくれなかった。
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「なんで……なんで研修に来てまで残業しなきゃいけないのよ……！」

　研修棟宿舎の一室。宿泊用に割り当てられたその部屋で、アリナは低い声を絞り出した。

　石造りの古びた部屋はかつて相部屋として使われていたのか、寝具が複数設置されている。他に簡素な机と椅子、小さな戸棚が用意されているだけで、数日間生活するための必要最低限のものしかない。

　そう、ここは寝るための部屋だ。それ以外の用途は考えられていない。そもそも今は研修中の身であり、明日の講義に備えて早めに就寝し、英気を養わねばならないのだ。

　しかし今アリナの目の前には、あと数時間は寝ることを許さんとばかり、未処理の受注書がうずたかく積まれていた。そのお馴な染じみすぎる光景にアリナの目はギラギラと殺気を放ち、獣の如ごとく歯をむき出していた。

「あんの……あんのクソカウンタァァァ長ォォォォ……!!」

「せ、先輩……！　おばけより怖い怨念を放出するのはやめてください……！」

　書類を挟んで向かいに座るライラが、怯おびえた様子で身を震わせる。かまわずアリナは手近の書類をふん摑づかみ、天に向かって吠ほえた。

[image: ]

「研修で残業なんて聞いたことないわよ────ッッ!!」

　叫び終えると、一転して机に突っ伏し、情緒不安定にほろほろと泣き崩れる。

「研修に行けば身の安全は保証されるんじゃなかったの……？　私の定時……私の定時がぁぁ……っ」

「先輩……」

　アリナの悲痛な姿に、ライラが心苦しそうに眉尻を下げる。

「でも、でも、これ片付けないと、もっと地獄ですよ……」

「……わかってる」

　のそり、と顔を上げ、アリナは覚悟を決めた。

　超大型の新ダンジョンが発見された初日に、すでに現場人数では追いつけないほどの受注が殺到している。これはすなわち、研修を終えてイフール・カウンターに戻る頃にはさらに情報を得た冒険者が押し寄せ、すでに地獄絵図が完成しているということだ。その地獄を少しでも緩和するには、この未処理書類を片付けるほかない。

「泣いてたって未処理書類はなくならない……！　やるわよライラ」

　ざ、と机に向かい、アリナは羽根ペンを構えた。

　向かうは山と積まれた書類たち。無慈悲にもイフール・カウンターから送りつけられてきた敵兵である。

「はい、先輩……！」

　ライラも物々しい空気で背筋を伸ばしている。さながら戦場に赴く騎士のそれである。

「研修が終わってイフール・カウンターに帰ったら修羅場が待っている……この未処理書類は今日この場で倒す!!　いくわよ!!」

「了解しました、先輩！　私より先に寝ないでくださいね！」

　叫び、すぅ！　とライラが取り出したのは、小さな皿だった。

「いやなにそれ」

「盛り塩用のお皿です。持参しました！」

「は？」

　言うなりライラが、机の四隅に皿を置き、どこからか取り出した塩をいそいそと盛り始めた。

「先輩知らないんです？　悪あく霊りようから守る手段としては盛り塩なんてジョーシキですよ。ジョーシキ」

「いやそういうことを聞きたいんじゃなく……ていうか普通部屋の四隅に盛るんじゃないの？　なんで机の上……邪魔なんだけど」

「邪魔とか言わないでくださいよー！　万が一おばけが襲ってきても、すばやく手が届くように机に盛っているんです！」

「……」

　いろいろと間違っている気がするが、まあ気の済むまでやらせておくかと途中で諦めて、アリナは受注書に向かうのだった。
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「っていうことが百年祭でありまして、それはそれはすばらしい体験を──って、あれ、先輩？」

　恐怖を紛らわすためにペラペラ喋しやべっていたライラは、ふとアリナからなんの応答もないことに気がついた。

　先程までは「そう」とか「へー」とか百二十％聞いてないであろう棒読みの相づちがまだ返ってきていたのだが。ライラが怪け訝げんに思って顔を上げると、珍しくアリナが机に突っ伏して寝ていた。

　たちまちライラは青ざめる。

「ちょちょちょちょっと私より先に寝ないでくださいって言ったじゃないですかあああああ!!」

　ライラは処理途中の受注書を放り出し、叫び声を上げてアリナの肩を揺さぶった。しかしアリナは相当疲れていたのか、すやすやと安らかな寝息をたてて起きる気配がない。

「う、うう、そんな、なんで、今日に限って……！　いつもなら私の方が早く力尽きるのに──」

　言ってる途中で、は、とライラは気づいた。

「そうだ、私、昼間たっぷり寝たからだ……」

　講義中、特に昼食後の満腹時には、ライラはその退屈な内容に耐えきれず結構思いきり寝ていた。そのせいですでに深夜だが全く眠くないのである。

「昼間の居眠りがこんなところで仇あだとなるなんて……いやいや、そうじゃない、先輩、先輩ってば……」

　アリナが起きている間はなんとも思っていなかった部屋が、途端に怖くなる。あまりに心こころ許もとない灯あかりしかない、薄暗い部屋。軽率に広がる闇。ベッドの下の影。わずかに開いた戸棚の隙間の向こう側──

「せ、先輩、先輩……！」

　もうほとんど涙目になって、ライラは眠りこけている先輩の背をばしばし叩たたいた。

　その時だった。

　──ひた。

　ふと、そんな音が聞こえた。

　それは、確かに誰かの足音だった。それも冷たい石の廊下を、裸足はだしで歩いているかのような妙な足音だ。

「……！」

　は、とライラは息を吞のんだ。根拠もなく、全身に鳥肌が立った。

　──ひた、ひた。

　足音はゆっくりと近づいている。ライラは息を止めた。その足音の正体に存在を気づかれてはいけないと、本能がそう警告を鳴らしていた。ライラは手を止め、息を殺し、その足音が通り過ぎてくれることだけを祈った。

　しかし……

　──ひた。

　足音が止まった。ライラたちのいる部屋の前。

「……あ……」

　思わず声が漏れてしまう。見たくないのに、視線がドアへと吸い寄せられていく。ドアノブがゆっくりと回っていく。

「あ……！」

　ガチャ

　鍵をかけていたはずのドアが、勝手に開いた。そんな馬鹿な。ライラの視点はもうそこに固定され、目をそらすことも瞑つぶることもできなかった。

　きぃぃぃ……

　やがて勝手に開いたドアの向こうに──人はいなかった。

「え──」

　ぞっと鳥肌が立った。その瞬間。

「にくい」

　耳元で、そんな低い声が聞こえた。

「ぎっ」

「にくい。にくい。にくいにくいにくいにくいにくいにく」

「ぎにょあぁぁぁぁぁあああ──────ッ!!!!」

　ついに恐怖の臨界点を超えたライラは、悲鳴を上げた。パニックで目をぐるぐるにさせながら、無我夢中でふん摑づかんだもの……机の四隅に盛っていた塩を、標的も見ずに背後に向かって叩たたきつけた。

「悪あく霊りよう退散！　悪あく霊りよう退散！　悪あく霊りよう退散！！！」

「……うるっさ……」

　もぞ、視界の端で動くものがあった。机に突っ伏して寝ていたアリナがようやく起きて、顔を上げたのだ。

「う、しまった寝てた……？　って何これしょっぱ……塩？」

　頭にふりかかっているものに気づいてアリナが眉根を寄せている。ライラは起き上がろうとする少女の背後にいる〝それ〟に気づいて、悲鳴を上げた。

「アリナ先輩……う、うし、うしろ……！」

「後ろ？」

　言われて振り向いたアリナは、ようやく〝それ〟を目にした。

　ぼうっと不気味に立ち尽くす、男の幽霊を。

「不法侵入……？」

「いやどう見てもおばけですよ！！！」

　ライラはもはや腰が抜けていたが、体に染しみついたクセで全力のツッコミを入れる。いつの間にか周囲では積み上げていた受注書がふわりと宙に浮き、空気の爆はぜるような嫌なラップ音が、部屋中で響き渡る。

　そんな騒々しい景色のなかで、アリナは寝ぼけたようにぼんやり男と見つめ合っていたが、やがてふっと邪悪に口角を吊つり上あげた。

「なるほど。つまり冒険者だの魔神だのの次は、おばけまで、私の残業の邪魔しようってワケ……」

　言うなり、アリナは拳を握り締め腰を深く落とす。

「ア、アリナ先輩？　え、ちょ、なんか寝ぼけてません？」

「おばけが怖くてぇ……」

「ちょちょちょちょ」

「深夜の職場で、残業ができるかぁぁぁ────ッッ！！！」

　アリナの叫びとともに叩たたき込こまれた正拳突きが、男の幽霊の土手っ腹にめりこんだ。おばけはたちまちくの字に折れて、真後ろの壁に叩たたきつけられる。瞬間、男の首根っこから何か白い影が飛び出て、霧のように溶け消えていった。いつの間にか浮かび上がっていた受注書たちが力尽きたように落下し、バチバチとうるさかった音もぴたりと止まる。

「うそでしょ!!??」

　ライラは目を剝むいた。

　まさか除霊したのか？　あんな物理的な方法で？

「残業の邪魔なのよ……」

　いろんな意味で混乱するライラの一方で、アリナは憎らしげにそう吐き捨てると、むにゃむにゃ言いながらまたお行儀良く机に座り、突っ伏して寝息を立て始めてしまう。

「……う、うそ……殴おう打だ？　え、ほんとに、幽霊……？」

　ライラは床にへたり込みながら、しばらくそうして、彼女の平和な寝息を呆ぼう然ぜんと聞いていた。あまりに物理的に除霊されてしまい、本当にあれが幽霊だったのかどうか、少しだけ自信がなくなるのだった。

「……っ、アリナ先輩、起きてください！」

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたライラは、はっと我に返り、慌てて二度寝を決めるアリナの肩をゆさぶった。

「んあ？」

　今度こそ目を覚ましたアリナが、ぼんやりと頭を上げる。彼女のふわふわした視線がライラから手元の書類に向いた瞬間、アリナは雷が走ったかのように飛び起きた。

「しまった寝てた！　残業が！」

「そんな場合じゃないですよ、見てくださいよあれ！」

　アリナに一発で殴り倒された男を指さすと、釣られて目を向けたアリナが怪け訝げんに眉を寄せる。

「誰」

「おばけ……かもしれない人ですっ」

　自分でもよくわからない曖昧な説明をしつつ、ライラはアリナの腕を抱えてむりやり立たせた。

「おばけぇ？　ただの人みたいだけど。いやただの人がそこで伸びてるのもおかしいけど」

「とりあえず、ジェイド様を呼んできましょう。事情は行きながら説明しますからっ」

　言いながら、ライラはアリナを強引に引っ張っていく。部屋を出る時、再度ちらりと伸びている男に目を向けた。足はある。体も透き通っていたりしない。見るからにただの人間だが──部屋に入ってきた時の様子は明らかに異常だった。
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「……ライラ、ちょっと動きづらいんですけど」

　深夜の宿舎の廊下を歩きながら、アリナは顔をしかめた。

　アリナの腰にひっついて離れようとしないライラのせいでなかなか早く歩けないのだ。

「嫌です嫌です離れたくないですううう」

　しかしむりやり離そうとするアリナに抵抗して、ライラも必死にアリナの腰にしがみつく。

「もうおばけ消えたんでしょ？　なにもいないから大丈夫よ」

　ライラにたたき起こされ、アリナは先程の出来事を聞いていた。どうやら寝ぼけてアリナが幽霊を殴り倒したらしい。んな馬鹿な、と思ったが、実際部屋の中は物があちこちに散乱して何な故ぜか塩が振ふり撒まかれ、そして見知らぬ男が伸びていた。半分くらいはライラの言うことを信じることにしたのだ。

「全然大丈夫じゃないです！　だから言ったじゃないですか！　おばけが出るって！」

「ただの不法侵入じゃないの？　まあそっちの方が問題だと思うけど」

　とはいえ、本当に不法侵入だったら抵抗もなく真正面から殴られたというのもおかしい。スキルを発動しなければアリナは一応一般女子と同程度の筋力なのだ。

（は、まさかうっかりスキル発動してないわよね……!?）

　恐ろしい可能性に気づいたが、確認する勇気はない。まあライラの動転から考えるとそれほど心配しなくても良さそうだ。

「なんで肝心な時に寝ぼけてるんですか～もぉ～」

「だ、だから今からジェイドのとこに行ってやってるんでしょっ」

　ひとまずアリナとライラはジェイドの部屋を目指していた。おばけにしろ不法侵入にしろ、このままあの部屋で寝るというわけにもいかないだろう。

「こういう時はですね、集まった方がいいんです。なるべく有力人材で！　そしてただビビるだけの人間は有力人材の集団に属しておくことで高確率で生存ルートに入れるんです」

「有力人材って……褒め言葉なの、それ？」

「とにかくこのことをジェイド様に報告するのがベストです」

　アリナがじとっと睨にらむも、ライラは構わず人差し指を立てた。

「アリナさん一筋のジェイド様なら今夜は喜び勇んで一晩中寝ずに見張ってくれるはずです。盾役タンクなのでいざという時は盾になってくれますし、ジェイド様はなんだかんだ死にそうにないですし……なによりイケメン・最強でありながらその力に驕おごらない主人公体質の彼は、呪い殺されるキャラポジではない！　対幽霊においてかなり心強いではないですか。ギルド最強盾役タンクの御方に守ってもらいましょう」

「ライラ、汚い算段が最初から最後まで口から出てるわよ」

　そうこうしているうちに一階のジェイドの部屋に到着し、ドアを叩たたいた。

　が、数分待っても反応がない。

「寝てる……？」

「ま、まさかおばけにやられちゃったんじゃ……！」

　ライラがぶるぶる唇を震わせ、最悪の可能性に血の気を引かせていた。

「さすがにおばけにやられるほど弱くはないでしょ──」

　そう言った時、ふと視界の端がチカチカと光っていることに気づいた。気になって振り向くと、窓の向こうの夜空がたまに赤く明滅している。

「あれ、訓練場のある方角でしょうか」

　アリナの視線に気づいてライラも窓の外を見ている。そういえば今日の夜は訓練場でスキル練習をする、とかジェイドが言っていたことを思い出した。

「訓練場にいるかも」

「ええっこんな夜中にですか？」

「遠い……呼びに行くのめんどく」

「行きましょう!!」

　げんなりするアリナは、ライラに引っ張られて強制的に訓練場を目指すことになった。





29






「うくっ……」

　二度目の複合スキルを発動させたところで、ジェイドは膝をついた。

　訓練場に放出されていたスキルの光がたちまち消えていき、辺りを静寂と薄闇が押し包む。一応魔法光による照明があるが、闘技場を模してつくられただだっ広い訓練場では、夜闇の方が勝ってしまう。そもそも真っ暗な夜に使うことを想定されていないのだから当然だが。

　ジェイドの全身に汗が浮き、肩で荒い息を繰り返す。体の表面は熱いのに芯の奥はぞくりと冷たいこのスキル疲労の感覚も、もう慣れた。

　複合スキル。

　超シグ域ルススキル同士を掛け合わせ、強力なスキル効果を発動させる技だ。場合によっては神域デイアスキルにすら対抗しうるものである。

　ジェイドは複合スキルを修得してから、ほぼ毎日修練を行っていた。複合スキルがもたらすスキル疲労に、体を慣れさせるためである。

　複合スキルは強力故に消耗が激しい。複数のスキルを同時に扱うため、重度のスキル疲労に達しやすい諸もろ刃はの剣であり、実戦で扱うにはあまりに不安定すぎる。

「もう一度……」

　立ち上がろうとした視界が、しかしぐらりと揺れる。

　やりすぎたか。そう思った時には、訓練場の冷たい床にひっくり返っていた。

　満天の星がぐるぐる回転している。平衡感覚が狂って立ち上がれない。寝っ転がっているのに宙に浮いているような変な感覚。ジェイドは脳が伝える全ての感覚を閉ざすように、きつく目を閉じた。

　複合スキルで、魔神と戦えるようになりたい。

　百年祭の日、ジェイドは強くそう思った。楽しみにしていた百年祭を蹴ってまで、ジェイドたちと魔神戦に臨んでくれた、アリナの顔を見たその時から。

（……アリナさんを、魔神に対する唯一の切り札にしたくない……）

　それには自分が強くならなければいけない。なぜなら彼女は、ジェイドたちのために魔神と戦ってくれているからだ。

　──〝ジェイドはさ、死なないでよね〟

　百年祭の日、アリナがぽつりとつぶやいた言葉がずっと脳裏に残っている。

　冒険者の魂を弔う鎮魂儀で、アリナはシュラウドという故人を見送っていた。あれほど冒険者嫌いのアリナが偲しのぶ人だ。きっと、大切な人だったのだろう。彼の死がアリナに何かしらの大きな影響を与えていることは、間違いない。

　ジェイド〝は〟死なないでね。シュラウドは死んでしまったけど。

　ジェイドにはアリナが、そう言っているように聞こえた。願いでも祈りでもなく、悲鳴のような。最強の力を持った彼女のたった一つの恐怖だ。誰かが死ぬということに、アリナは怯おびえている。

「……っ」

　拳を握りしめ、奥歯を嚙かみしめた。だから、こんなところで伸びている場合じゃないのだ。彼女が安心できるくらい強くならなければ。ジェイドは激しいめまいが早く通り過ぎるよう、さらにきつく目を閉じて──

「ちょっと。なにこんなとこで寝てるの」

　涼しい声がして、は、とジェイドは目を開けた。

　いつの間にか回転が止まった夜空に、こちらをのぞき込む少女の顔がある。夜闇よりも黒いつややかな髪と、宝石のように気高く輝く翡ひ翠すいの目。むっつりと引き結んだ唇。

「ア……アリナさん!?」

　ジェイドは思わず声を上げて飛び起きた。

「なんでここにアリナさんが……」

「ジェイド様！」

　アリナの脇から飛び出してきたライラが、顔を真っ青にさせてジェイドの顔をのぞき込んだ。

「おばけです！　おばけが出たんです!!」

「おばけ？」

　いぶかしむジェイドに、ライラが説明を始めた。
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「こいつ……ギルド本部の職員じゃないか？」

　アリナたちはジェイドを連れて部屋に戻り、改めて室内を調べていた。部屋に転がる男を手近な布で縛り上げたジェイドが、ふと気づいたように声を上げる。

「職員？　制服じゃないようだけど」

「この顔、見覚えがある。ギルド本部に勤務している事務員だ」

「じゃあやっぱり、おばけでもなんでもなくてただの不法侵入じゃない」

　全くお騒がせな、とため息をつくと、ジェイドが意外なことを言った。

「いや……低級の魔物の仕業だな」

「魔物ぉ？」

　ジェイドの分析にアリナは眉根を寄せた。

「アリナさんが殴ったら白い影みたいなのが飛び出て、霧散していったんだろ、ライラ」

「え、ええ！　見間違いではありません！」

「魔物特有の消滅現象だ。物や生き物に憑ひよう依いするタイプのゴーストあたりじゃないかな」

　そう言いつつも、ジェイドの顔から懸け念ねんの色は消えない。

「基本取り憑つかれても脅おどかせば逃げていくし、憑ひよう依い先が強い衝撃を受けると消滅する程度の低級魔物だ。危険度の高くない魔物なんだが──」

　問題はそこじゃない、とジェイドが腕組みする。アリナもジェイドが言わんとしていることがわかり、顔をしかめた。

「なんでギルド本部内に魔物が出るのよ。元ダンジョンだったとはいえ、灰の城塞は完全攻略したんでしょ」

　全階層に誕生した階層フロアボスを全て討伐することで、ダンジョンに棲すみ着いた魔物は去っていく。これが〝完全攻略〟だ。すでにその状態となって十五年も経たっているギルド本部に、魔物が残っているはずがないのである。

「ああ。それに、ゴーストみたいに弱すぎてダンジョンの縄張り争いに勝てない魔物は、そもそもダンジョンにすらいないことの方が多い。誰もいない場所でひっそりと潜んでいるのが普通で、もちろん人間の領域にも入ってこないはずなんだが……」

　そのはずが、研修棟に現れた。それがジェイドの懸け念ねん点だろう。

「まあ、おばけの正体がわかったなら、もういいでしょ」

　やれやれと息をついて、アリナは散乱した物を片付け始める。ライラもそれを手伝いながら、不安そうに眉尻を下げた。

「でもでも、ゴーストとはいえ、そんなのがギルド本部にいるなん、て──」

　乱れたカーテンを直そうとしたライラが、はた、と窓の外を見て口を止めた。数秒硬直したあと、壊れた人形のようにぎぎぎぎぃ、と首をアリナに向ける。

「……先輩、今の見ました？」

「何を？」

「なんで強者に限ってこういう肝心なものを見ないんですかああああ見ろおおおおおお!!」

「いやそう言われても……何かいたの？」

「くくく黒い影が……！　し、死神が！」

　ライラの叫びに、いち早く動いたのはジェイドだった。

「死神……！　黒衣の男か!?」

　ジェイドはライラの指さす窓に駆け寄るなり、たかが幽霊相手になんのためらいもなくスキルを発動させた。

「スキル発動〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉！」

　躊ちゆう躇ちよなく発動された赤いスキル光に、ライラが驚いて後ずさる。ジェイドは超シグ域ルススキルによって高まった五感を使い、夜闇に沈む外をじっと観察した。

「……確かに、外を誰かが走ってるな。一人か」

「し、死神ですか!?」

「わからない。ちょっと見てくる」

「ええ!?」

「アリナさん、ルルリとロウを起こしてきてくれないか。研修棟の一階の部屋にいる。ライラは人を呼んで、そこで伸びてる男から事情を聞いてくれ」

　言うなりジェイドは窓を飛び越えた。

「ちょ、ここ二階ですよ！」

　ライラの注意も聞かず、ジェイドは器用に石壁の突起を蹴って地上に降り立った。階段も使わないとはよほど〝死神〟が気になるのだろうか。月明かりに浮かび上がるジェイドの銀髪は〝死神〟を追いかけて消えてしまった。

「い、行ってしまいましたね……」

「そうね」

　肩をすくめ、言われた通りルルリとロウを起こしに向かう。正直言ってもうこのおばけ騒動はどうでもいいから押しつけられた未処理書類を片付けたい。

「ひ、一人にしないでください先輩……！」

　ライラが再びアリナにひっついた。
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　ジェイドは〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉から得られる情報を頼りに〝死神〟を追いかけた。

「ッ、待て!!」

　ようやく肉眼で目標を捉えた。夜闇に溶け込む漆黒のローブをふわりと翻ひるがえし、駆けていく〝死神〟の背が見える。ゆるりとしたローブのせいか体格は大きく見えた。

（くそ、追いつけない……！）

　異様に足が速い。重量級の大盾を背負うジェイドはこれ以上スピードを上げられなかった。だが、ここで逃がしたくない。

　ジェイドは、目の前で疾走するそれが噂うわさされる死神なのか、この世ならざる存在のものかどうかは、どうでもよかった。ただ一つ、漆黒のローブを纏まとった者──その正体が、黒衣の男かもしれないという可能性を考えていた。

　地下牢ろうの脱獄と地下書庫への内通。明らかにギルド内部で一定の権力を持つ者にしかできない所業。ギルドと黒衣の男の間に何かしらの関係があるのは間違いない。昔からギルド本部内で見かける漆黒のローブの〝死神〟は、黒衣の男のことなのではないか。

（逃げられる……！）

　異様な俊足を見せる〝死神〟は、ジェイドの思いと裏腹にみるみる距離を開けていき、突き放していった。やがて〝死神〟が暗闇の奥へと消えていく。

「……くそ」

　ジェイドは一度足を止めた。脚力では逃げられたが、ジェイドの〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉は今なお〝死神〟の動きを捉え続けている。五感が拾い上げる情報に集中し、意識のなかで〝死神〟を追う。

「……！　これは──！」

　は、とジェイドはあることに気づき、次の瞬間には駆け出していた。

〝死神〟はアリナたちのいる研修棟に戻ろうとしていたのだ。
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「ふむぅ……しにがみさん、ですか……？」

　部屋から出てきたルルリが、寝ぼけ眼をこすりながらライラの話を聞いている。その光景を見ながら、アリナも欠伸あくびを一つした。

　だぼっとした大きめのパジャマ姿のルルリは、背丈ほどもある大きな抱き枕を抱え、半分夢見心地である。ルルリはジェイドの隣の部屋で寝ていて、おそらくロウも近くの部屋にいるのだろう。もちろん彼ら《白銀の剣》には専用の宿舎がイフールにあって、研修棟の宿舎に住んでいるのではない。ジェイドに合わせて研修棟で寝ていたということは、《白銀の剣》として〝死神〟の対応に当たるつもりだったということだろうか。

　どうしてそれほどまで〝死神〟を警戒しているのだろう、とは疑問に思ったが、アリナはすぐにどうでもよくなった。

（はぁ……押しつけられた受注書も全然終わってないし、眠いし、早く部屋に戻りたい……）

　げんなりと肩を落とした時、ふわり、と何かが闇の奥で動いた気がした。

「？」

　念のためランタンの狭い灯あかりで照らしてみるが、何もいない。

　だが、タッタッタ、という軽快な足音が、かすかに通路の奥へと駆けていくのが聞こえた。

「？　ロウ？」

　アリナは首をひねる。ルルリは今、ライラの要領を得ない説明を寝ぼけながら一生懸命聞いている。だからこの足音はロウのものだろうとアリナは思った。彼はいつも真っ黒い服を着ているから闇に紛れて見えなかったかもしれない。

「ちょっと……」

　アリナは足音の向かった方へ歩いていった。ジェイドたちの寝室が集まる一角から通路を進んでいった先は、研修棟のエントランスホールだ。

　ここだけ吹き抜けになっていて、悪趣味な怪物の像がぽつんと建っている場所。アリナはランタンで周囲を照らしながら軽く探索したが、結局ロウを見つけられず、戻ろうとした──その時だ。

「アリナさん？」

　聞こえたのはロウではなく、ジェイドの声だった。

　ジェイドがエントランスホールに駆け込んできたのだ。相当走り回ったのか。額には汗が噴き出て、肩で荒い息をしている。

「なんだジェイド、戻ってきたの。今ルルリを起こしたとこだけど──」

「〝死神〟がここに入ってこなかったかっ？」

「え？　見てないけ、ど──」

　言葉の途中で、アリナは口を止めた。視界の端に、ふっと黒い物が映ったからだ。

　いつの間にか怪物の像のすぐ横に、黒いローブを着た〝死神〟がひっそりと佇たたずんでいた。

「……！」

　目を見開き一瞬硬直したジェイドが、慌ててアリナを下がらせる。先程エントランスホールを見た時はいなかったのに。アリナはそこでようやくぞくりと寒気がした。〝死神〟はただ静かに、ゆっくりとジェイドを振り向いた。

　ローブの向こうの漆黒から、じっと静かな視線がジェイドを刺している。〝死神〟は防具も武器もなく、沈黙して佇たたずんでいるだけなのに、心臓を鷲わしづかみにされたかのような緊張感が張り詰めた。

「……何者だ」

〝死神〟の得体の知れぬ威圧感のなか、ジェイドが鋭く問う。だが〝死神〟はジェイドの問いに答えず、代わりにすっと怪物像に手を置いた。

　そして、小さくこう言った。

「──私が、〝黒衣の男〟だ」

　抑揚のない声でそう言った瞬間、エントランスホールの石畳を鋭い光が駆け巡った。カッと放たれたのは、巨大な魔法陣。

「しま──」

　ジェイドの短い声。それを聞いた時には、奇妙な浮遊感に襲われていた。

　エントランスホールの底が抜けたのだ。

「ッ！」

　ジェイドとアリナは、抵抗することもできず、そのまま落下していった。
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「痛っつつ……」

　アリナは腰をさすりながら上半身を起き上がらせた。

「ここどこ……？」

　周囲を見回すと、そこは薄暗く、古くさい石造りの通路の途中だった。

　通路は一本道で、道幅は広く、天井は高い。アリナのつぶやきも薄闇の向こうに吸い込まれていく。空気は冷えて湿っていて、まるでダンジョンみたいだな……と思っていると、お尻の下から呻うめき声が聞こえた。

「う……アリナさん、無事か……？」

「どぅわ!?」

　思わず声を上げて飛とび退のいた。そこでようやくアリナは、ジェイドを下敷きにしていたことに気づく。

「え、ごめん、ちょっと、あんたこそ無事なの？」

　おそらく落下の衝撃からアリナをかばってくれたのだろう。仰向けに倒れているジェイドの腹を指でつついてみた。もしかして、お尻で踏み潰して重傷を負わせてしまったのだろうか……少しだけヒヤヒヤしたが、しかしジェイドはゆっくりと体を起こした。

　ほっとするアリナの前で、軽く頭を振りながらジェイドが何やら悔しそうにつぶやく。

「く……！　もう少しあのまま、アリナさんの下敷きになっててもよかったかも……！」

「一生寝てろ」

「冗談です」

　拳をつくり、心の底から後悔してる様子のジェイドを一蹴して、アリナは立ち上がり天井を見上げた。

「落ちてきたはずだけど……穴は塞がってるみたいね」

　天井は暗く、先の見えない闇に覆われている。今日の強い月明かりも一切見えなかった。

「典型的なトラップだな。あの悪趣味な石像はトラップの起動装置か……油断した」

「油断もなにも、元ダンジョンとはいえギルド本部にトラップが残ってるって方がおかしいんですけど……施設の安全管理どうなってんの？」

　トラップが発動したのは研修棟として使っている建物である。時間が時間なら、何十人という受付嬢が根こそぎトラップにはまることにもなっていたのだ。

「防犯のためにあえて落とし穴トラップを残したとも考えられなくもないが……それより誰も今まであのトラップに気づけなかったと考える方が自然か……？」

「でも、あの〝死神〟は思いっきり意図的に作動させてたわよ」

「……黒衣の男……」

　ジェイドは数秒沈黙したが、すぐに首を振って諦めた。

「今考えてもわからない。それより、ここから脱出する方が先だ」

　一理ある。アリナは改めて自分たちが落ちてきた場所をぐるりと見回した。

「ここ、地下……なのよね。ギルド本部に地下があるなんて初めて知ったけど」

「俺もだ。ギルド本部──いや灰の城塞だった時から、地下階層があるなんて話はなかったはずだ」

「じゃあここはなんなのよ？」

「……地下であることは確かだ。だが今の今まで、この地下の存在が誰にも言われてこなかったってことは……」

　一度言葉を切り、ジェイドは顎に指をあてて続けた。

「……ここ、灰の城塞の隠し階層かもしれない」

「かっ、……隠し階層!?」

　彼の口から出てきた言葉に、アリナは驚きよう愕がくする。

　ダンジョンの階層は基本階段でつながっているが、出入り口を巧妙に隠された地下階層がごく稀まれに存在する。たいていは地上階よりエーテルが濃く、その分強い魔物が寄り集まり、隠し階層だけ攻略難易度が跳ね上がるのだ。

　だが、問題はそこじゃない。

「ちょっと待ってよ。〝今まで誰も気づかなかった隠し階層〟ってことは、この階層、まだ攻略されてないってこと？　新しい攻略対象になるってこと!?」

「……そうなるな。灰の城塞の完全攻略は一回取り下げられて、未攻略ダンジョン扱いになるんじゃないか？」

「い、いやいやいやいやいや、全然笑えない冗談やめてくれる？」

　アリナは大おお袈げ裟さに肩をすくめ、むりやり口角を吊つり上あげた。

「だって世の中はすでに別の新ダンジョンが見つかっててんやわんやなのよ。はるか昔のうっかり攻略し忘れダンジョンなんかに付き合ってる暇ないんですけど？」

「……」

　沈痛な面持ちをしたジェイドが、無言でつ、と視線をそらした。

「ちょっと……ねえやめなさいよその顔……！　こ、ここだって、どうせ、ギルドが秘密裏につくってる緊急脱出用のなんか、そういうやつでしょ？　ほらあの、お偉いさんがこっそり脱出する時に使うような、ああいうやつ！」

「ギルドの緊急脱出経路なら俺も知ってるが、通路じゃなくて転移装置クリスタル・ゲートだぞ」

「……」

「アリナさん。残業キツかったら俺いくらでも手伝ってやるからな」

「だからいつもいつも何でこうなるのよ……ッ！」

　アリナは慟どう哭こくとともに膝から崩れ落ちた。

「研修から帰ったら新ダンジョンとうっかり未攻略ダンジョンの二重の地獄が待ってるってこと……!?　やだやだやだやだ帰りたくない、帰りたくないよ……！」

　震える声を必死に我慢して、アリナは膝をかかえてしくしく泣いた。

「残業解消の希望は重度の仕事中毒者ワーカーホリツクに打ち砕かれるし、押しつけられた残務はおばけに邪魔されるし、新ダンジョンは一日で二つも発見されるし……もうやだ心折れる」

　取り乱すアリナに、ふとジェイドが意外なことを言った。

「いや。もしかしたらここ、すでに攻略されているかもしれない」

「え？」

「エーテルの匂いがほとんどしない。地下階層なら、もっと濃くていいはずだ」

「……じゃあ、すでに誰かが、階層フロアボス倒してるってこと？」

「その可能性がある。まあ、そうなってくるとそれはそれでまた謎なんだけど」

　難しい顔をしてジェイドは唸うなった。

「もし、誰かが階層フロアボスを倒していたのなら、どうして地下階層の話が誰にも伝わっていないんだ……？」

　ジェイドが怪け訝げんに首をひねったその時。カツン、と小さな足音が石造りの通路に響いた。

「！」

　は、とアリナは身を強こわばらせる。ジェイドがすばやくアリナに目配せし、人差し指を立てて口元に当てた。複数の足音がこちらに向かっているようだ。

「……足音は二人分だな……」

　押し殺した声でジェイドが状況を伝える。この隠し階層に迷い込んだ人が他にもいるのか、それともゴブリンのような二足歩行系の魔物か。

　一本道の通路の奥から、足音は徐々に近づいてきた。ジェイドが大盾を構え、音もなく腰の剣を抜く。気配が近づいてくるにつれ、同時にゆらゆらと揺れる灯あかりも見えた。魔法光だ。オレンジ色の魔法の灯火は迷いなくこちらに向かってきて──

「あ、やっぱリーダーだ」

　聞き覚えのある声が響いて、思わずアリナはきょとんと目を瞬しばたたく。薄闇の向こうから現れたのは、魔杖ロツドの先端に魔法光を灯ともし、黒いローブを身に纏まとった赤髪の青年──黒魔道士のロウだった。

「ジェイド、アリナさん！　無事だったのですね！」

　さらにロウの後ろから白魔道士の装備をしたルルリも顔を出す。この二人の登場はジェイドも予想外だったのか、目を白黒させている。

「もしかして、二人もトラップにはまったのか？」

「まーそんなとこ。〝死神〟に誘い込まれたって言った方が正しいかもしんないけど」

　答えたロウは、疲れたように背を丸めて続けた。

「なんか受付嬢の子が、死神がどうとかリーダーとアリナちゃんが消えたとか騒いでて、俺はルルリに叩たたき起おこされてさぁ、慌てて探しに行ったら、なんか黒い服着た怪しい奴やつがいて」

「あれは怪しい奴やつじゃなくて死神なのです！」

「あーはいはい、死神ね。でその死神を追いかけてったら、典型的なトラップに引っかかって落っこちてきた」

「私たちと同じね。……まったく、冒険者が揃そろいも揃そろって……」

「仕方ねーじゃんギルド本部にトラップがあるなんて誰も思わねえしよー」

「ていうかそれよりもですよ！　誰もあの死神を不思議に思わないのですか!?」

　この事態に誰よりも顔を青ざめさせているルルリが、先程からずっとロウのローブの端を握り締めて、小動物のように震えていた。

「冒険者を死の世界に連れ去ってしまうあの、ししし、死神ですよ!?」

「死神ならトラップ発動させるなんてちゃちぃ真ま似ねしてないで、もうちょい理解の及ばない超常現象を起こしてほしいよなー」

「きっと堅実なタイプの死神なのです！」

「なんだよ堅実なタイプの死神って……」

　ルルリの愛らしい瞳はうるうると涙ぐんでいき、さらにきつくローブを握りしめて声を震わせた。

「もしかしたらもうここは……死後の世界なのかもしれないのです！」

「いや、それはない。そもそも死神の噂うわさ自体が作り話だってことは、これでわかった」

「え？」

　きょとんと目を瞬しばたたくルルリに、ジェイドが苦笑しながら続ける。

「灰の城塞だった頃の、冒険者が忽こつ然ぜんと姿を消したまま帰ってこないという噂うわさは……おそらく俺たちと同じように、トラップに引っかかって強制的に地下階層に落ちただけだ」

「あ。……なるほど」

「隠し階層は地上階よりもうろつく魔物のレベルが高いし、パーティーからはぐれた冒険者が生還できる確率の方が低い。Ｓ級ならなおさらな。だから消えた人間は誰一人帰ってこなかったし、その死体も、当然地上階では見つけられなかった」

「じゃ、じゃあ、私たちを落っことしたあの人はなんだったのです!?」

　それでも若干食い下がるルルリに、ジェイドは一転して表情を険しくさせ、答えた。

「黒衣の男だ」

　は、とルルリが息を吞のんだ。同様にロウもわずかに目を見張っている。二人から漂う緊張感から、〝黒衣の男〟がただの不審人物などではないと伝わってくる。

「黒衣の男って、確か、この前のデマ騒動の時の諸悪の根源よね。……魔神の存在を知ってるっていう」

「ああ。ハイツたちに魔神の情報を与えてデマを流させた奴やつだ。それだけじゃなく、白亜の塔の時も、おそらくルーフェスに魔神のことを吹き込んでいる。冒険者たちを使って裏から魔神を蘇よみがえらせようとしていることは明らかだ」

「……そんな奴やつが、私たちをこんな地下に放り込んで何する気……？」

　言いながら、アリナは嫌な予感に顔をしかめた。

「まさか、ここに魔神がいるとか言わないでしょうね」

「いや……魔神は裏クエストによって出現する隠しダンジョンにいるはずだ。こんな場所に眠っているとは考えにくい。……ただ」

　ジェイドは現れたロウとルルリをちらりと見やって、言葉を続けた。

「ロウとルルリまで誘い込まれたってことは、黒衣の男が俺たちに何かさせようとしているのは間違いない」

　なるほど、と言いつつ、アリナは内心ため息をついた。

　研修は残業なし、定時確定、面倒な業務から解放されて講義を聴くだけ──そういう、簡単なイベントのはずだったのに。なんだかまた、面倒なことに巻き込まれてしまっているようである。

（なんでいっつもいっつもこうなるのよ……）

　己の運の悪さを呪いつつ、アリナは改めて落ちてきた場所を観察した。

　そこはなんでもない通路の途中だ。道幅はずいぶん広いつくりで、まるで巨人のために設計したかのようなその道は、分岐もなくまっすぐに一本延のびていた。

「とにかく、ここから出よう。ロウの落ちた場所には何かありそうだったか？」

「いんや。俺たちが来た方向は行き止まりだったぜ」

　どうやら落とし穴トラップが残っていたのはあのエントランスホールだけではないらしい。

　となると、進むべきは一方向しかない。念のため〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を発動させたジェイドを先頭に、ロウたちが来た方向とは逆に歩き出す。

「やっぱり、魔物の気配が全くないな」

　ジェイドは石造りの道を進みながら眉をひそめていた。〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を以もつてしても魔物の気配が一切感じられないようだ。

「エーテルの匂いもほとんどしない……やはり攻略済みと言ってもいいかもしれないな」

「その通り。ここは攻略済みだ」

　ぼそりと、低い声がジェイドの言葉に答えた。

　それはルルリでもロウでもない男の声だった。

「……！」

　は、とアリナは一瞬息を吞のんだ。その声は、アリナたちの背後、今歩いてきた方向から聞こえてきたのだ。慌てて足を止め振り返り──

「……な……」

　ジェイドの驚きよう愕がくの声が、静寂の通路に響く。振り向いたアリナたちの前に、黒いローブを纏まとった者が静かに佇たたずんでいたからだ。
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「こ……黒衣の男!?」

　音もなく、幽霊のように現れた存在にジェイドは絶句した。

　黒衣の男が現れたのは、つい数秒前を歩いていたところである。ジェイドは〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を発動していた。たとえ闇に紛れていたとしても、気づかず通り過ぎるなんてことは絶対にないはずだ。

「どうやって……」

　慌てて大盾を構えながら、ジェイドの言葉が尻つぼみになる。

　突然現れた黒衣の男を見て、ふと、何の脈絡もなく、頭のなかでバラバラになっていたピースがはまったような気がしたからだ。

　百年祭の時、黒衣の男とつながっていたハイツたちの仲間の一人、アイデンを尋問して得られた情報を思い出していた。黒衣の男は幽霊のように音もなく現れ、用を済ますと目の前で消えてなくなる、というものだ。

　アイデンが黒衣の男の不気味さを表現するために大おお袈げ裟さにそう言っただけだろうと、聞き流していたが、そんな不可思議なことを実現できる方法が一つある。

　時を止める方法だ。

　時が止まると、再び動き出すまで誰もその間を認知できない。時を止めた張本人はその間意のままに動くことができ、時を止められた側からしたら、まるで瞬間移動しているかのように見えるだろう。

　そういう戦い方で、最強の冒険者と言われるまでに上りつめた男を一人知っている。

（違う……違う！）

　ジェイドは奥歯を嚙かんだ。これまで散々悩んできたその可能性をついに決定づけるようなものだったが、強引に振り捨てた。ジェイドの脳裏には〝彼〟の気さくな笑顔が浮かんでいた。かつて誰も味方がいなかったギルド会議で、唯一ジェイドたちの可能性を信じてくれた頼もしい背中が浮かんでいた。

　そんなことをする男ではない。

　何より、〝彼〟の持つスキルは超シグ域ルススキルだ。神域デイアスキルを持つアリナには無効のはず。いかに薄暗い地下通路とはいえ、こんな異質な存在をアリナが見逃すとは思えない。

「一体何が目的だ、黒衣の男……！」

　動揺をむりやりねじふせ、ジェイドが詰きつ問もんした。

「名乗れ！」

　頼むから。そういう祈りにも似たような感情だった。

　当然、黒衣の男は無言を貫いている。目ま深ぶかにかぶった黒いローブの向こうからじっとこちらを見据えていた。ジェイドの背筋にぞくりと冷たいものが走る。彼からは殺意も敵意も感じられず、ただ不気味な沈黙だけを背負い、そこに立っていた。

　黒衣の男はあまりにも得体が知れず、しかしそれだけがジェイドにとって唯一の救いだった。

　ジェイドの思い浮かべる〝彼〟からは到底かけ離れた雰囲気だからだ。

「──名前、か」

　長すぎる無言を貫いた後、ついにぼそり、と黒衣の男がつぶやいた。

　は、とジェイドは息を吞のんだ。

〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉によって拡張された聴覚が捉えた声。その低く、少ししゃがれて、しかし確実に聞いたことのある声を聞いた瞬間──

　ジェイドは、胸を切りつけるような痛みとともに、すがりついた一いち縷るの望みすら、絶たれたことを知った。

「名乗らずとも、お前たちなら知っているだろう」

　そう言って、おもむろに黒衣の男はフードをとった。

　現れたのは、壮年の男だった。浅黒く焼けた肌と深い皺しわ、短く刈り込んだ髪に、鋭い目を持った、厳いかつい顔。




「──……ギ……ギルド…………マスター……？」




　そう言ったのは誰だろうか。

　そこに立っていたのは、紛れもない、冒険者ギルドの長、グレン・ガリアだったのだ。





35






「……う、噓うそ、でしょ」

　アリナは思わずかすれた声を出していた。

「冗談、やめてよ。全然笑えないんだけど……」

「嬢ちゃん」

　彼の声は静かだった。嬢ちゃん、アリナをそう呼ぶ声は、今まで通りのグレンの声だった。

　だが、こんな状況になってなお落ち着き払い、弁明もせず、開き直ったかのようなその態度には違和感しかなかった。

　まるで、全ての覚悟を決めたような。

「今まで悪かったな。これで最後だ。よろしく頼んだよ」

「だから、そういう冗談は……！」

　肩を怒らせ一歩踏み出そうとしたアリナだが、すっと横から出てきた手に制された。ジェイドだ。

　ジェイドは真まっ直すぐグレンを見つめていた。彼の鈍色の瞳は複雑に揺れ動いている。ジェイドが何を思っているのか、その横顔からはわからなかった。

「……黒衣の男は、やっぱりあんただったのか。マスター……」

　ジェイドの苦々しげな言葉に、グレンがふっと、少し寂しそうに笑った。

「さすがにお前にはバレていたか。昼間、白銀像の前で俺に聞こうとしたのはこのことだろう？」

「……ああ」

「思わず娘の話題ではぐらかしちまった。悪かったな。こう見えて、これ以上お前たちに噓うそを重ねるのは苦痛でね。それで引いてくれて安心したよ。お前は本当に優しい奴やつだ。はっは！」

　不自然なほどいつも通り、グレンは気さくに大口を開けて笑った。

　だが笑い終わった彼の表情は、一転してすっと鋭さを帯びる。

「──だが、甘い」

「……ッ」

「少しでも疑いを持った時点で、俺を詰きつ問もんすべきだった。あるいは徹底的に俺の身辺調査をすべきだったな。たとえそれが全幅の信頼を置く〝ギルドマスター〟でもだ。お前は希望的観測に逃げる嫌いがある。黒衣の男の危険性を、身をもって知っているだろう」

　ぐっと言葉に詰まるジェイドを指さし、グレンは暗く、囁ささやいた。

「その判断の甘さは、いずれ必ず仲間を死に追いやるぞ。必ずだ」

「……」

　長い沈黙の後、ジェイドは低い声を絞り出して言った。

「……説明しろ……」

　一度言葉を切って、唇を嚙かんでから、苦しそうに吐き出した。

「説明しろッ!!　今までのことも全部……！　俺たちに、わかるように！」

　ジェイドの握った手が震えていた。

　初めて聞いた、今にも泣き出しそうなジェイドの叫び声。

「自分でもわかってるよ。あんたを疑った時点で、しかるべきことができない俺の甘さなんて。……マスターを信じたかったから……」

「……」

「あんたが……俺たち白銀を最後まで信じてくれたから……！　あれも噓うそだったのか。ルーフェスやハイツみたいに、手駒にするために、俺たちにこだわったのか。どうなんだよ……！」

　ジェイドの悲痛な叫びが、石造りの通路に冷たくこだました。

　グレンが黒衣の男である疑いを、ジェイドはおそらく以前から持っていた。最悪のこの事態は、きっと覚悟はしていたのであろう。それでも目の前に突きつけられ、ジェイドは感情を押し殺すことができなかった。

「……」

　グレンは再び口を閉ざした。ジェイドを射る鋭かったその瞳に、一瞬だけ優しく安らかな光が灯ともる。と思ったら、グレンの姿がかき消えた。

「！　どこに──!?」

「付いてこい。見せたい物があるんだ」

　声は背後から聞こえた。振り向いた時には、グレンは通路の奥へ歩き出していた。

「ッ待て！」

　反射的に、ジェイドは黒衣の男の後を追った。だが数歩進んで、足を止める。

　冷静を欠き、感情にまかせて安易な深追いをするほど、ジェイドは愚かではなかった。だがグレンから突きつけられた真実は、彼の心をいとも簡単に揺さぶっていた。

　グレンの背中はそんなジェイドたちの叫びも、動揺も取り合わず、無言で歩いていってしまう。

「……くそッ!!」

　ジェイドの荒々しい声が闇の奥に吸い込まれていく。

　通路に、再び重い沈黙がのしかかった。

　アリナは、いやこの場の誰もが判断に迷い立ち尽くした。目の前の現実を理解するのに、時間がかかったと言ってもいいかもしれない。

　アリナがもう一度ちらりと通路の奥に目を向けた時、グレンの後ろ姿はもう闇の向こうへ消えていた。

「……リーダーの……言う通りだったな……」

　ぼそりと沈黙を破ったのはロウだ。

　常に軽口をたたく彼からは、めったにでない低い声だった。

「何考えてんだよあのオッサンは──」

　無感情で淡々としたその声は、逆に抑えきれない激情を感じさせた。

「う、うそ、なのです……っ」

　ルルリはうつむき、手が真っ白になるほど魔杖ロツドを強く握り締めていた。うつむいた彼女の表情は見えないが、必死に言葉を紡つむぐ声は震えていた。

「私は信じないのです……っ、何かの間違いなのです……！　何かの……そうですよね、ジェイド!?」

　ルルリは涙をためた目で、うつむくジェイドにすがりついた。ジェイドはルルリから視線をそらし、小さく口を動かす。

「間違いじゃない。ルルリも見ただろ」

「でも──」

「何を言おうが、これが事実なんだよ……！」

　吐き捨てるようなジェイドの言葉に、ルルリは続く言葉を失った。

「そんな……」

　アリナは何も言えず、立ち尽くした。

　彼らにかけるべき言葉がどうしても思いつかなかった。

　アリナなんかより、よっぽどグレンとは深い関係があっただろう。驚きと、裏切られた悲しみと怒りが、彼らの心をえぐっていた。こんな状況になってなお、これは悪い夢でしたと誰かが言ってくれるのではないか、そんな愚かな希望も。

「……ジェイド、マスターが黒衣の男だって、わかってたの」

　アリナは結局そう尋ねるしかなかった。ジェイドは考え込むようにじっと押し黙った後、重い口を開ける。

「……百年祭の時、ハイツは地下牢ろうへ入場を許可され、そればかりか地下書庫にまで足を踏み入れた。どちらの権限も持っているのは、ギルドマスターであるグレンだけだ……」

「……そう」

　ということは、百年祭の日からジェイドはずっとこの最悪の可能性を胸に秘め、仲間を疑うという嫌な思いを抱えて、一人戦っていたということか。普段の彼からそんな気配など微み塵じんも感じなかったことが、アリナはなぜか歯がゆかった。

「──どうすんの、リーダー」

　低く尋ねたのはロウだ。その視線が、ちらりとグレンの消えていった通路の奥へ向く。

「ここであーだこーだ考えてたって仕方ないんじゃねえの」

　ロウはジェイドに判断を託した。ジェイドもまた、一本道の闇の向こうを睨にらみつけた。静かな地下の中でグレンの気配を追うことは難しくないだろう。この道の先に、彼はいる。

「……罠わなの可能性もあるが……」

　罠わな、などという言葉を使うこと自体、嫌けん悪おするようにジェイドが顔をしかめた。つい昨日、いやつい数時間前まで、親しく話していた相手だ。当然だろう。

「……行こう」

　他に選択肢はない、とジェイドの目が言っていた。アリナも同意だった。グレンがなぜこんなことをしているのか、していたのか、確かめなければいけない。
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　ジェイドは薄暗い通路を進んでいった。道は分岐することなく、やがてわずかに開いた鉄てつ扉ぴに辿たどり着つく。扉をくぐると、何もない石造りの空間が広がっていた。

「ボス部屋……？」

　アリナが怪け訝げんにつぶやき、ロウが魔杖ロツドに灯ともす魔法光をわずかに強くさせる。ジェイドは立ち止まり、〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉ですばやく周囲を見回した。

　装飾もなく、巨大な四角形の牢ろう獄ごくのようなそこは、しかしあちこちが損傷していた。激しい戦いの跡なのか、壁の石は崩れ、床の石畳もめくれ上がって土が露出している。

「──ボス部屋だった場所だ」

　ぽつんと、返ってくる声があった。

　グレンだ。

　部屋の中心、わずかに燭しよく台だいの灯あかりが照らすそこに、グレンが背を向けて立っていた。

「そして、先々代の白銀……俺の仲間が死んだ場所でもある」

　そう言ってゆっくりとグレンはこちらを振り向いた。

　彼の足下は、この部屋のなかでは最も損傷が激しかった。そこが戦いの中心地となったのか、広い範囲の石畳が破壊されている。周囲は焦げついて真っ黒で、砕けた石は一部溶けているものもあった。顔をのぞかせた土には草の根一つ生えず、不毛の地と化している。

　そしてグレンの後ろには、小さな墓があった。

　墓といっても、お粗末なものだ。

　石畳がなくなったそこにわずかに土が盛られ、墓標のように三本の古びた武器が刺さっているだけ。

　刀身が折れて短くなった剣や、宝玉の砕けた魔杖ロツド。回復役ヒーラーの魔杖ロツドは溶けて原形をとどめていなかった。どれも煤すすけてボロボロで、それらが、かつてこの部屋でどんな戦いがあったかを物語っていた。

　かつての英雄をまつるには、あまりに寂しい光景だった。

「こんな粗末な墓で、長いこと待たせちまった」

　はは、とグレンが乾いた笑いを漏らす。

「安心しろ。ここにボスはもういない。俺たちが倒したからな。この地下階層は攻略済みだ」

「……どういうことだ」

　ジェイドは眉をひそめた。問いながら、目の前にいるのがグレンだということが、未いまだに信じられなかった。だが一方で、体が感じるのは確かに歴戦の冒険者が発する威圧感だった。

「白銀は、灰の城塞の最上階で死んだはず……この隠し階層に、白銀が辿たどり着ついていたのか」

「まあそう慌てるなジェイド。もとよりお前らにゃ、しかるべき時が来れば全て話すつもりだった」

「……」

「白銀が最上階で死んだというのは、俺のついた噓うそだ。俺たちは灰の城塞の地上階層を攻略し終わった後、この隠し階層を見つけた。──そして、そこで戦死した」

　しん、と部屋のなかは静まり返った。

　誰の目にも留まらないこの寂しい場所が、輝かしい《白銀の剣》の最さい期ごの場所などと、到底信じられなかった。

「あと一撃で倒せるという時だった……一瞬だったよ。一瞬で、みんな黒焦げになっちまった。苦しまずに死ねたのは、せめてもの救いかなぁ」

「……〝道連れ〟か」

　ジェイドは思わず目を伏せた。魔物の〝道連れ〟。己の最さい期ごを悟った魔物が、命を捨てて最大火力の攻撃を仕掛け、敵もろとも死のうとするもの。ボスになり得るような、強い力とわずかな知性を持つ魔物が、ごく稀まれにとる行動だ。

「運良く、俺だけが巻き込まれずに生き残った。──そして、あることを知った」

「あること？」

「人を、蘇よみがえらせる方法だ」

「蘇よみがえらせるだと……!?」

　グレンの瞳に暗い炎が灯ともり、垣かい間ま見みえる冷たい覚悟に、ジェイドは息を吞のまされた。グレンはジェイドの疑問に取り合わず、淡々と言葉を続ける。

「灰の城塞から戻った俺は、地下階層の存在を隠し、灰の城塞をギルド本部にした。全てはこの場所を守るため。地下階層は極力当時のまま、現状維持するためだ」

「現状……維持……？」

　怪け訝げんに眉をひそめるアリナに、グレンが笑いかける。

「知ってるか嬢ちゃん。時を巻き戻すにはな、著しい変化が起きた場所ほど、巻き戻すための力がいるんだ」

　唐突に、グレンは関係のない〝時〟の話を始めた。

「例えば街、人の住む家……常にせわしなく変化する場の〝時〟には、より多くの情報量が蓄積されている。だが逆に、何もない荒野、草原、廃はい墟きよ。そういう場所は、蓄積された情報量が少ない。時を巻き戻すための力が少なく済む。より昔まで、遡れる」

「……このボス部屋の時を巻き戻す気か」

　ジェイドはグレンの意図に気づいていた。

　この地下階層を誰にも告げず、当時のまま保存した。わざわざ地下に通じる灰の城塞をギルド本部として活用し、入り口を封じ、万が一にも誰かに踏み荒らされたりしないよう。それは、この地下階層の〝時〟を、より遠い過去まで巻き戻すため。

「察しがいいな。その通りだ」

「だが、あんたの力じゃ、巻き戻したところで観測することしかできないはずだ。そんなことをして何の意味が──」

「確かに超シグ域ルススキルでは観測することが限界だった。だが、その領域を超え過去を〝改変〟することは、決して手の届かない夢じゃない。そして過去の改変こそが、人を蘇よみがえらせる唯一の方法だ」

　グレンは低く、断言した。

「単純な話さ。このボス部屋の時を、仲間が死んじまう前まで遡らせて、もう一度やり直せばいい。魔神核の力さえあれば可能なことだ」

「魔神核……」

「俺は魔神を呼び覚まし、魔神から魔神核を回収するため、ギルドマスターになった。全てのクエストとダンジョンを管理する冒険者ギルドの長。裏クエストに隠された魔神を見つけ出すのに、これ以上に適した立場はないだろう」

「……」

「とはいえ、魔神核どころか裏クエストすら、いや魔神と戦えそうな有能な冒険者すら、十年以上探しても全く見つからなかった。だから──嬢ちゃん。あんたを見つけた時は、初めて神に感謝したよ」

　アリナに視線を移したグレンは、その時を思い出したのかわずかに頰を緩めた。

「初めて嬢ちゃんと戦った時、俺の超シグ域ルススキル〈時の観測者シグルス・クロノス〉を嬢ちゃんは破った。魔神のことは絶対にバレるわけにはいかねえってのに、思わず口をついちまったよ……この子なら魔神を超えると。この子なら魔神と対等に戦えると、俺はそう確信した」

　ふと、ジェイドは気づいた。

「初めてアリナさんと戦った時、って……じゃあ最初から、アリナさんを利用するつもりで近づいたのか……？」

　問いながら、ジェイドは初めて、胸の奥で何かどす黒く嫌なものが渦巻いていくのを感じた。

　それはぐらぐらとジェイドの心を揺さぶった。あっという間に頭の奥が冷たくなり、思考が乱れ、声が震え始める。

「最初から、アリナさんを魔神と戦わせる気だったのかよ」

　それは激しく、明確な怒りだった。ジェイドの怒気をグレンも感じ取っているだろうが、その表情は変わらない。

「……ちょっと、ジェイド？」

　ジェイドの様子に何か違和感を覚えたのか、アリナのわずかに不安そうな声がジェイドを呼ぶ。しかし、ジェイドの頭は真っ白になりかけていて、彼女の声すら届いていなかった。

　それを見ても、グレンは相変わらず淡々と言った。

「そうだ。嬢ちゃんだけじゃない。たとえ悪人だろうが、目的のためなら人の命も利用した。ルーフェスやハイツ……〝死んでも世間が騒がなさそう〟な奴やつに目をつけてな。あいつらが神域デイアスキルを欲ほつしていたことはわかっていたから」

「そんなことを聞いてるんじゃねえんだよ！」

　グレンの答えにジェイドは苛いら立だちを募らせた。

　白亜の塔の時も、百年祭の時も、アリナは仕方なく魔神と戦っている。戦わざるを得ない状況に追い込まれている。楽しみたいもの、秘密にしておきたいもの、何よりも望む平穏を捨ててでも、戦ってくれていた。

　アリナが百年祭の時に見せた笑顔がちらつく。彼女はいつだって、自分の思い描く平穏のために努力していた。愚痴を吐きながら、毒づきながら、それでも誰より真面目に頑張っていたことは、ジェイドは一番よく知っているつもりだ。

　それを諦めることが、いかに辛つらい選択であることかも、ジェイドは知っている。

　あれらが全て、グレンの差し向けたものだとしたら。

「……まあ、ただ一つ、誤算があったとすれば、見つけた〝強者〟が受付嬢だったということだ。冒険者なら、話は早かったんだがな。案の定、嬢ちゃんを魔神との戦いの場に引っ張り出すのは苦労した」

　ジェイドの怒気に構わず、グレンは言葉を続けた。

「だからジェイド、お前を魔神にぶつけた。魔神に殺されるお前を、嬢ちゃんが見捨てるとは思えなかったからな。嬢ちゃんは優しいから、お情けで戦ってくれるはず──」

「ふざけんなッ!!」

　その言葉を聞いた瞬間、ついにジェイドの頭のなかは怒りで真っ白になった。何も考えずグレンに飛びつき、胸ぐらを摑つかんで、その横よこっ面つらを思いきり殴り飛ばした。

「お、おい！　リーダー！」

　ロウが慌ててジェイドを止めに入ったが、ジェイドはすぐには冷静になれなかった。抵抗もせず、黙って殴られたグレンの胸ぐらを再び摑つかみ上げて、ジェイドは歯をむき出した。

「お前、お前……！　アリナさんがどういう思いで、戦ってたのかわかるのかよ……！」

　もはや相手が、これまで魔神を蘇よみがえらせようとしてきた危険な男だということすら思考から吹き飛んでいた。暴れる怒りのまま、ジェイドは拳を握りしめた。

「〝お情け〟だと!?　もう一回言ってみろ！」

　アリナが魔神と戦ってくれていたのは、ジェイドたちに情が移り、見捨てられなかったから。それもあるだろう。だけど、アリナはもっと悲しい思いを抱えていた。

　──ジェイドはさ、死なないでよね。

　ぽつんとジェイドに向けて言ったアリナの言葉。彼女は何よりも親しい人が死ぬことを恐れていた。大切な人を失った過去の痛みを、もう二度と味わいたくなかったからだ。

　その痛みを、グレンは利用した。

「ああ、いいさ、いくらでもなじれ。俺はもう、人の心などとうに捨てた」

「んだと──！」

　冷たく言い放たれたグレンの言葉にますます神経を逆なでされた。振り上げた拳は、しかしふと後ろから誰かに摑つかまれて、ジェイドは我に返った。

「ジェイド。もういい」

　アリナだ。彼女の翡ひ翠すいの瞳に見据えられ、血の上った脳みそがみるみる冷えていく。アリナはジェイドをそのまま後ろに引いて、一定の間合いがとれるようグレンから離した。

「そこ、私がキレるとこなんだけど」

「……悪い……」

　気の抜けたように謝って、それでようやく冷静さを取り戻した。

　アリナはジェイドの代わりにグレンを睨にらみ、淡々と口を開く。

「つまり、今まで私が巻き込まれていたのは、全てあんたの計画だったと」

「……ああ、そうだ。悪かったとは思っているさ。裏クエストも見つけてくれて、魔神も倒して魔神核を手に入れてくれた嬢ちゃんには、俺は一生頭が上がらない」

「そう思ってるなら、こんなめんどくさいこと、もうやめにしてほしいんですけど」

「悪いが……そういうわけには、いかねえんだ」

　グレンは再び墓標に視線を落とした。

「やり遂げると俺は決めた。たとえどんな犠牲を払おうと」

　冷静になった頭で、ジェイドはもう一度考えた。

　グレンはわざとジェイドの怒りを煽あおるような言葉を言っているのではないか。いや本当は、ジェイドだけでなくアリナも怒らせるつもりだったかもしれない。

　突き放すような言葉をあえて選んだのは、彼のなかでは、もう腹が決まっているからだ。

　こちらと戦うと。

「……グレン。魔神核が欲しいなら、一つ目のシルハの魔神核を手に入れた時、どうしてそれで終わりにしなかった」

　ジェイドは一つ疑問を口にした。

「どうして二回も、魔神を蘇よみがえらせた？」

　魔神核を手に入れることが目的ならば、シルハを倒した時にその目的は達成されているはずだ。それなのに、グレンは再び黒衣の男となってハイツに接触し、冒険者を扇動して裏クエストを探させた。それがどうしても引っかかった。

「……」

　たちまちグレンは、口を閉ざした。視線を虚こ空くうに逃がし、数秒の沈黙の後、小さく答えた。

「魔神核を使役することを、あの方がお許しになったからだ」

「……あの方？」

　意外な返答にジェイドは眉根を寄せる。構わず、グレンが続けた。

「俺に魔神の存在を──人を蘇らせる方法を教えてくれた方。あの方は、絶望していた俺に生きる意味を与えてくれた。もう一度過去をやり直す、その目的を果たすことだけにすがりつき、俺は今日まで生きてきた……」

　そう語るグレンの声は、どこか寂しそうだった。たった一人生き残り、仲間に置いていかれてしまった男は、愛おしそうに仲間の墓標に手を置いた。

「白銀の仲間が死んじまったことは、俺なりに納得している。命と引き換えにでも勝って、天国で祝杯を上げるような奴やつらだ。当時最難関と呼ばれた灰の城塞を攻略して死ぬなら、奴やつらも本望だろう……だが。娘だけは、リンの死だけは、俺は、受け入れられなかった──！」

　ぼそりと、グレンは食いしばった歯の隙間から言葉をひねり出す。

「魔神の力を得て、娘を蘇よみがえらせる。それが俺の、黒衣の男の目的だ」

「……」

　グレンの静かな炎を燃え立たせる瞳に見据えられ、ジェイドは何も言えなくなった。炎の奥に垣かい間ま見みえるは、彼の凄すさまじい執念だ。

　当時の白銀が命を落としたのは十五年も前の話。その日から今日まで、グレンは誰にも気取られることなく気さくなギルドマスターを完璧に演じ続けてきた。娘という大事な存在を失った直後にその深い悲しみと傷をしまい込み、隠し階層を封じ、辛つらい記憶の残る灰の城塞をギルド本部にした。そしてその一方で、黒衣の男として人間の命を道具のように使いながら、冷徹に算段を進めていたのだ。全てこの日のため、娘を蘇よみがえらせたい一心で。

　それはまさに、執念と呼ぶしかない、感情を押し殺した異常な行動だった。いや、そうして歪いびつな望みにすがることで、彼は心の均衡を保っていたのかもしれない。

　混乱する思考のなかで、ふとジェイドは秘書のフィリが言おうとした言葉を思い出す。

　娘のためであれば、彼は愚かな行動もいとわないかもしれない──

　フィリがどこまでグレンの行動に気づいていたかはわからないが、彼女なりに、グレンの異常さを察していたのかもしれない。

　──自慢の娘だ。

　昼間、白銀像の前でそう言ったグレンの言葉と、初めて見た冒険者のものでもギルドマスターのものでもない笑顔。あれは、彼の心からの笑顔だったのだろうか。それとも、あれすら目的を果たすための演技なのだろうか──

「……だからといって、魔神核を手に入れたところで何ができる……？」グレンの抱え込んでいた凄すさまじい意思に押し潰されそうになりながら、ジェイドは必死に口を動かした。「あれは先人の作った、単なる魔神の心臓だ！」

「ジェイド、お前は一つ勘違いしている。魔神の心臓が魔神核なんじゃない──体内に魔神核を埋めることで、人間を魔神化させるものだ」

　ふいに、グレンはローブの裾をたくしあげた。

　現れたのは、鍛え上げられた冒険者の腕だ。深い傷跡がいくつも残り、物々しい戦いの歴史を刻んでいた。

　その左の手の甲には、人体に不釣り合いな黒い石が埋まっていた。ぬらりと光るそれは大きなひびが一つ入っているが、何ら問題ないとでも言いたげに時折白い光を走らせ、異様な存在感を放っている。

　皆の空気が、凍りつくのがわかった。

「ま……魔神核……」

　そうつぶやいた声が、かすれて消えた。

　どうして、なんでここに、魔神核がある。なぜグレンの左手に埋まっている。ジェイドの頭の中は激しく混乱し、目の前の光景を受け入れることができなかった。

　魔神に力を与える魔神核。

　凄すさまじい数の神域デイアスキルを内包し、人の魂によって動き、魔神が人を喰くった数だけ、神域デイアスキルを取り出せる──そんな、現代の常識の範はん疇ちゆうを超えたものだ。

〝人間を魔神化させる〟

[image: ]

　グレンの言葉がガツンとジェイドの脳みそをぶん殴った。

　これまで戦った残忍な魔神たち。歪いびつな肉体を持つ彼らは、あくまで人間によく似た、〝生きた遺レリ物ツク〟だった。だからこそ、討伐には非常に苦戦させられたのだ。

　でも、まさか、まさか──

「魔神が……人間……!?」

「そうだ。お前たちが戦ってきたのは、人であることを捨て、魔神核を埋め込んだ〝元人間〟だ。今の、俺のようにな……！」

　グレンは強く左手首を握り締め、ゆっくりと息を吐き、その瞳に確固たる決意を灯ともして、言った。

「仲間と娘を失った後、俺はあるお方から魔神核という存在を知った。己の魂と引き換えに絶大な力を得て神となる、黒い遺レリ物ツクだ……！」

　グレンの声に、次第に力が込められていく。それは煮えたぎる怒りのようにも聞こえた。

「俺自身、この場所に来るのはもう十数年ぶりなんだ。かつてこのお粗末な墓を作った時、俺は決めた。もう一度ここに〝墓参り〟に来る時は、目的を果たす時だと。俺は、娘を、リンを取り戻す。たとえどんな犠牲を払おうと──」

「死んだ人間は蘇よみがえらない！」

　グレンの言葉を、耐えかねたように強く遮ったのはアリナだった。

「そんなことくらい、本当はわかってんじゃないの？」

「……アリナさん」

　アリナはその翡ひ翠すいの瞳で、まっすぐグレンを見つめていた。怒りもなにも感じない、静かな彼女の言葉を聞いて、ジェイドは少しだけ胸が締め付けられるような思いがした。

　アリナはかつてシュラウドという名の知人の冒険者を亡なくしている。かつて死んでしまった大切な娘を蘇よみがえらせようと、人道を踏み外し魔神にすらなったグレンの思いを、おそらく誰より理解できてしまうのだろう。

　アリナの声は、どこか苦しそうに聞こえたからだ。

「……伝えなきゃならんことがある」

　アリナの問いに、グレンはそう答えた。しかし答えたグレンの瞳は、アリナを見ていなかった。まるで愛いとしい過去を見つめるかのように、優しく細められていた。

「昔の俺は、器の小さい男だった。くだらないプライドで、あの子に、まだ言ってやれていないことがある。俺はそれだけでも、伝えなきゃならん……」

　力なくつぶやき、うなだれたグレンは、遠い昔のことをぽつりと語り出した。
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　師である【剣聖】ジェノンから半ば強引にリンを押しつけられてから、七年が経たっていた。

「おとーさん！　だから言ってるでしょ、怖い顔するのやめてって」

　最初はおとなしかったリンも、十五歳になるとずいぶんあれこれ言うようになった。というより、元から底抜けに明るくうるさい奴やつだった。グレンが最も苦手とするタイプだ。

「お父さんという呼び方はやめろと何年言ったらわかる」

「ここは家のなかだもん。誰も聞いてないよ～」

　おちょくるように屁理屈を言って舌を出す少女に、グレンは一切の容赦なくげんこつをお見舞いした。

「痛たっ!?　女の子の頭を殴るなんて」

「くだらないことを言ってないで聞け、リン。今回の仕事は大型ダンジョンだ。おそらく二週間は帰ってこない。二週間を過ぎても俺が帰ってこなかったら、引き出しの奥に金が入ってる。それで当面食いつなげ。その間に師匠に連絡を──」

「もう、ダンジョンに行くたびに遺言みたいなこと言い残すのやめてよ。お父さんが元気に帰ってくれば、リンはそれで満足なのに」

「お前が満足するかどうかは関係ない。全ては修行のためだ。それより俺がいない間も修練を怠るなよ。冒険者として一人で食えるようになるには毎日の鍛錬が必要不可欠なんだ。お前はさっさと自立して一人で生きろ」

「うんうんわかってるよ。将来はリンも白銀に入って、お父さんを養ってあげる」

「だから、」

「リンはお父さんのこと、大好きだからね！」

　グレンの話を一つも聞かないリンに苛いら立だつグレンは、しかし最後に付け加えられた言葉に、思わず苛いら立だちも忘れてぎょっとした。

「なんだその大好きっていうのは」

「冒険者はいつ死んでもおかしくない仕事だって、お父さんいつも言ってるでしょ。だからリン、思ったの。大好きって言える時に、大好きって言わなきゃって」

「……大人をからかうな」

「大好きな人には、大好きって言ってあげなきゃ伝わらないんだよ！　お父さんは？　ほら、俺も大好きだよ、は？」

　一体どこでそんなことを教わってきたのか、リンは太陽のような笑顔でそんなことを言った。大好き、などと歯の浮くような言葉、記憶のある限り人生で一度も使ったことがない。グレンはその不快な言葉に顔をしかめ、リンを押しのけた。

「お前は、どうして俺を嫌いにならない」

　思わずそんな言葉が口をついた。

　予想外の質問にリンが目を大きくさせ、きょとんと瞬しばたたいている。その、グレンを微み塵じんも疑わない目が余計に神経を逆なで、グレンは十五歳の子供相手に大人げない言葉をまくしたてた。

「俺に関わる奴やつらは、早々に俺に愛あい想そを尽かして離れていく。お前もそうなると思っていたのに気づいたら七年も一緒にいる。いいか、お前を引き取ったのは修行だなどと師匠から体よく押しつけられたからだ。お前の身を案じたわけでも、お前の境遇に同情したわけでもない。なのに、一体いつになったら俺を嫌いになってこの家から出ていってくれるんだ」

　容赦ないグレンの冷たい言葉にしばらく押し黙っていたリンは、しかし悲しむどころか優しく微笑ほほえみ、こんなことを言い出した。

「リンはね、本当に怖い人がどういう人なのか、知ってるよ」

「なに？」

「路地裏にいた時、大人の人たちはだーれもリンを見ようとしてくれなかった。寒くて、お腹なかが空いて、このままじゃ死んじゃうって助けを求めても。まるでリンが幽霊みたいに、みんな見えないフリして通り過ぎていくの」

「……」

「でもお父さんは、『これは修行だ』ってぐちぐち言いながらリンと一緒にいてくれた。リンを見てくれて、お話してくれて、すごく嬉うれしかった。だから……大好きなの」

　照れくさそうに笑うリンの顔を、直視することができなかった。その笑顔を前には、どんな攻撃的な言葉もいとも簡単に封殺されてしまったからだ。

　調子が狂う。グレンは盛大にしかめ面つらを作って、今度こそリンに背を向けた。

「いってくる」

　リンを預かってから、自分が自分ではなくなっていくような奇妙な感覚を抱くようになった。彼女がグレンに向けるものは、これまで一度も味わったことのないものだった。

　どれほど冷たくあしらってもリンには効かず、それどころか笑顔を返してくる。グレンはリンから距離をとろうと必死だった。怖かったのだ。自分を拒絶しない生き物など。

　リンは回復役ヒーラーとして冒険者になっていた。まともな教育も受けてこなかった孤児だからとさして期待していなかったが、存外リンは物覚えがよかったのだ。魔物との戦い方、パーティーとの連携の取り方、ダンジョンの歩き方……グレンがこれまでに得たそれらの教えを、数年でものにしていた。運良く回復役ヒーラーに適した超シグ域ルススキルを発芽してからは、リンという回復役ヒーラーはそこそこ有名にもなった。

　──鼻が高い、なんて感覚を味わったのは初めてだった。

　己に与えられた称号ですら、こんな思いをしたことがなかったのに。

「グレン、最近丸くなった？」

《白銀の剣》の仲間にそう言われるようになったのも、リンを預かってからのことだ。

「……少し太ったかな」

「ふふ。ほら、前だったらそんなこと言わなかったもの。『仕事に関係ないことは聞くな』って言って終わり。リンちゃん効果、すごいわね」

「関係ない」

　仲間がこういう絡からみ方をしてくることも以前はなかった。彼女が言うところの〝丸くなった〟証なのだろうか。

「……なあ」

　ぽつりと、グレンは面白がる仲間に言葉をかけた。

「……俺はお前たちを、その、信頼している。いつも支えてくれてありがとう」

　ぎょっとしたように、仲間は目を見開いた。

「ほ、ほんとにどうしちゃったの？　グレン」

「言葉にしなきゃ伝わらないこともあるだろう」

　ふんと鼻をならし、グレンはわずかに赤面しながら、そっぽを向いた。

　照れくさい言葉だが、言ってみると案外気持ちのいいものだった。仲間との過剰なコミュニケーションなど必要ないと、そう思っていた少し前までの自分が、途端に幼稚に見えた。

（そうか。俺は、他人を怖がっていただけなのか……）

　ふと、何の抵抗もなくそんな納得を得た。

　それまでグレンにとって、人間など魔物とさして変わらないものに見えていた。自分を拒絶し、攻撃してくる魔物。そんな魔物といつも戦っているような気でいたのだ。そこは常に戦場で、己の居場所を勝ち取るために、魔物を斬り捨てている気分だった。

　だがどうだろう。そんな魔物を誰より恐怖し怯おびえ、逃げ回っていたのは自分の方だった。勇気を出して武装を解き、こちらから歩み寄るだけで、人間は魔物ではなくなったのだ。そもそも魔物などどこにもいなかった。

（これも……リンが教えてくれたのか）

　もはや彼女の影響は認めざるを得なかった。

　物好きにもグレンを大好きなどと言い放ち、見捨てずにいてくれたリンのおかげだ。彼女がいなかったら、グレンは一生見えない魔物と戦い続けていただろう。

　リンに謝ろう。そして、今までの感謝を伝えよう。

　そわそわとそう思い始めた。ただ、誰より距離が近い分、伝えようと思っただけでとんでもなくむず痒がゆい。まあ仕事以外ではいつも家で一緒にいるのだから、伝えられる機会など山ほどあるだろう──当時のグレンは愚かにもそう慢心し、一番大事なことを、後回しにした。

「そうそう、新しい回復役ヒーラーの子が決まったのよ」

　仲間はそう言って、冒険者を部屋に呼び入れた。入ってきた少女を見て、グレンは言葉を失った。あまりの驚愕に目玉が飛び出るかと思ったほどだ。

　そこにいたのは、十五歳になったばかりの少女──リンだった。

「へっへーん。どうだ、見たか！」

　リンはグレンの面食らった顔を見て、してやったりとばかり、にやりと笑ったのだった。

　そのわずか数ヶ月後に、命を落とすとも知らず──





38






「──リンは拾い子だった」

　グレンはぽつりと言った。わずかに頰を緩ませる彼の顔は、アリナの目には愛いとしい我が子を語る父親の顔に見えた。

「血も縁も、何一つ繫つながりなんかねえが、あいつは確かに俺の子だ。リンが白銀に入った時、いろいろうるさく騒がれたが、リンは確かに実力で入った。そりゃそうだろう。俺が冒険者として直々に育てたんだ。優秀じゃないわけがない」

　優秀な娘を誇りに語る父親の言葉は、しかしどこまでも苦しそうだった。

「すまねえな、嬢ちゃん。こんなことに巻き込んで。嬢ちゃんがただ、受付嬢でいたかったのは知っているんだ」

　ふいに、グレンはそんなことを言い出した。

「俺は最初、嬢ちゃんを侮あなどっていた。神域デイアスキルの力さえあれば、冒険者になって自由に稼ぐことだってできるのに、残業で苦しんでばかりいる嬢ちゃんは馬鹿だと思った。目先の〝安定〟しか見えていない、自分で考えることができない、愚かな娘だと思っていたよ。これなら利用しやすいと──」

「……」

「だが、魔神を二度も打ち破った嬢ちゃんは、愚かな娘でもなんでもなかった。いや、とんでもなく強い意志を持った戦士だ。何か譲れないもんがあって、受付嬢を選んでいるんだろう」

「……」

「それなのに、何度もむりやり引っ張り出しちまって、悪かったな。ジェイドの言う通り、俺は嬢ちゃんの決意を利用し、踏みにじった」

　アリナは何も言えなかった。代わりにジェイドが一歩前に出る。

「……グレン。俺たちを殺して、神域デイアスキルを得るつもりか」

「いいや。お前たちを喰くうつもりはハナからない。新しい神域デイアスキルなど必要ないからだ。俺が魔神化すれば、俺が元々持ち得るスキルは神域デイアスキルに〝変異〟する」

「……変異」

　その表現に思い当たる節があり、思わずアリナがつぶやく。アリナの神域デイアスキル〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉も、これまで何度か不可思議な変化を見せたことがある。銀の大鎚ウオーハンマーが黄金に輝き、金の粒子を撒まきながら魔神の神域デイアスキルを凌りよう駕がしたのだ。

「嬢ちゃん、これが最後だ。……図ずう々ずうしいが、最後の願いを聞いてくれるか」

「願い……？」

「俺の魂を使って魔神核を起動する。いずれ俺は、この核に意思を食い尽くされ、ただの魔神に成り果てるだろう。だからその時は……きっちり、俺を殺してくれ」

　は、と息を吞のんだ時、グレンは左手を虚こ空くうにかざした。

「唱え──〈巨神の時操りデイア・クロノス〉」

　詠唱に応え、カッ！　と強い光が解き放たれた。グレンの足下に白い魔法陣が展開する。魔神核に白い光が駆け巡り、その白光はみるみる光を増幅し、大波のようにジェイドたちに押し寄せた。

「神域デイアスキル──!?」

　ジェイドが困惑の声を上げる。グレンが持っていた超シグ域ルススキル〈時の観測者シグルス・クロノス〉ではなく、ディアの名を冠する〈巨神の時操りデイア・クロノス〉。

「うぐ、ああ、ぐあああ……っ！」

　だがこれまで見てきた魔神とはやはり勝手が違うのか、グレンは左手を強く押さえ、全身を貫く激痛に顔を激しく歪ゆがめていた。

　まるでその過ぎた力を使う代償だと言わんばかり、魔神核を埋めた左手がグレンの意思を無視して暴れ回る。化け物を宿したかのような手を必死に押さえつけながら、それでもグレンは、スキルを止めようとしなかった。

　やがて冷たい石の部屋の中は真っ白に包まれて、何も見えなくなった。





＊＊＊＊






　強い白光に目が眩くらんだ後、視力が回復した時には、アリナの周りには誰もいなくなっていた。

「……え？　ジェイド？　みんな……？」

　そこは確かに先程までいたボス部屋だった。しかしジェイドたちの姿はなく、代わりに焦げ臭い嫌な匂いが充満している。

「……リン……」

　は、と気づくと、目の前に一人の男が泣き崩れていた。

　短く刈り込んだ頭髪に、大きな背中。自身も負傷して血まみれで、そばには刃こぼれしたボロボロの大剣が放り置かれている。

　グレンだった。

　アリナが知るグレンよりも若く、まだ青年と言える姿だ。グレンの前には、大きな〝炭の塊〟があった。強烈な匂いはそこから漂っている。周囲には、同じように黒焦げになり炭化した欠片かけらが転がっていた。

　グレンはその巨体を丸め、取り憑つかれたように黒いものをかき集めていた。

「リン……！　リン……！」

　グレンは取り乱し、狂い泣き、炭化したそれらをがむしゃらに拾い集めていた。まるで、泥を集めて泥人形を作ろうとしているかのように。

「なぜだ、なぜお前が死ななきゃならない……！」

　肉の焼ける嫌な匂いを放つ〝それ〟が何なのか、想像できないわけではなかった。

「まだ何も……言えていない……！　俺はまだお前に、何も……！」

　グレンが一心不乱にかき集める炭化した欠片かけらは、しかしなかには摑つかんだとたんにぼろりと崩れるものもあった。その崩れた欠片かけらすら残さず拾って、グレンは涙のこぼれる胸元に抱きしめた。

「リン……リン……あ、ぁ……、ああああああああああッッ！！！」

　娘を喪うしなった父親の慟どう哭こくが、無機質なダンジョンに響いた。

「……っ」

　アリナは唇を嚙かみ、思わずその辛つらい光景から目を背けた。彼の痛々しい叫びを、聞いていられなかった。

「──ああ、可哀想かわいそうなグレン」

　ふいに、別の男の声が聞こえた。

　はっとしてアリナが視線を戻すと、いつの間にか一人の男がグレンの背中をさすっている。男はかがみ込み、泣き叫ぶグレンにぼそぼそと囁ささやいていた。

「授けよう。君に、この悲しみをなくす方法を──」
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「──ぁぁぁぁああああああ！！！」

　男の強烈な悲鳴が鼓膜を震わせ、はっとアリナの意識が覚醒した。

　そこはやはり、相変わらず無機質な石造りの空間だ。しかし嫌な焦げ臭い匂いはなくなっている。

　目の前に、アリナの見知った姿のグレンがいた。

「何な故ぜだ、何な故ぜ、これ以上時を戻せない……!!」

　グレンは激痛に顔を歪ゆがませながら、左手を憎々しげに睨にらみ付つけた。黒い魔神核が先程よりもずっと存在感を放ち、ぬらぬらと光っている。

「……」

　アリナはすばやく周囲を見回した。ジェイドもルルリもロウもいる。

　先程見た光景は、このボス部屋の過去であることは間違いない。おそらくそれが、グレンの神域デイアスキル〈巨神の時操りデイア・クロノス〉の効果だ。

「あと少しじゃないか……！　リンが生きている頃まで……、あと少し……」

　ゼエゼエと荒い息をし、グレンはぐったりと膝を折る。それでもその瞳だけはギラギラと熱く燃えさかり、歯を食いしばって顔を上げた。

「なんだ、何が起きた……!?」

　ジェイドの困惑の声が聞こえる。ルルリやロウも時の硬直が解かれていた。どうやらアリナのように一部始終を見ていたわけではないようだが──

「……ッ、グレン！」

　疑問を振り払い、アリナは地を蹴った。

「スキル発動〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉！」

　出現した大鎚ウオーハンマーを握り締め、グレンに迫る。彼の左手が狙いだった。あの魔神核さえどうにかしてしまえば──

　とにかくもうこれ以上、こんな痛々しい光景は見たくなかった。

「グレン！　その左手、潰しても怒らないでよね……！」

　アリナはグレンの左手に向かって、大鎚ウオーハンマーを振り下ろした。

　だが、部屋を揺らす大鎚ウオーハンマーの一撃は、轟ごう音おんとともに何もない石畳を砕いただけだった。一瞬でグレンの姿がかき消えたのだ。

「消えた……!?」

「……もう一度だ」

　グレンの悲壮な声は、遠くから聞こえた。

　慌てて視線をやると、いつの間にか部屋の隅までグレンが移動している。

　動きを全く追えなかった。そんな事実に驚きよう愕がくする前に、アリナは再度グレンに迫る。

「過去変えて、あんたの娘が生き返ったって……その時あんたが死んでたら、その子が喜ぶわけないでしょ……！」

　あらん限り、アリナは声を張り上げた。もどかしくて唇を嚙かんだ。

「大切な人が死んだ時の痛みは、あんたが一番わかってるはずじゃないの!?」

　どんなに望んでも、もう二度と帰ってきてくれない現実。激しい感情が吹き荒れたあとは、空っぽの心だけが残る。大好きだったものが嫌いになる。夢だったものが夢じゃなくなる。

　あの苦しみを、味わわせようというのか。

　グレンの左腕を狙って振り下ろした大鎚ウオーハンマーは、やはり何もない空間を通り過ぎ、石畳を破壊するだけだった。

「く……！」

「お前らにゃ、わからんさ」

　ぼそりと、やはり遠くで、グレンが言った。アリナは慌てて振り返る。仲間の墓の脇に、グレンは座り込んでいた。

「子のためなら、親は死ねる」

　グレンは歯を食いしばり、地面に爪を立てた。魔神核が埋められた左手は血管が太く浮き上がり、痛々しいほどに激しく脈打っている。

「この手が、いくら血で汚れようと……人の道を踏み外そうと……化け物になろうと……！　俺なんかが、死んで、汚れるだけで、またあいつが──」

　その蒼そう白はくの顔に、凄すさまじい意思を燃え立たせ、グレンは立ち上がった。

「──リンが、笑って生きてくれるなら。命なんかくれてやる！」

　グレンの、これまで見たこともない剣幕に、アリナは言葉が出てこなかった。

　本気だ。

　彼を止めることは、きっと無理だ。

「唱え……〈巨神の時操りデイア・クロノス〉！」

　グレンがもう一度スキルを発動させる。たちまち強い白光が部屋を満たし、その強烈な光にアリナは目をつむった。

　だが、そんな強い光は長く続かなかったようだ。

　なんとか目をこじ開けたアリナの視界には、しかし一向に過去の光景が映らなかった。それどころか解き放たれた光はあっという間にしぼみ、弱々しく消えていく。

「……？」

「……はぁ……はぁ…………は、はは……」

　グレンのかすれた笑い声が聞こえた。

　グレンは何かを悟ったように、口元を吊つり上げていた。ぐったりと力尽き、膝を折っている。その口から自嘲の笑いを漏らし、光を失った力無い目を、虚こ空くうに放り投げていた。

　彼の目から、ぽろぽろと涙がこぼれた。

「人の心を捨て……他人の命と痛みを利用してまで……辿たどり着いたのが、これか」

　弱々しく震えるグレンは、いつの間にか真っ黒な遺骸を抱いていた。

　人の形すら残らない、ただの塊だ。

「……！」

　アリナが先程過去の光景で見た焦げ臭い何か。おそらくそのほんの一瞬前には──グレンがあともう少しだけ時を巻き戻せれば、人の形を成していたであろうものだった。

　グレンは愛おしそうにその遺骸を抱きしめた。それは土人形よりも脆もろく、いともあっさりと崩れ、グレンの手からこぼれて消えてしまう。

「……すまない、リン……」

　ぼそり、と言って、グレンは何もなくなってしまった空間を見つめていた。

　その姿にかつてのグレン・ガリアの威厳はなかった。小さく丸まった背中は、最強の名を馳はせた冒険者のものでも、ギルドマスターのものでもなく、打ちひしがれた一人の父親の、あまりに弱々しい背だった。

　おもむろに、グレンが背を向けて立ち上がる。言葉を失い動揺するアリナの前にすっとジェイドが割り込んだ。

「アリナさん……来るぞ」

　すでに大盾をグレンに向けて構えている。緊張に強こわばるアリナたちに背を向けたまま、ぼうっと立ち尽くすグレンは、やがてぽつりとつぶやいた。

「──どうして俺は、あいつを、冒険者として育てちまったんだろうなぁ」

　それはグレンの、後悔の言葉だった。

「どうして俺は……あいつが白銀に入ると決まって、喜んじまったんだろうなぁ。娘が目の前で炭になった時、俺は、初めて後悔した。自分がどれほどの馬鹿野郎なのか、ようやく気づいたんだ……」

　グレンの声は震えていた。

　背を向けたグレンが、今どんな顔をしているのかアリナにはわからない。だが届いた声は、聞いたこともないほど弱々しいものだった。

「リン……リン……俺はどうしたらいい……どうしたらもう一度、お前に会える……」

　壊れたようにぼそぼそとつぶやいていたグレンが、脈絡もなくこちらを向いた。

　瞬間、アリナは息を吞のんだ。

　グレンの左手、埋め込んだ魔神核から、黒い手のようなものが伸びていた。それは大量の羽虫の集合体のように蠢うごめき、ゆらゆらと形を変えながら、グレンの顔を真っ黒に覆い尽くしていくのだ。

『愚かな……愚かな男だ……』

　影の手に顔を蝕むしばまれながら、グレンがぼそぼそとつぶやく。確かにグレンの口から発せられるものなのに、どこか別人の声が合わさったような、奇妙な声だった。

「……！」

　そのおぞましい光景にアリナは目を見開き、頰を強こわばらせた。羽虫のような影の手は、やがて額のあたりで収束していくと一つの意味ある印を形成した。八方位を指した魔法陣──太陽を模した神デイアの印だった。

　先人たちが遺レリ物ツクに刻みつける創作者の証あかしであり──生きた遺レリ物ツク、魔神に刻まれるもの。

「神デイアの印……！」

　ジェイドが驚きよう愕がくに声を張る。

　数秒の沈黙の後、虚うつろに視線をさまよわせていたグレンは、ふいにアリナと視線を絡からめた。涙の跡が残る顔を嬉うれしそうに歪ゆがめて、彼は笑った。

『ああ、そうだった。人間どもを喰えば……力が手に入るんだ』

　魔神のようなことを言いながら、グレンは左手を突き出す。彼の左手は今やはち切れそうなほどに血管を浮き立たせ、魔神核は不気味に黒光りしていた。

『唱え、〈巨神の時操りデイア・クロノス〉』

　強い白光とともに、部屋の床を再び白い魔法陣が埋め尽くして──瞬間、彼の姿がかき消えた。
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　アリナがグレンの巨体を見失っていたのは一瞬だった。

　彼は、まばたきをした次の瞬間には、ルルリの目の前に出現していたからだ。

「ルルリ！」

　誰より早く反応したのはロウだった。ルルリは、敵意しかないグレンの瞳に見据えられ、判断に迷い、凍りついてしまっていた。咄とつ嗟さに、ロウがルルリを肩で押しのける。ほぼ同時──

　グレンの容赦ない蹴りが、ロウの横っ腹を蹴り砕いた。

「が……！」

　べき、と骨の砕ける嫌な音。同時にロウは激しく蹴り飛ばされ、床を転がり、動かなくなった。

「ロウッ！」

　ルルリが真っ青になって転がるロウに駆け寄ろうとする。しかしその進行方向に、立ち塞がるようにグレンが現れた。「!?」回避もできず、ルルリはグレンに肩を摑つかまれる。その鍛えた太い腕に力を込め、大きな拳をつくって振りかぶっていた。

「やめ──」

　咄とつ嗟さにアリナが叫ぶのと、ルルリのみぞおちに拳がめりこむのは、同時だった。

「かっ……」

　息を漏らし、ルルリがくずおれた。そのままぱたりと倒れて、それきり彼女は何も言わなくなった。

「……！」

　アリナは息を吞のんだ。ほんの数十秒の出来事だった。目の前で繰り広げられた、一つの躊ちゆう躇ちよもない一方的な攻撃に、顔面からみるみる血の気が引けていくのがわかった。

『ふむ……まだうまく術が使えないな』

　グレンはルルリやロウの倒れた姿を一いち瞥べつし、顔色一つ変えず、そうとだけ言った。

　姿こそグレンだが、自分の力を推し量るための実験台と言わんばかり。奇妙な声が吐き捨てる言葉は、グレンのものとはかけ離れていた。

　二人を見下ろす目に罪悪感や葛藤などなく、ぞっとするほど冷たい目だった。

「……大丈夫だアリナさん。二人は死んでない」

　ジェイドがアリナの恐怖を読み取ったように小さく言った。

「心音は聞こえる。気絶しているだけだ」

　ジェイドはすでに〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を発動していた。だが、グレンを見るその顔に一切の余裕はなく、表情は険しい。

「〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉でも動きが全く追えない。どこに動くのか、予想もつかない──」

　それはアリナも同じだった。

　グレンの持っていた超シグ域ルススキル〈時の観測者シグルス・クロノス〉は、時を止めた空間の〝改変〟は不可能だが、〝観測〟のために時の止まった空間を自由に移動することができる。時を止められた者からしたら、グレンは瞬間移動しているも同然なのだ。この力を使って、現役時代のグレンは最強の座に君臨した。

　ただし、神域デイアスキルを持つアリナには、一切無効だった──だからアリナは、時操作のスキルがどれほど一方的なものなのか、今の今まで知るよしもなかった。

〈巨神の時操りデイア・クロノス〉が、〈時の観測者シグルス・クロノス〉の上位互換だとしたら、今やアリナすら、彼の時操作から逃れることができないのだ。つまり次の瞬間には、回避しようのない攻撃がとんできて、死んでいる可能性だってある。

「……どうやら魔神核が与えるのは、力だけじゃないようだな」

　ジェイドの視線はグレンの額に現れた神デイアの印に向いていた。

「人格すら塗り替える……いや、グレンが言っていた言葉を使うなら、グレンの意思は今、魔神核に〝食われて〟いる。……だから魔神たちは、元は人間であってもその絶対の力を使えるんだ」

　中ちゆう途と半はん端ぱに罪悪感や良心が残っていれば、人を殺して力を得ようなど、到底できるはずがないのだとジェイドは言いたいのだろう。確かにその通りだ。そして、それすら計算されて先人たちが魔神核を作ったのだとしたら──アリナは彼らの行いに、ぞっと背筋を冷たくした。

　だけど、と言って、ジェイドはわずかな希望も提示した。

「確実に殺せる状況だったのに、ルルリやロウは死んでない。もしかしたらまだ、グレンの意思が残っている可能性がある。グレンは俺たちに殺されることを望んでいた」

「……」

「あの魔神核を破壊すれば、それでどうにか、元のグレンに戻る、かも、しれない……」

　かもしれない。戻らないかもしれない。

　いや、今までアリナは、魔神核を傷つけられた魔神が、どういう末路を辿たどったか知っている。核を残して、それ以外は全て塵ちりとなり、骨すら残らず消えるのだ。

「……でも、それしか、方法がない……」

　自らに言い聞かせるように、アリナは言葉を吐いた。

　グレンの意思が残っているうちにどうにかしなければ、アリナもジェイドも死んでしまう。ぐずぐず迷っていられる時間は一秒もない。それが、現状だ。

「……グレンが次に狙うのは俺だ」

「え？」

「グレンは堅実な戦い方をする冒険者だった。弱い奴やつから、確実に倒していくタイプだ」

　確かに、グレンは目の前のアリナやジェイドではなく、非戦闘員であるルルリを真っ先に狙った。これまでの魔神は人間などどれでも同じとばかり、戦い方に規則性はなかったのに。

「神域デイアスキルもまだ使いこなせていない。〈巨神の時繰りデイア・クロノス〉の真価を発揮すれば、時を止めた空間のなかで俺たちを全滅させることなんて簡単だったはずだ」

「……」

「俺を狙うとわかっているなら……俺が囮おとりになる。アリナさん、無茶を頼むが、俺が囮おとりになる間に攻撃の隙を見つけてくれないか」

　ジェイドの提案に、アリナは押し黙った。確かに非力な者から順に標的にしていくのなら、次は超シグ域ルススキルしか持たないジェイドを狙うだろう。

　そのジェイドが囮おとりになる。嫌だ。嫌だけど、他に手がない。

　沈黙して唇を引き結ぶアリナに、ジェイドがぽつりと言った。

「アリナさん、俺を信じるか？」

「……え？」

「たとえ何があっても、俺が死なないと信じて、反撃のチャンスを待てるか？」

「……」

　信じない。

　アリナの答えは一つだ。迷いようがない。だってアリナは、どんなに大切な人間だろうと、平気で死んでしまうことを知っている。

　でも、ジェイドに聞かれると答えに迷う。何な故ぜなら確かにこいつは、どんな瀕ひん死しになろうとも生きてきた、ゾンビみたいな男だからだ。

「……待てる」

　やがて小さくアリナは頷うなずいた。ジェイドが少しだけ誇らしげに微笑ほほえんだ。

「よし。それなら──」

　ごきゃ、と嫌な音がアリナの目の前で炸さく裂れつした。

　瞬間、ジェイドが視界から消えた。いや、横に吹き飛ばされたのだ。

　代わりに、ジェイドが数瞬前まで立っていた背後にグレンが現れていた。

「……ッジェイド!!」

　ジェイドは玩具か何かのように軽々と宙を舞い、落ちて、硬い石畳の床を二転三転し、はるか遠くで倒れ伏す。一拍遅れて、アリナは状況を理解した。背後に現れたグレンが、ジェイドの右肩を蹴り飛ばしていたのだ。

　グレンは吹き飛んだジェイドには目もくれず、静かにアリナを見下ろした。

「……っ」

　圧倒的な威圧感に、アリナの足がすくんだ。

　大きく、見えた。グレンが巨人のように見えた。

　ほんの一瞬、アリナは死を覚悟した。

「うぐ……っ」

　しかし、小さな呻うめき声が響いて、グレンの視線がアリナから外れた。

　ジェイドが右肩を押さえながらなんとか立ち上がっていたのだ。負傷した肩から先は力が入らないのか、力無くぶらりと垂れ下がっている。魔神の超越的な脚力で骨が砕かれたのかもしれない。

『……ふん。相変わらず無駄に丈夫だな』

　ぼそり、とグレンがつぶやく。は、とアリナは我に返り、慌ててグレンから距離をとった。一瞬で移動できるグレンを相手に、安全な間合いなど存在しないだろうが。

（〝相変わらず〟……ジェイドがゴキブリ並の生命力なのを知ってる。やっぱり、グレンの記憶は残ってる）

　だが──

　アリナは不安を押し殺すように、大鎚ウオーハンマーの柄を握った。

　今の一撃を見て、わかった。たとえグレンがジェイドを狙うとわかっていても、こちらに反撃するチャンスなんかない。時を止められると、攻撃の予備動作すら見えず、反射神経で避ける隙すらもないのだ。

　標的となった瞬間、ただ一方的になぶられることが決まるだけ。

「……スキル発動──」

　それはおそらく、ジェイドもわかっているだろう。だが彼は苦痛に顔を歪ゆがめながら、左腕を突き出す。

「〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉」

　ジェイドの周囲に赤い光が迸ほとばしり、それはジェイドの両目に収束した。

　はっ、とグレンが小さく嗤わらう。

『そんなもので、何が見える？』

　確かに、無駄な足あ搔がきだ。どれだけ五感を高めようとも、時を止められたら情報を拾う間もなく攻撃が飛んでくる。

　だがジェイドはスキルを解かなかった。ふん、とグレンがつまらなそうに鼻をならす。

　瞬間、グレンの体はジェイドの脇を通り過ぎていた。

　ごぶ、と一拍遅れて奇妙な音が届いた。ジェイドのみぞおちに拳が叩たたき込こまれ、ジェイドは軽々と吹っ飛んでいく。

「ぁがっ……！」

　何もできないまま壁に叩たたきつけられて、ジェイドはくずおれた。
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　冷たい床に伏したジェイドは、それでもまだ意識があった。

　こういう時は自分の丈夫な体に感謝した。とはいえ全身がしびれて指一本動かせない。立ち上がれないジェイドに、グレンがゆっくりと近づいてくる。もう戦えないからと、安易に見逃すような男でないことは知っていたが──

　グレンの手がジェイドの頭を鷲わし摑づかみした。そのまま持ち上げられ、ジェイドの体が軽々と、地を離れる。

「ぐ……あ……！」

　めりめりと嫌な音が頭蓋骨から響いてくる。ジェイドは感覚の戻ってきた左手でなんとかグレンの腕に爪を立てたが、丸太のように太く硬い腕はびくともしなかった。

『さて』

　グレンが低く、口を開く。

『せっかくだ。頭を砕く前に質問しよう。どうして最初の二匹を殺さなかったかわかるか？』

　酷薄の笑みを浮かべ、グレンが尋ねた。

　その残忍な表情はもはや、グレンの面影を少しも残していなかった。

『そうすれば残った者は〝殺されない可能性〟を考え、あてにし、自ら警戒心を緩めて油断するからだ』

「……！」

『追い詰められた者は静かに判断力を低下させる。己が混乱していることにすら気づかず、目の前にチラついた安っぽい希望に飛びついてしまう。滑稽なことだ』

「……」

　ああ、そうか。

　ジェイドは察した。目の前にいるのは魔神だが、一方で確かに、グレン・ガリアでもあった。

　いつか誰かが言っていた。グレンを最強の前衛役トツプアタツカーたらしめたのは、超シグ域ルススキルに恵まれただけではないと。その徹底して無駄のない戦い方。狡こう猾かつで、驕おごらず、侮あなどらず、動作全てに意味があり、機械のような冷酷さにあるのだと。

　話に聞いた通りだった。彼は確かに、歴戦の冒険者。最強の前衛役トツプアタツカーだ。

　──だが。

「……そうだよな」

　にやり、とジェイドは口角を吊つり上あげた。

　引っかかったのがどちらなのか、この魔神はまだ気づいていない。

「そんなことはわかってんだよ」

　グレンがロウとルルリをわざと殺さなかった可能性。いや、可能性ではなく、グレンはジェイドを油断させるため意図的にやっていると、確信していた。

「──あんたが俺に言ったんだからな」

〝お前は希望的観測に逃げる〟

　グレンがジェイドに言い残した言葉。あれは、単なるジェイドの短所を指摘したものではない。

〝俺ならお前のその弱点を狙う〟と、彼は伝えたかったのだ。

　意識を魔神核に食われたとしても、長年の戦い方は体に染しみついている。グレンは己の攻略法をジェイドに示していた。

　俺たちに確実に殺されるために。

「スキル発動、〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉！」

　ジェイドは二度目の〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉を発動させた。

『……!?』

　グレンが警戒に目を細める。赤い光が再度ジェイドの目に集中し、ただでさえ増幅されていた五感の情報量が、何十倍にも膨れ上がった。

「──ぁぐっ……！」

　凄すさまじい熱が、ジェイドの目を、耳を、鼻を焼いた。一度発動するだけで体に莫ばく大だいな負荷をかける〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉の重ねがけ。生身の体が無事で済むはずがなかった。

　わずかな音が、匂いが、光が、凶器のように増幅して五感を破壊する。脳が悲鳴を上げる。焼き切れる──

「〝結合〟」

　何も聞こえない空間で、〝彼女〟を信じ、ジェイドは言った。

「「──複合スキル発動」」

　重なった詠唱は、ジェイドの声だけではない。

　は、とわずかに目を見張ったグレンが振り返る。その視線の先には、倒れながらも顔を起こし、魔杖ロツドの先を向けているルルリがいた。

『な……』

「「〈未フ来ト予ウ知レ〉!!」」

　ルルリの持つ強力な治癒スキル〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉が、ジェイドに着弾した。それは二重の〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉と合わさって、複合スキルとなり濃い深紅の光に凝縮されていく。

　とたん、弾はじけ散っていたジェイドの感覚が戻ってきた。凄すさまじい情報量により死にかけていた目や耳、鼻、脳が、みるみる回復していく。熱が冷まされていく。

『他者との術の融合……!?』

　グレンが動揺した隙をつき、ジェイドの蹴りがグレンの首筋に叩たたき込こまれる。

「ぐぅっ」

　不意を突かれてよろけたグレンから解放され、ジェイドはわずかに間合いをとり、立ち上がった。何の構えも防御もとらない、無防備な姿勢だ。

『……何をしようと無駄だ』

　言い終わるや、グレンの姿はジェイドの背後にあった。グレンの手には先程まではなかった愛用の大剣が握られていた。もはやわざと生かす必要もない。振り上げられた明確な殺意が、すでにジェイドの首を捉えている──

　いや、確実に首をはねるはずだった大剣は、空を斬るだけだった。ジェイドがかがんで躱かわしたからだ。

『……躱かわした!?』

　グレンの顔に警戒の気配が走る。だが彼はすぐさま大剣を握り直し、かがんだジェイドの脳天に狙いを定めた。次の瞬間、巨大な刃は空間を飛び越えジェイドの頭に叩たたき下ろされる。

　が、やはりこれも、ジェイドはするりと横に躱かわしていた。大剣を振り始めるとほぼ同時、いやそれよりもわずかに早く、ジェイドが動いている。

　まるでその太刀筋を予知しているかのように。

『どういうことだ……!?』

　時を止めて振り抜いた攻撃が二度も躱かわされ、グレンが顔色を変える。もちろんジェイドは、勘で回避したのではない。

　二重の〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉と〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉を合わせた複合スキル、〈未フ来ト予ウ知レ〉の効果だ。

　今やジェイドの視界は真っ白に塗りつぶされ、何も映っていなかった。

　だが見える。わかる。

　二重に発動させた〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉によって、どこまでも研ぎ澄まされた感覚のなか。ジェイドの体感では一秒が、一瞬が、何十倍にも拡大していた。凄すさまじい量で流れ込んでくる情報により、その場にあるものの全てを、ジェイドは掌握する。

　グレンの時を止めた移動は、完璧に把握不可能な、切り取られた瞬間移動ではない。

　時を止めた空間のなかで、彼は確かに連続的に動いているからだ。

　グレンが動くことによって生じる情報。風の動き、音の反響、埃ほこりの飛ひ翔しよう。その全ての情報は、一つも漏らさずジェイドに届く。常人ならば決して拾いきれないそれらを、二重の〈百眼の獣士シグルス・ビースト〉は全てすくい取る。

　凄すさまじい情報量で焼き切れそうになる脳みそは、ルルリの〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉が健全な状態を維持し続ける。思考は止まらない。情報が増えるたび、加速する。コンマ一秒の間に行われる膨大な情報解析は、ジェイドにほんの一瞬先の未来を見せる──

　──右。

　ジェイドは左に数歩、軽くとんだ。時を止めて移動したグレンの大剣が、空を切る。

『……！』

　偶然、などではない。グレンがようやくそう認識した時には、遅かった。

　とんでもない質量のものが、グレンに迫っていた。は、とグレンが気づいた時には、その大鎚ウオーハンマーは鼻先にあった。

『がっ!?』

　アリナの一撃が、グレンの顔面を確かに殴り飛ばした。グレンの巨体は軽々地を滑る。アリナはさらに地を蹴り、グレンを追随した。

　ジェイドを信じて反撃のチャンスを待っていたアリナが、猛攻に出る。
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　アリナはグレンだけを見据え、大鎚ウオーハンマーを振り上げた。

　チャンスは今しかない。地を滑るグレンが止まるのを待たず、大鎚ウオーハンマーでさらに殴り飛ばすと、グレンの巨体が宙を舞った。

『ぐぅう……！』

　空中を一直線に吹き飛んでいくグレンが、壁に叩たたきつけられる直前、体勢を立て直す。逆に壁を足蹴にし、石壁を破壊する程の勢いでアリナに迫った。

　大剣を振り上げているのが見える。見えるのだ。時を止めていない。動揺のあまりそれすら忘れてしまったのか。横から繰り出される一撃を、アリナは大鎚ウオーハンマーで叩たたいて弾いた。

　ガイン！　という金属のこすれ合う不快な音とともに、攻撃をはじき返されたグレンは大きくのけぞった。

『……何な故ぜだ!?』

　ぐるりと転げて勢いを殺し、地に手をついたまま、グレンは驚きよう愕がくの声を上げた。

『何な故ぜ動いている!?』

「え？」

　グレンの叫びに、アリナはようやく気づいた。

　ジェイドも、ルルリも、石像のように一点を向いたまま停止していた。まるで、時が止まったかのように──

　いや、止まっているのだ。アリナはこの不思議な光景に見覚えがあった。グレンだけが移動を許される、スキルで時が停止した空間だ。

　だが、見覚えがあると言ってもそれは、グレンが〈時の観測者シグルス・クロノス〉を発動させた時の話だ。神域デイアスキル保持者であるアリナには無効であった時だけ。今やアリナにも有効である神域デイアスキル〈巨神の時繰りデイア・クロノス〉で、この現象が起きることはありえない──

　は、と一つ思い当たることがあって、アリナは手に持った大鎚ウオーハンマーを見た。

　予想通り、いつの間にか大鎚ウオーハンマーが金の粒子を纏まとっていたのだ。それはこれまでも何度か見た、不可思議な光景だった。

「……変異……」

　ぽつりと、アリナはつぶやく。

　そう。これまでも、この銀の大鎚ウオーハンマーが金色に輝く時だけ、アリナは魔神の神域デイアスキルを打ち砕いてきた。

　──例えばシルハの時は、完全に拮きつ抗こうしていたはずの力を凌りよう駕がし、神域デイアスキルをも跳ね返す強きよう靱じんな肉体を破壊した。

　──例えば双子の魔神の時は、歪いびつに高められた神域デイアスキルの矢を打ち砕いた。

〈巨神の破鎚デイア・ブレイク〉によって生み出される大鎚ウオーハンマーは、いつだって必ずアリナの思いに応え、勝利をもたらしてくれたのだ。

『……なんだ、その力は……まさか神域デイアスキルを凌りよう駕がするとでも言うのか……？』

　グレンもその金の大鎚ウオーハンマーを見て、驚きよう愕がくに目を見開いている。

　彼の言う通りだった。神域デイアスキルたる〈巨神の時繰りデイア・クロノス〉の時停止を無効化できるということは、すなわちアリナは今、神域デイアスキルを超えるさらに上位の力を保持しているという証あかしなのだ。

『ばかな……』

　荒い息を繰り返し、グレンは恐れおののくように一歩後ずさる。アリナはきっとグレンを見据えた。ひとまず、この正体不明の現象については後回しだ。

「魔神。グレンに戻って。……できないなら、その体ごと、核を壊す」

『待て』

　グレンは剣を捨て、右手を突き出し、覚悟を決めるアリナに予想外のことを言った。

『お前は、もう一度会いたい人間はいないのか』

　一歩踏み出しかけたアリナの足が、はたと止まった。

『蘇よみがえらせてやろう。この場にいる人間たちの魂を食えば、時などいくらでも巻き戻せる』

　アリナが硬直したのを見て、グレンが誘うように両腕を広げる。

『見えるんだ。お前の過去が。寂しいだろう、大切な人を失うことは』

「……」

　す、とアリナは大鎚ウオーハンマーを下ろした。

『そうだ、望め！　力を……』

「馬鹿にしないでくれる」

　ぼそり、とアリナはグレンの言葉を遮った。

『な──』

「死んだ人は蘇よみがえらない」

　ギリ、と奥歯を嚙かみ、アリナは絞り出すようにそう言った。

「だから、冒険者も受付嬢も、バカみたいに辛つらい職場で、バカみたいに必死に生きてんでしょう……！」

　痛ましい過去を変えられるなら、それほど嬉うれしいことはない。

　きっと数ヶ月前の、ジェイドに出会う前のアリナだったら喜んでその話にとびついていただろう。

　でもアリナにはもう、〝大切な人〟が、過去以外にも、できてしまった。

「それに、私べつに、寂しくない」

　アリナは断言した。

　寂しくない。それは、この前の百年祭の日に気づいたことだった。

　自分でも驚くくらい、アリナはもう寂しくなかった。かつて大切な人だったシュラウドという名の冒険者。彼を失った痛みでえぐれていた傷が、どこか薄くなっていたのだ。

　彼を失ったのはもう何年も前の話だ。時が解決してくれたのかもしれない。今が忙しいから、という理由もあるだろう。仕事だの魔神だの、次から次へと面倒ごとが降りかかってきて、悲しんでる暇もないから──でも、それでいいと思った。

　今のアリナは、この鬱陶しい今を、好きになってしまっていた。

『はは……はははは！　それはまたずいぶんと、自分勝手じゃないか。昔は寂しい寂しいと言っておいて、お仲間ができて楽しくなったら〝ハイ次〟か？　死んだ者を忘れようというのか？　これ以上ないほどの、死者への冒ぼう瀆とくだ！』

「別に冷酷でも冒ぼう瀆とくでもいい。私は自分が、清く正しく優しい女の子だなんて思ったこと、一回もない。もうあんな痛みを受けたくないから、私は私なりに今必死に頑張ってんのよ。あんたに説教される筋合いなんかない」

『……』

「あんたはどうなのよ、〝グレン〟」

　吐き捨て、大鎚ウオーハンマーを再び握り締めて、アリナは魔神をにらみ据えた。

「死んじゃった人にもう一度会いたいって気持ちはわかる。後悔もわかる。でも──生き返って、それで、何になるの？」

『……なんだと』

　反射的に眉根を吊つり上げたそれは、グレンのものか、魔神のものかはわからない。アリナは構わず、言葉を続けた。

「生き返らせることばっか考えてるようだけど。その子と一緒に過ごした思い出だって、同じくらい、大事なんじゃないの」

『……詭き弁べんだ』

　一転して苦々しく表情を強こわばらせたグレンが、低く反論した。

『そんなものは、くだらない詭き弁べんだ！　思い出など……何になる！』

「残った人の、生きる力になる」

『！』

　きっぱりと断言したアリナの言葉に、グレンは何も言い返せなかった。

「辛つらいけど残業を頑張る力になる。朝、まだ寝てたいところを頑張って起きる力になる。仕事行きたくないけど、出勤する力になる。明日をちょっとだけ頑張る力になる……っ」

『な……』

「その子から大切なことをたくさん教えてもらったでしょう。その子がくれたもの、あんたの中に残ってるでしょう。その子がいたから、今のあんたがあるんでしょう！」

　唇を引き結び、嚙かみしめるように、アリナは言った。

　一歩間違えば、アリナだってグレンのような歪いびつな望みを、心に抱いていたっておかしくなかった。

　でも、そうならなかった。アリナにはシュラウドが残してくれた、「受付嬢」という生き方があったからだ。

　たとえそれが、シュラウドの死によりもたらされた、呪いのような生き方であったとしても。アリナにとって、大切な人を思い出させてくれるものだ。こんな呪いだって、大事な大事な思い出だ。

「それ以上、一体何を望むの。自分の命犠牲にして蘇よみがえらせようなんて、くだらないこと考える前に……一緒に生きた時の思い出を、もっと大切にしろって言ってんのよ……！」

『……』

　もはやグレンからの反論はなかった。彼は目を見開き、言葉を失い、立ち尽くしていた。

「でぇ……そんなことより、私が一番、言いたいことはね……！」

　ギン！　とアリナは目を見開き、石畳を蹴り砕いて、大鎚ウオーハンマーを構えグレンに肉薄した。

「お前、私の残業をなくす約束、きれいさっぱり忘れてんじゃねえええええええ────ッッ!!!!」

　轟ごう音おんとともに振り抜かれたアリナの大鎚ウオーハンマーが、グレンの左腕に叩たたき込こまれた。ぐぎゃ、と何か嫌な音をたて、それは肉を貫通し、骨を砕き、肩から先を吹き飛ばした。

『がああッ!!』

　左腕を失ったグレンは、その場に膝をつき、倒れ伏した。彼の額ひたいから神デイアの印が消えていく。

『あぐ、あ、ああ、リン……ッ！』

　上塗りされた人格が消えたのだろうか。娘の名を叫んだグレンは、未練たらしく手をのばした。

　吹き飛ばされ宙を舞う、魔神核を抱えたグレンの左腕だ。黒光りする魔神核がひときわ大きく脈打ち、切り離された腕が暴れ回る。だがそれもやがては鎮しずまっていき、力尽きたように端から塵ちりとなって霧散していく。

　こつん、と音をたてて魔神核が石畳に落ちた時、左腕はすでに欠片かけらも残らず霧散していた。

『あ……』

　呆ぼう然ぜんとしたグレンのつぶやきが、ぽつりと響いた。

　魔神核はすでに光を失い、沈黙していた。耐えがたい悲しみを埋める、歪いびつな希望でもあった魔神核が。

『……あ、あ……あああああああッッ!!!!』

　それは悲しみの叫びか、後悔の叫びなのか。獣のような咆ほう哮こうを上げたグレンは、そのまま意識を手放した。
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　グレンの意識はふわふわとさまよっていた。

　すまない……すまない……リン……

　意識だけの存在となっても、グレンはリンに謝り続けた。

　脳裏にちらつくのは、あの子と過ごした短い記憶だった。

　リンは幸せだったのだろうか。グレンには自信がない。一緒に遊んでやった記憶はなく、仕事で家を空けている時間の方が長かった。どこか楽しい場所へ連れていってやったことも一度もない。飯を食わせ、寝床と衣服を与えていただけ。唯一彼女にしてあげていたことは、彼女が死ぬ原因となる冒険者の手ほどき。それだけだ。

　あまりに短い、あの子の十五年の人生を、幸せにしてあげられた自信がない。

　彼女はもっと生きるべきだった。どうして自分なんかが生き残り、まだ若い、未来しかなかった娘が、死ななければならないのか。

　どうして守れなかった。

　何より愛いとしい、あの存在を。彼女の未来を。あの子の笑顔を。

　どうしてあの時の俺は、守ってやれなかったんだ。

　胸の奥で渦巻き、心を焼き続ける激しい後悔は、何十年経たっても消えることはない。

　あんなにも早く、逝いってしまうのなら、もっと言葉にしてちゃんと言えばよかった。

　もう会えなくなるのなら、ちゃんと。

　──ちゃんと、「大好きだ」と、言えばよかった。





＊＊＊＊






　うっすらと目を開けると、グレンの視界は白くぼやけていた。

　ここがどこだかもわからなかった。だが、大きく輪郭をぼやけさせた人間が近くにいることはわかった。

「リン……？」

　うわごとのように問いかけると、目の前の人間がわずかにたじろいだ。

「うわまだしゃべってるんだけど」

「アリナさん、近づくな。魔神核は切り離したが……どうなるかわからない」

　どうにもならない。グレンはそれを知っていた。動くのはぼんやりとした意識だけで、体は他人のものかのようにピクリとも反応しないのだから。

「リンか……？」

　グレンはもう一度、白くぼやけた視界の向こうに尋ねた。

「リンじゃないんですけど」

　即座に返ってきたのは、リンからは逆立ちしても出ないであろう、冷たい女の声だった。

「すごい執念ね……こういう時って、なんかおばけみたいなのが都合よく出てきてまるく収めてくれたりするもんじゃないの……？」

「そう都合よくはいかないぞアリナさん」

　はあ、と少女はあからさまに面倒そうなため息をついた。ぼやけた輪郭の少女が、わずかに、グレンに顔を向ける。

「人間なんて死ぬ時は突然死ぬのよ。特に冒険者なんてその最たる例」

　忌いま々いましく、少女は吐き捨てた。リンは絶対にそんなこと言わない。だから、目の前の少女はリンではない。そうとわかっているのに、どうしても彼女がリンのように思えてしまう。

「後悔なんて山ほど残るに決まってる。でも……もう二度とそういう後悔も痛みも味わいたくないから、だから私は、私のやれることをやる」

　そう苦々しく吐き捨てた少女は、一体どんな後悔を抱えているのだろうか。

「後悔も、痛みも、全部ひっくるめて、吞のみ込こむしかないでしょう。もうそんなもの、味わわなくていいように、戦うのよ」

　少なくとも私はそう。少女はそう言った。

　ああ、そうか。

　グレンは理解した。どうしてこの少女をリンと思ってしまうのか。

　彼女のつっけんどんな言葉には、リンと同じくらいの、優しさがあったのだ──





44






「それではいってらっしゃいませ！」

　ぼさぼさの髪をゆらし、アリナはむりやりひねり出した笑顔で冒険者を見送った。

　言い終わる頃には記入済みの受注書を「未処理カゴ」に放り入れ、流れるように次の受注用紙を取り出して、列に並んでいる冒険者を呼ぶ。

「お待たせしました！　次の方！」

　研修中に発見された新ダンジョンのおかげで、イフール・カウンターは大混雑だった。研修から戻るなり繁忙期に放り込まれたアリナは、押し寄せる冒険者にたまに殺意を向けつつ、業務用笑顔をひくつかせて仕事に追われていたのだった。

「よ」

　アリナの呼び声でカウンターに現れたのは、見知った背の高い青年冒険者だった。銀髪と鈍色の目を持ち、遺物武器レリツクアルマの大盾をかついだ、一流の冒険者──

　ジェイドだった。

「い、そ、が、し、い、ん、で、す、け、ど!?」

　用件も聞かず、アリナは用意した受注用紙を握り潰した。この男がわざわざカウンターに顔を出して、単なる受注手続きだけで終わったためしがない。十割の確率で面倒事を持ってくるのである。

「わわわわかってるってわかってるって、だからちゃんと並んで来ただろ？　昼休みの突撃もしてないだろ？」

　アリナの一秒も待たない殺意にジェイドが慌ててよくわからない弁解をする。そのジェイドを睨にらみ付つけて、アリナは思いきり顔をしかめた。

「なに、何しに来たの。この現状見えてるでしょ？　受注でもしに来たの？」

「いや、受注じゃない。グレンが目を覚ましたんだ」

「はあ？　この忙しい時に誰が──」

　反射で言いかけて、アリナは途中で言葉を止めた。数秒考えて、むすっと唇を突き出し、言い換える。

「──窓口閉まったら行く。……その代わり、今日も残業なんだから、手伝ってよね」

「ああ、もちろんだ」
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　アリナはジェイドとともにイフールの治療院を目指していた。

　結局、研修の日に起こった地下階層の件は、公にはならなかった。

　研修棟の幽霊話がより一層強化されただけで、ジェイドたちはグレンの犯した罪を公表しなかったのだ。

　魔神だのなんだのという面倒な話に通じてしまうので、仕方ないところもあるが──グレンのことをジェイドたちがどう思っているのか、アリナはわからない。ジェイドも自分から語ろうとはしなかった。

　治療院の入り口ではすでにロウとルルリが待機していた。彼らと合流してグレンの病室に向かいながら、アリナはふと気になっていたことを口にした。

「そういえばロウは大丈夫だったの？」

　魔神化したグレンに容赦ない蹴りを入れられていた光景を思い出し、アリナは顔をしかめた。ルルリは途中で起き上がっていたが、ロウは最後まで倒れ伏していたのだ。

「ぜーんぜん。いや普通に今も痛い」

　そこはロウらしく軽く言って、蹴られた脇腹をさすった。

「ロウは地味に重傷だったのです。治ヒ癒ー光ルで応急処置はしましたが、折れた骨が、こう、ぐさっと、内臓に深く……」

　その時の光景を思い出したのか、ルルリはわなわなと指を震わせた。

「私の怪け我がは治ヒ癒ー光ルの治癒範囲でしたが、ロウはよくぞあの重傷で静かにしていられたものです。ジェイドみたいに痛みに慣れた人でしたらわかるのですが」

　いや俺だって毎回痛いぞ、とぼそりと反論したジェイドの言葉を無視して、ルルリは顎に指をあて大真面目に首をひねった。

「ロウは拷問に耐える訓練でもしていたのですか……？」

「ちょっとやめてーそういう物騒なこと言うの。ロウくんは我慢強い子なの～」

　ロウがありありと顔をしかめ、ルルリが冗談なのですと軽く笑った。

　いつも通りの白銀たちのやりとりに、アリナはどこかほっとしていた。グレンに利用されていたことを知って、一番ショックを受けているのは彼らのはずなのだ。

「そういえば、ジェイドはまた変な合体技してたわね……」

「変な合体技じゃないぞ」「変な合体技じゃないのです」

　ジェイドとルルリが一斉に反論した。

「こう見えて結構練習したのですよ！　ジェイドとの複合スキル」

　えへんとルルリが誇らしげに胸を張った。

「他の奴やつとのスキルも複合できることがわかったからな。もう少し、複合スキルも幅が広がりそうだ──」

　言いながら、ジェイドがふいに足を止めた。一般の患者たちが集められる大きな相部屋を通り過ぎたさらに奥、特別に設しつらえられたものとわかる扉があった。

　どうやらここがグレンの病室のようだ。

　気をまぎらわせるように軽いやりとりをしていたジェイドたちも、思わず口を閉ざしていた。躊躇ためらうような空気が流れるなか、ふいに扉が開かれ、病室から一人の女性が姿を現す。

　グレンの秘書、フィリだった。

「お待ちしていました。しばらくこちらの病室には誰も入らないよう手配しておきます」

　フィリは相変わらず淡々とした目でジェイドたちを認めると、やはりいつも通り事務連絡のように言うだけ言って、早歩きで去っていく。だが数歩進んだところでふと足をとめ、こちらを振り返った。

「白銀の皆様、それと、アリナ・クローバーさん……ギルドマスター様を救っていただき、ありがとうございました」

　目を伏せてそう言って、今度こそフィリは通路の奥へ消えていった。
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　グレンのために用意された病室は、他の患者と違って大きな個室だった。さすがギルドマスターというだけあって、病室とは思えない豪華な作りだ。

　窓まど際ぎわに大きなベッドが一つ置かれ、グレンはそこに半身を起こしていた。薄い患者衣の左袖には腕がなく、覇気も消えていた。抜け殻のようになった体の大きな男が、ただ静かにうつむいているだけだ。

「……なぜ、殺してくれなかった」

　ジェイドたちに目を向けず、グレンはぼそりと言った。

「殺すことができたはずだ、嬢ちゃん」

「……」

　ジェイドがアリナの前に立ち、念のため一定の間合いを開ける。

「グレン……まだ、未練があるか」

「消えるわけがない。だが、もう手が尽きたのも、事実だ。〈巨神の時操りデイア・クロノス〉は失敗した」

　グレンは無機質な声で、淡々と語った。

「そもそも魔神核は十分に起動していなかった。だから〈巨神の時繰りデイア・クロノス〉は失敗したし、俺の魂は全てを消費されず、人間として生き残った──こんなところだろう。俺の中の神域デイアスキルの力は消失し、もう使えない」

　グレンは残った右手を震えるほどに握り締めた。

「だからといって、何な故ぜ生かした……！」

　顔を上げたグレンは、すっかりやつれた顔に目だけを血走らせ、声を荒げた。

「聞いただろう。俺はギルドマスターという地位も、冒険者たちの命をも利用してきた……いっそ死んでしまえばこの罪を清算できたのだ！　仲間が死んだ時もそうだ。俺ばかりがおめおめと生き延び、これ以上、何をするために生きろと言うのか……ッ！」

　激げき昂こうするグレンは、今にも拳を振り上げそうだった。ジェイドがアリナをさらに下がらせようとしたが、アリナは逆に、一歩グレンに近づいて──こう吐き捨てた。

「くどい」

　一言、ばっさりとそう切り捨てた。

「く……!?」

　思わず驚くグレンをにらみ据え、ふう、と息を一つ吐く。次の瞬間カッと目を見開き、アリナは勢いよくグレンの胸ぐらを締め上げた。

「甘ったれてんじゃないわよこのクソボケカスマスター……」

「あ、甘……？」

「あんたとはねえ、命よりも大事な約束してんのよ。何度だって言うけど、私の残業をなくすっていう約束、まさか忘れたとは言わせないわよ……！」

「な」

　ぎょっとグレンが目を瞬しばたたいた。その表情を見て、アリナは覇気も目的も何もかも失った惨みじめな怪け我が人にんを、問答無用でさらにきつく締め上げた。

「『な』じゃないのよ『な』じゃ。ていうかその『今それ言う？』みたいな顔なんなわけ!?　あんたを生かす理由にこれ以上のものがあるわけないでしょ！」

「いやアリナさんそれはさすがに言いすぎじゃ──」

「死ねば踏み倒せるとでも思ったなら大間違いよ……！　たとえあんたのやったことが死罪だとしてもねえ！　あんたが死ぬのは私の残業がきれいに消滅してからなの!!　いつまでもでかい図ずう体たいした男がめそめそめそめそ言ってないで、やることあんでしょうがやることが。私の残業をなくしなさいよ!!!!」

　しん、と病室は静まりかえった。

　ただし、先程までの沈痛な空気は消し飛んでいた。

　アリナの叫びであっという間にグレンは〝憐あわれで惨みじめな怪け我が人にん〟から、〝小娘に𠮟られるふがいない成人男性〟に変わり、病室というより墓場のようだった空気が一変する。

　グレンが十五年にもわたって画策していたものがただ娘を蘇よみがえらせたい一心だったと知り、複雑な思いでいた白銀たちも、啞あ然ぜんと口を開けている。

　やがてその沈黙を破ったのは、こらえきれなくなったように尋ねたジェイドの声だ。

「……アリナさんの残業がきれいに消滅する日なんて来るのか……？」

「来るわよ。不穏なこと言わないでよね」

　後ろで真面目に眉をひそめるジェイドをぎろりと睨にらんで黙らせ、再びグレンに向き直る。グレンは呆ぼう然ぜんと目を見開き、言葉を失っていた。

「……もはや俺は、死ぬことすら、許されないのか……」

「わかってるじゃない。その通りよ」

「だが、なら俺は、どうやって償えばいい……。冒険者たちにことの全てを公表し、土下座でもして、ギルドマスターを辞すればいいのか。それで、許されるのか」

　冒険者ギルドの長である男が、私欲のため冒険者を犠牲にし、それどころかこの地を滅ぼしかねない危険な存在を蘇よみがえらせてきた。そんなことを公表すれば、たちまち彼の信用は地に落ち、冒険者たちはグレンを軽蔑するだろう。

　それは人間社会に生きる者にとって、この上ない罰だが──うなだれるグレンに、アリナは大きなため息をぶつけ、その愚かな考えを否定した。

「責任を放棄して、自分が辛つらい目に遭うことが償いになるなんて、本気で思ってるわけじゃないでしょうね？」

　じろり、とグレンを睨にらむと、グレンは言葉に詰まったように押し黙った。

「例えば書類の山を放棄して、私がさっさと家に帰れば、残業なくなってくれるの？　私が仕事やめれば、イフール・カウンターの残業事情が解決するの？　ねえどうなの？　ねえ」

　眉を吊つり上げ、目を見開き、頰を強こわばらせて、アリナはずいずいとグレンに詰め寄った。最終的にグレンの患者衣の胸ぐらを再び摑つかみあげて、回答を迫る。

「山積みの問題だけを残されてしまった人の気持ち……ちらっとでも考えたことあんの……？」

「い、いや……」

「残業はね、依然としてそこにあって、この問題に立ち向かわない限り、泣こうが喚わめこうが辞めようが、絶対に終わったりしないのよ……！　魔神だろうがなんだろうが、同じことでしょ」

「アリナさん……残業と魔神は……ちょっとその規模感が……」

「ジェイドは黙ってなさい」

　ぺっ！　と吐き捨てジェイドを黙らせると、アリナは再びグレンを睨ねめ上げた。

「一回仕事として引き受けたんなら、生き恥さらしながらでも最後まで責任もってやり通しなさいよ。それが社会人のできる〝償い〟でしょう。あんたはギルドマスターを続けるべきで、冒険者ギルドがホワイトな労働環境になるよう馬車馬の如ごとく働くのよ……そして私に対してほんっっっっっっと～～～～～～に申し訳ないと思ってるのなら、次の人事異動で何をすべきか、わかってるでしょ……？」

　アリナは欠片かけらも笑っていない笑顔をつくり、地獄の底に響いていそうな低い声で、グレンを脅した。

「わ、わかっている……」

　今にも食い殺されそうなその迫力に圧おされ、グレンは冷や汗を垂らしながら、思わずといった様子で頷うなずいた。それを見届けたアリナは、ふんと鼻をならしてグレンから離れた。

「俺もアリナさんの意見にはおおむね賛成だ」

　ジェイドも頷うなずき、少しだけ考えてから、ルルリとロウをちらりと見やってグレンに言った。

「正直、俺はグレンが俺たちやアリナさんを利用していたってことは、簡単に許せない……けど、グレンが死んだり落ちぶれたところで嬉うれしくともなんともないのも事実だ」

「……」

「それより、俺たち《白銀の剣》がグレンに願うことが一つだけある──アリナさんの残業をなくすことだ。そうだよな」

　言葉を向けられたルルリは、それまでの暗い顔をはっと明るくした。

「そうなのです！」

「異論ねーな」

　ルルリとロウがそれぞれ頷うなずく。彼らの答えも、どうやら最初から決まっていたようだ。

「魔神の脅威も謎も、まだ何一つ解決していない。アリナさんの残業だってそうだ。だから俺たちは、俺たちなりの方法でこれからも戦い続けるんだ。グレン、お前はどうなんだ？」

「……！」

　グレンはこれでもかというほど目を見開き、アリナや白銀たちの顔を見回していった。ジェイドの問いには答えられず、最後に己の矮わい小しようさを痛感させられたかのように、顔をしかめてうつむいた。

「……そうか。そうだな、魔神のことは、何も終わっちゃいない……」

　ぽつりと、グレンはつぶやいた。

「嬢ちゃんの、ジェイドの言う通りだ。俺の犯した罪は、この命一つでは到底償いきれないものだった……」

　ぐ、と悔しそうに拳を握り、グレンは言葉を震わせた。うつむいた彼が今どんな表情をしているのか、アリナにはわからない。

「……グレン。聞いておかなきゃいけないことがある」

　す、と目を細め、ふいに声を低くしてジェイドが尋ねた。

「魔神のこと、魔神核のこと……誰から聞いた？　〝あの方〟とは誰だ。知ってることを全部教えてくれ」

「……」

　ジェイドの問いにグレンはしばし沈黙した。長い間の後、グレンは静かに言った。

「……もちろん、隠すつもりなどない。だが、この名を聞けば、お前たちにはまた嫌な思いをさせてしまうかもしれない……」

「嫌な思い？」

「そうだ。あの方は──」

　グレンが言いかけた、その瞬間だった。

「ぐ……!?」

　突如、グレンが額を押さえてうめき声を上げた。

「うぐ、が……!?」

　かと思うと、グレンは激痛に苦しむかのように、頭を押さえて身をよじらせた。苦く悶もんに顔を険しくさせ、目を見張り、体を折る。その異常な様子に、ジェイドは血相を変えた。

「グレン!?」

　ぶつん、と何かが引きちぎれるような奇妙な音が、グレンのなかから響いた。凄すさまじい痛みなのか、グレンが一層目を見開く。それでもグレンは大きな悲鳴を上げず、強く歯を食いしばって耐えていた。

「ス……スキル発動！　〈不死の祝福者シグルス・リバイブ〉！」

　グレンの尋常ではない様子に動揺し、一瞬遅れてルルリが魔杖ロツドをふった。超シグ域ルススキルの赤い光とともに、強力な癒いやしのスキルがグレンに放たれる。

　が、赤しやつ光こうはグレンに着弾するなり、ばぢん！　と嫌な音をたて、あっという間に霧散してしまった。

「超シグ域ルススキルを跳ね返した……!?」

　その光景にジェイドが驚きよう愕がくする。超シグ域ルススキルを拒絶できるのは、その上位の力である神域デイアスキルだけだ。グレンの変異した神域デイアスキルも、すでにその力を失っていると言っていた。超シグ域ルススキルを跳ね返せるような理屈はどこにもないはずだ。

　動揺するジェイドの前で、ようやく痛みが引いたのかグレンは一転してぐったりと沈黙した。だが彼の横顔は硬く強こわばったまま、肩で荒い息を繰り返し、見開いた目で虚こ空くうを凝視している。

「だ、大丈夫か？」

　おそるおそる尋ねるジェイドに、グレンはうつむいたまま、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「……記憶が……」

「え？」

「……あの方の姿が……思い出せ……ない……──」

　つぶやきながら、ふらり、とグレンの体が前のめりに折れる。「グレン！」咄とつ嗟さにジェイドが腕を伸ばし、肩を支える。

「グレン？　おい！」

　ジェイドの呼びかけにグレンからの返事はない。全身にぐっしょりと汗をかき、死人のように顔を真っ白にさせたグレンは、すでに意識を手放していた。

「ち、治癒師さんを呼んでくるのですっ」

　ルルリが部屋の外へすっ飛んでいくと、数秒もたたずに数人の治癒師が駆け込んできた。倒れ込んだグレンを治癒師が囲み、たちまち病室の中が慌ただしくなる。

　アリナも白銀たちも、その様を呆ぼう然ぜんと眺めるしかなく、早々に病室から追い出されてしまった。
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　ジェイドたちは治療院を離れ、大通りを歩いていた。

　駆けつけた治癒師たちによると、グレンは大きな怪け我がもなく、懸け念ねんがあるとすれば病み上がりで体力が落ちていることくらいだという。

　体の内外にこれと言った損傷はなかったようで、治癒師たちも首を傾かしげていた。激しい痛みの原因は全くわからないまま、グレンは眠りについたようだ。

「……何が起きたんだ……？」

　夕暮れの大通りを歩きながら、治療院の出来事についてジェイドは悶もん々もんと考えていた。治癒師ですら原因不明という痛みと、超シグ域ルススキルを拒絶するほどの強い力。そして意識を手放す寸前に彼がつぶやいた言葉──目の前で何の前触れもなく起きたそれらは、考えれば考えるほど常識では説明できないものだった。

「……口封じかな」

　ぽつりとそう言ったのはロウだ。

「裏社会の古い奴やつらがたまに使う禁術がある。脳に直接付与し、記憶障害を起こす条件式の禁術魔法だ。──だけど、ルルリのスキルを跳ね返したってことは、魔法じゃねえだろうな」

「……神域デイアスキル」

　顎に指をあて、ジェイドが答える。

「さっきのグレンの異常が〝あの方〟による口封じだとしたら……そいつは神域デイアスキルを使える……」

「それも〝あの方〟の正体を知れば嫌な思いをする。俺たちが知ってる奴やつってことじゃん」

　二人のやりとりを聞きながら、肩を落としたルルリが悲しそうにつぶやいた。

「……私たちは……また誰かに踊らされているのでしょうか……」

「……」

　大通りの賑にぎやかな喧けん騒そうとは裏腹に、白銀たちを重い空気が取り囲んだ。結局、グレンに魔神の情報を与えた〝あの方〟に関しては何もわからず、それどころか裏にはまだまだ大きな謎が広がっていることがわかってしまった。何者かの思惑のなかで溺れているかのような、そんな気持ち悪さだけが残ったのだった。

　白銀たちにのしかかる重たい沈黙を、しかしふいに、アリナのため息が吹き飛ばした。

「ま、ちょっとびっくりしたけど、グレンに大事がなかったんならそれでいいんじゃない」

　ジェイドたちは一斉にはっと顔を上げる。それまで表情を曇らせていたルルリも、大切なことを気づかされたとばかり何度も頷うなずいた。

「そ……そうなのです！　せっかく魔神に乗っ取られた体を取り戻したのに、こんなところで死ぬなんて悲しすぎるので──」

「グレンには残業をなくしてもらわなきゃいけないんだから。死なれたら困るのよ」

「……」

　身も蓋もないアリナの言葉にルルリが頰を引ひき攣つらせる横で、ロウが大きなため息をついた。脱力して赤い夕焼け空を仰ぐ。

「アリナちゃんの言う通りだな。今考えたって何もわかんねーし。結局、魔神を使ってどうのこうのしようって奴やつは、黒衣の男だけじゃなかったってことでしょ。はぁーどいつもこいつもよくまあ物騒なこと考えるよなー」

「ロウみたいに能天気な人ばかりじゃないのですよ」

「ルルリって俺のこと能天気だと思ってたの？」

「……そうだな、情報が少なすぎる。考えたところで無駄だ」

　言いながら、ちらり、とジェイドはアリナを見た。

　黒衣の男──グレンがアリナの力を利用したように、〝あの方〟も同じことをしないとは限らない。魔神があと何体この大陸に眠っているかも、今度、奴やつがどんな手を使ってくるのかもわからない。嫌な予感が胸をよぎり、ジェイドはわずかに顔をしかめた。

（早く強くならないと……）

　アリナが不安に顔を曇らすようなことがないように。彼女が真に望む平穏の中で生きられるように──

「なによ」

　ふとアリナがジェイドの視線に気づき、たちまちありありと顔を険しくさせた。

「いや──」

　彼女のそんな素直すぎる顔を見ていると、ジェイドはなんだか安心してしまった。

　アリナはジェイドに対して非常に素直に感情を出す。研修の時の〝お行儀のいいアリナ〟を見ていると、こうして偽りのない感情をぶつけてくれるのは、もしかしたら光栄なことなのかもしれない。

「──何でもない。それより今日はどれだけ未処理書類が溜たまってるんだ？」

「今日の分だけじゃなくてここ数日分。見たらたまげるわよ」

「……午前様は覚悟だな」

「それもこれも超大型ダンジョンなんて見つけるのが悪いのよ……！　ていうかあんたら元気ならさっさと攻略しなさいよ……！」

「い、いや攻略は進めてるんだ。ただ七階層越えの大型となると、準備と時間がそれなりにかかってだな……」

　たちまち鬼のような形相になるアリナに言い訳しながら、ジェイドの後ろではルルリとロウが気まずそうに視線を泳がせていた。





＊＊＊＊






　ギルド本部に向かうというルルリとロウと別れ、アリナはジェイドとともに大量の残務を抱えたイフール・カウンターを目指していた。

　ちょっと職場を抜け出すつもりがすっかり長くなり、赤い空は薄闇に包まれようとしている。これから残業と考えると、帰宅する人々で賑にぎわうイフールの大通りがとたんに憎たらしく見えてきた。

「はぁぁ……研修終わったと思ったら超大型ダンジョンで残業三昧だし、結局お誕生日休暇はもらえなかったし……」

　大通りを歩きながら、アリナは思い出したようにぼそりとつぶやく。

　お誕生日休暇を勝利報酬として募集された業務改善案。

　結局、アテにしていた伝説的受付嬢ロゼッタ・ルーベリーの助言が見事に爆散したアリナは、それでもなんとか付け焼き刃な業務改善案を並べ立てて提出していた。しかしカウンター長のお眼鏡にかなったのは、イフール・カウンター最年長の受付嬢が出した案だったのだ。

「俺も何案か出すの手伝ったけど、あれもダメだったのか？」

　残業手助け要員としてついてくるジェイドが、隣で首を傾かしげている。

「全滅よ……ジェイドの出す案はねえ、いかにも机の上で考えられたような超完璧な理想論、きれい事が並べられていてとても現実的じゃないのよ……」

「うっ」

　図星を突かれたようにジェイドが息を詰まらせた。

「ま……まあ確かにそうだよな……俺も事務処理作業ならやってるけど、昼間の現場は経験してないしなぁ」

　いかに器用なこの男でも、長年現場を経験し上司のツボを知っている先輩受付嬢には敵かなわなかったのだ。

「逆にアリナさんの案は、〝受付所に入場制限をかける〟とか〝冒険者の精鋭を増やして速やかにダンジョンを攻略する〟とか超現実的すぎて殺伐としていたからな」

「う、うるさいな。事実でしょ!?」

　ムキになって反論しつつも、ジェイドの言わんとしていることはわかる。ギルド本部が募集する業務改善案など、結局は〝金も手間もかからず個人レベルで即取りかかれてなんとなく効果がありそうなもの〟なのだ。

「それをして採用された先輩の案はいかにもカウンター長が好みそうなツボを押さえた完璧なものだったわ……」

「どんな案だったんだ？」

「平たく言うと大量の業務を抱えている人は一人で抱え込まずに助けを求めて、手が空いてる人がそれを手伝ってあげるという典型的な仲良し声かけ案よ」

「……」

　ジェイドは何か言いたそうに一度口を開いて、しかし結局何も言わずに押し黙った。

　いや気持ちはわかる。そんな三日で誰もやらなくなりそうな案でいいのかと。

　そもそも最も残業時間が増える繁忙期は〝手が空いてる人〟など一人として存在しないので、実質この案は不可能である。おそらく先輩受付嬢も全てをわかった上で、お誕生日休暇のためにこんな焼け石に水のような形ばかりの案を出したのだ。アリナの敗因は、上司の好みにすりよるという覚悟が足りていなかったことである。

「……まあ、元気だせよアリナさん。な」

　慰めにもならないことを言いながら、ふと思い出したように、ジェイドが腰のポーチから何かを取り出した。

「そうだ、アリナさんに渡したい物があるんだ。お誕生日休暇はあげられないけど──これ。受け取ってくれ」

　そう言ってジェイドがアリナに渡したのは、小さな薄緑の結晶に細いチェーンを通した、小ぶりなネックレスだった。

「……これって、〝導きの結晶片〟？」

　ずいぶん懐なつかしいものを見て、アリナは目を丸くした。

　導きの結晶片。それは遺レリ物ツクを元に《白銀の剣》専用に作られた特別な結晶だ。全部で四つあり、どれか一つでも持ち主が瀕ひん死しに陥った時、残りの結晶たちが光を放ち瀕ひん死しの仲間のもとまで導いてくれるものである。

　精鋭として高難易度のダンジョンに挑むことが常である《白銀の剣》には、必須のアイテムだ。アリナも少し前にこの結晶片を身につけていたことがあるが、白銀専用アイテムなどという一瞬で正体がバレそうな物は、用済みとなった瞬間突っ返していた。

「だから私は白銀に入るつもりはないんだけど──」

　言いながらふと、ジェイドから渡されたネックレスは知っている導きの結晶片とは少し違っていることに気づいた。本来結晶はもう少し大きく、銀の装飾部には白銀の紋章が刻まれていたのだが、この結晶片には紋章どころか銀の装飾もない。ただの結晶の欠片かけらだった。

「導きの結晶片だが、これはそれになり損ねたもの。光らない導きの結晶片だ」

「なにそれ、意味ないじゃない」

「意味がないからいいんだ。仲間の瀕ひん死しを報しらせる導きの結晶片は、光らないに越したことないからな」

「……確かに」

「光らない導きの結晶片は、〝誰も死なない〟願掛けでもあるらしい」

　ジェイドの説明に、ぴくりとアリナの眉尻が跳ねた。

「……誰も死なない、ね……」

　瀕ひん死しを伝えるアイテムが光らないから、誰も死なない。あまりに単純な願掛けだが──もし本当に身につけるだけで誰も死ななくなるアイテムがあれば、欲しいものだと、アリナはぼんやり思った。

「宝石みたいで綺き麗れいだろ。ネックレスになるように作ってもらったんだ」

　アリナは渡された結晶片をじっと眺めた。失敗作ということだが、夕日を吸い込んで光る結晶は確かにちょっとした値のある宝石のように輝いている。

「……で、いきなりネックレスだなんてどういう風の吹き回しなの。まさか盗聴できるものとか位置がわかるものとか仕掛けられてないでしょうね……？」

「さすがに犯罪には手を染めないぞ俺は」

「ほほう。じゃあどういうつもりよ」

　結晶片を握り締めて問い詰めると、とたんにジェイドがそわそわと口ごもり始める。

「……いやその……今回は研修で……アリナさんに嫌な思いをさせちまったから……」

「物で許してもらおうとは都合がいいわね」

[image: ]

「うっ」

　気まずいところを指摘されたようにジェイドが言葉に詰まる。だが、なんだか必死な様子口を動かし、言葉を続けた。

「で、でも、それだけじゃないんだっ」

　言うなり、ジェイドは急に真剣な眼まな差ざしになり、わずかな間の後に小さく宣言した。

「……アリナさん、俺は死なないからな」

「はぁ？」

「ルルリもロウも死なせない。いつかアリナさんが魔神と戦わなくてもいいように、俺は強くなる。アリナさんには笑っていてほしいから──まあいつも残業ですごい形相してるけど──いろいろ含めた、願掛けだ。受け取ってくれないか」

　アリナをじっと見つめるジェイドの鈍色の瞳は、確かに強い決意の光に満ちていた。

「……」

　この人間離れした生命力を持つ男が、願掛けなどに頼らずともそう簡単に死なないなんてことも、彼が仲間を守り抜くために命を尽くすであろうことも、アリナはとっくにわかっていたが──ジェイドの鋭い眼まな差ざしに貫かれ、思わず視線をそらした。

「……ま、まあ綺き麗れいだし。もらっとく。ありがと」

　素っ気なく言いながらも、早速アリナはいそいそとネックレスを首にかけた。結晶片の輝きは制服に隠れて見えなくなるが、いつも着飾らないアリナがいきなりネックレスなどつけ始めたら不自然だろうし、それくらいがちょうどいい。

　アリナの首元に収まった結晶片を見て、ジェイドが満足したようににっと笑った。

「ま、アリナさんの誕生日にはもっとすごいやつを贈るからな！　でっかい家とか」

「もう家あるからいい」

「というかアリナさんって何が欲しいんだ？　全く思いつかん」

「定時帰りよ」

「言うと思ったけど、もうちょっとなんかこう、ないのか……？」

「ない！」

　言い合いながら大通りを進む二人の行く手に、残業が待ち受けるイフール・カウンターが見えてきた。
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「うわぁぁぁんアリナ先輩どこ行っちゃったんですか……！　早く帰ってきてくださいよぉ……」

　誰もいなくなったイフール・カウンターの事務室で、ライラは書類の山に敗北し、デスクに突っ伏していた。

　アリナは終業時間になると早々にどこかへ行ってしまった。すぐ戻るとは言っていたが、一向に帰ってこない。ライラは一人で残業するのが一番嫌いなのだ。早く帰ってきてほしい。

「うっ、うっ、もう疲れました……処刑人様ぁ……」

　デスクの上には百年祭の日のために作った処刑人人形が大事に飾られていた。頭まですっぽり覆うフード付き外がい套とうに、背には銀の大鎚ウオーハンマーを背負わせている。かなり細部までこだわっていて我ながらいい出来に仕上がっていた。

「処刑人様……私の……ヒーロー……」

　す、とライラは処刑人人形のフードをとった。

　お手製の処刑人人形は、フードの中の顔もしっかり作り込んでいた。ライラが想像する、処刑人の正体の顔──

　それは、長い黒髪の少女だった。きれいな翡ひ翠すいの瞳を持ち、にこりと笑っている。

　そう、ライラの先輩受付嬢、アリナ・クローバーの顔だった。

「先輩、早く帰ってきてくださいよう……一緒に残業しましょうよう……」

　弱音を吐いた時、ずきりと右腕が痛んだ。ライラは思わず顔をしかめる。受付嬢の制服の奥で、右腕がどくどく脈打ち熱くなっていった。

「……っ」

　ライラは周囲に人がいないことを確認して、制服の袖をまくった。現れた白い細腕には、八方位を指す特徴的な魔法陣が黒々と刻まれている。痛みの元は、その印の横。腕に埋め込まれ、黒光りする小さな石──魔神核だ。

　それは、ライラが魔神である証だった。

「……シルハ……フィエナ、ヴィエナ……」

　ライラはぽつりと、懐なつかしい彼らの名前を呼ぶ。

　彼らはどんな最さい期ごを遂げたのだろう。アリナのことだから、きっと問答無用で殴り倒したのだろうけど。

　そして彼らは、アリナやジェイドを、どこまで傷つけたのだろう。何人の人間を〝喰くった〟のだろう。

　大好きだった彼らがそんなことをする姿を、ライラは想像したくなかった。だが、仕方ないことだった。そうでもしなければ、彼らは終わることができなかった。

　いつまでも、あの、化け物のまま──

「……」

　思わず眉根に力が入る。歯を食いしばり、ライラは胸にうずく激しい悔恨を押し殺した。

　まだ、まだだ。まだ終われない。彼らとの約束を果たすんだ。

　最後には、きっと自分も。

[image: ]

「どうか、安らかに……」

　小さくつぶやいて、ライラはぱっと顔を上げた。それはもう、へっぽこな新人受付嬢の顔だった。

「うー、よし、残業がんばろ」

　いそいそと制服の袖を戻し、処刑人人形にフードをしっかりかぶせて、ライラは再び書類の山に向かい合うのだった。





終
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　みなさん元気に残業してますか？　こんにちは、香こう坂さかマトです。

　受付嬢アリナさんが立ちはだかる残業や強力な敵たちと戦う残業回避系異世界ファンタジー、「ギルます」も、なんだかんだで三巻となりました。

　今回は冒険者ギルドのギルドマスター、グレンに焦点が当たったおっさん回でしたね。おっさん回とは言ってますが、ちょっぴり悲しい物語でもありました。

　やっぱりね、それなりの歳としを重ね人生の酸い甘いを経験したおっさんというものは、抱えてるモノの重さが違うのですよ。その全てを飲み込み、背負って、おっさんは今日も笑っているわけです。そんなおっさんキャラ、私は大好きなのです。

　そしてそして、ラストはあの子がまさかの……という展開で終わっていますが、黒衣のおっさんが裏でコソコソやっていた関連の話は今回で着地して、一端の区切りと思っています。

　まあまだ何も解決してないんですけどね。アリナさんの残業まわりなんて特に……果たして彼女がノー残業となる日は訪れるのか!?　いや！　そんな日は永遠に訪れな──おや？　遠くからハンマーを振り回す音が──……

　そ、そういえば、この三巻が発売されるちょうど一年前は、確か第27回電撃小説大賞受賞作が発表された頃でした。この日は私にとっていろんな意味でちょっと特別な日です。

　何しろそれまでは仕事と残業と休日出勤ばかりして、何か目標があるでもなく、ただただ日々を生き抜くため、お給料をもらうためだけに死んだ魚のような目で働いていたつまんない社畜戦士の香坂だったので──自分の大好きなラノベの世界で、自分のためだけに頑張ったことで、ほんのちょっとだけ、自分の人生を取り戻せた日でした。

　社会人になると〝自分のために頑張る〟というめちゃくちゃ大切な考え方を簡単に忘れ、気づいたら自分をないがしろにしていたりします。そんなことにならないよう、皆さんは自分を大切にしてあげてくださいね！

　そして、今回も担当編集の吉よし岡おか様、山やま口ぐち様には大変お世話になりました。（そういえば一巻制作の時は担当さんの名前を最初から最後まで間違ったままメール送信したうえに、かなり気を遣わせながら担当さんご本人から指摘させてしまうという、社会人として致命的すぎる失態を犯したりしたなぁと思い出しつつ……本当にごめんなさい……！）三巻でも神イラストを描いてくださったがおう先生、三巻を刊行・宣伝してくださった編集部の皆様、ギルます三巻を読んでくださったあなたに、心からの感謝を贈ります。

　それでは、四巻でまたお会いしましょう！
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